
        
            
                
            
        

    
























































本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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プロローグ









　お、お、お、落ち着けアタシ!?

　と、とりま深呼吸しよ。

「すぅー。はぁー」

　……よし。ちょっとは冷静になれたかも。

　えっと、ひとまずは状況の整理だよね。……一緒に帰ろうと愛を誘おうとして生徒会室を訪れたら、そこには席で居眠り中の氷さんしかいなかった。そんで、氷室さんにかけられていた愛斗のっぽいブレザーにちょっぴり羨ましさを覚えつつも、愛斗いないし改めて出直そうって、アタシは生徒会室を去ろうとしたんだけど……したんだけどぉ。

　氷室さんが急に寝言で「田君……」とアタシの好きな人の名前を呼んだもんだから、アタシはつい反応して振りかえっちゃって──そしたらそしたら、氷室さんが続けざまに、

「えへへー、だーいすき」

　とかぁあ!!　普段では絶対に見せることのないであろう、口からよだれを垂らしながらだらしなく緩んだ笑みで、普段では絶対にありえないであろう言葉を漏らす氷室さんの姿があったのだった！　──あっちゃったのだった……。

　ど、ど、ど、どうしよう!?

　冷静に整理しようとしたのに、結局落ち着けなくなるアタシ。

　だってさ、それだけは一番ありえないって考えていたことが、こう真っ正面からぐるんっと覆されたようなものを見ちゃったんだから……胸中が穏やかでいられないのは仕方ないじゃん。

　聞き間違いであって欲しい。もし聞き間違いじゃないとするならせめて夢であって欲しい。……いや、実際に今夢を見ているのは氷さんの方なんだけど……。

「き、気になる……」

　さっきの寝言の真意を探らずにはいられない。唾をごくりと飲み込んだアタシは、誤って起こさないように、忍び足で恐る恐る生徒会長席へと近づいた。だって、このままモヤモヤしたまま撤退とか、絶対に無理じゃんか。

　アタシの目の前では、心地よさそうな顔をした氷室さんが、すうすうと小さな寝息を立てながら眠っている。こうしていると綺系ってより、意外と可愛い系って感じが強いかも。そのすぐ傍には、氷室さんの物っぽいスマホが置いてあった。ようするに、ここでスマホいじってたら眠気が襲ってきて、それで軽く目を閉じたら寝ちゃったとか、そんな感じなのかな。

　問題は、どうやって寝言の真意を確かめるか、だよね……。

　焦燥感に促されるまま、氷室さんの前まで来たけど、まるっきりのノープランだ。つか、今更だけど、寝言の真意を確かめるとかムリじゃない……？　次いつ寝言を言うかだってわかんないわけだしさ。

　あはは、と苦笑し、アタシは肩をすくめる。どうやらやっと頭が追いついてきたというか、冷静になれたみたい。

　それにさー、改めて考えてみると、「田君」と言った次の寝言が「えへへ、だーいすき」だっただけで、この二つが必ずしも繋がっているってわけでもないじゃんかー。あー、きっとこの展開だわ。ほら、漫画とかでありがちな展開でさ、周囲の疑惑とは全くの無関係で実は好きな動物と戯れてる夢なだけでした──的な。そう、それだわ！　いやーアタシったらうっかりさんだったわー、本当に。第一あのクールでプライドの高い氷室さんがいくら好きな人の前だからって「えへへー、だーいすき」とか言ってベタ甘えなんて、キャラ崩壊もいいところじゃん。そこに気付けよアタシって感じ。

　誰に言い訳するのやら、アタシは後頭部を掻いて取り繕うような笑みを浮かべる。これはあれ、深く考えた方が負けってやつ。確実な証拠もないのにこのままうじうじ引きずるのなんて、アタシの柄じゃないし──ここはきっぱり何も聞かなかったことにしますか。

　アタシは満足げに頷いて踵を返す──その瞬間だった。

　ブーン！

　と、氷さんの横にあったスマホがけたたましく振動し始めたのは。

「うぇ？」

　背後で聞こえた突然の物音に、アタシはビクッと体を仰け反らせて振り返る。どうやら着信みたいで、氷室さんのスマホには相手の名がでかでかと表示されていて──




　愛くん♡




「…………」

　うわぁああああああああああ。証拠、きちゃったぁああああああああああ──!?

　口を必死に押さえつけ、心の中だけで猛り狂う。そうでもしないと、声が出そうだったから……！

　え、ちょ、ま、待って。ネ、ネタだよね、冗談だよね、これは流石に……。だってさ普段苗呼びだし、上から目線な態度ばっかとってるのに、実は密かに名前で登録しちゃうくらい惚れてて……ト、トドメに♡マークだなんて……あの氷室さんがだよ!?　最キャラ崩壊ってレベルじゃなくキャラ転生しちゃってるよね。完全に別キャラになってるじゃん！　……そ、そりゃまぁアタシも最近、スマホの登録を「オタ島」から「愛斗」に変えたわけで、その際にこうする案もあったりはしたんだけど、でも♡マークはまだ早いと思って、付き合うまで我慢しようと思い留まったわけでゴニョゴニョゴニョ……って──

　お、お、お、落ち着けアタシ!?

　動揺、困惑、混乱、おまけにちょっとした対抗心。様々な感情がアタシの中を駆け巡って思考がパンクしそうになる。

　そんな中、アタシが声を上げて今一番に願いたいのは、この一言──

　氷室さん、頼むから起きないでぇえええええええ!?

　未だに鳴り響くバイブ音を横に、息を殺しながら必死に祈り続ける。普段あんなに邪険に扱っているのに、実は名前に♡マーク付けるくらい大好きでした──なんて、もしアタシが氷室さんの立場だったら……死にたくなる程気まずいし、真実を知ったアタシの方だってめちゃくちゃ気まずい。ここからの一波乱は最早必須。頼むから、これ以上ややこしい事態だけは勘弁して！　神様どうか、アタシにこの衝撃的な事実について整理する時間を……!?

　そんな祈りが通じたのか、氷室さんが起きるのを待たずして、着信音は鳴り止んだ。不意にアタシの口からはぁーと安の息が大きく漏れ出る。これが以前愛斗に教えてもらった九死に一生を得るって言葉の感覚か。身を以て体験したわ。

　が、次の瞬間再び氷室さんのスマホがブーンっと鳴り、アタシはまたビクッと体を強らせる。けれどその振動は一瞬だけ……おそらくラインの受信を示すものだった。アタシはちょっぴし悪いとは思いつつも、胸のざわめきに促されるまま、スマホに顔を近づけてまじまじとその内容を確認してしまう。

『パンフレット撮影協力のお礼に、学園からお菓子とジュースの差し入れもらったんだけど』『それで飲み物はどれがいいかなと思って連絡した』『無難にお茶選んだから、ブーイングはなしで頼む笑』『それじゃ、今からみんなで生徒会室に戻るわ』

　次々に流れてくる愛からのラインメッセージ。特に当たり障りのない内容だったことに、ひとまずほっとする。

　となると、必然的にアタシの思考は〝愛斗君♡〟問題へとシフトしちゃうわけで──

　い、いつからなんだろ？　どのタイミングで愛斗のことをす、好きに……実は両いの関係になってたんだろう……。

　わ、わからない。でもそれが八月の終わり──恋り以降だったことだけは確かなはず。だって氷さんにはあの時まで、他に積極的にアピールするほど熱烈に好きな相手がいたはずだし、一度は愛斗の告白も断っているのだから。……どうやら、その相手とは恋来祭りのちょっと前に失恋しちゃったみたいだけど。

　にしても、愛斗の気持ちを知っている氷室さんが、何両想いであることを伏せたまま関係を恋なんかで燻らせているのかが謎だ。すっごい気になる！

　だけど、一つだけ言えるのは、それがアタシにとってのチャンスになっているということ。そう、愛斗が氷室さんの本当の気持ちに気付いていない今ならまだ、ワンチャンあるはずだから。

　ま、愛斗への想いの強さだったら、この人には絶対負けないもんね。こっちは付き合った後どころか、結婚やその後のことだってちゃんと考えてるしさ。運命をなめんなよ！

　ふふんと、未だ心地よさそうに寝息を立てる氷室さんに向かってアタシは誇らしげな顔を差し向ける。

　──って、なに小っ恥ずかしいことを堂々と宣言してんの!?　いくら心の中とはいえ、青臭すぎるだろアタシィいいいいいいいいいいい!!

　と、ともかく──そんだけ負けたくない戦いがあるってこと！

　つーか、氷室さんのスマホによれば、今愛斗達ここに戻って来てんだよね!?　こ、これ以上ややこしい展開にならないように、早いとこ退散しとかないと。──と、その前に……。

『今ちょうど準備が終わったんだけどさ、愛斗よかったら一緒に帰んない？　明日の最終確認も兼ねて二人でハンバーガー片手に前夜祭へとしゃれこもっさ』

『お、ありだな前夜祭。そうだな、俺の方はもうちょいだけ時間かかるけど、それでよければ校門前で待ち合わせるか』

　おし、前夜祭デート、ゲットだぜ！

　この調子で明日も押してくぞアタシ!!






第一章　限定カノジョ氷さんと過ごす学園祭









「──最後に、年に一度のお祭りということで、ついつい浮かれてはめを外したくなるとは思いますが、君の生徒としての節度を守るように。また、男女間での交流に興味津々なお年頃とはいえ、くれぐれも色恋に浮かれて足をすくわれたなんてことにはならないように、注意してください。それでは、生徒全員が楽しい思い出を作れることを祈って──君島学園祭、スタートです」

　講堂の演台に立つ氷室がそう言って締めくくると、講堂内は「わぁー」という歓声と共に拍手喝で包み込まれた。

　それをＢＧＭに生徒会長として開会の挨拶を終えた氷室が、壇上を後にする。

　そう、二日間に及ぶ君島学園祭がたった今、始まったのだ。

「──ふぅ」

「お疲れ氷室」

　講堂内の右脇に設営された運営席に戻り、隣に座って一息ついた氷室へと、俺は微笑を浮かべてそう言った。君島学園祭ではまずオープニングプログラムとして全校生徒を講堂に集めて開会式をし、それから吹奏楽部に演劇部や合唱部など幾つかの文化部の発表会が順々に行われる。その後はもう、完全に自由時間。ちなみに一般客への開放は十一時からで、模擬店の準備がある生徒は講堂から途中退場してもいいことになっている。

　発表会のトップバッターは吹奏楽部による演奏だ。その準備が終わるまでまだ少し時間がある。

「あら、ありがとう田君」

「いやー流石だな、カンペなしに三分間もはきはきと喋り続けるなんて。俺には到底できっこないよ。その証拠に──ほら、俺の方はちゃんとカンペ用意してきてあるし」

　言いながら俺はブレザーのポケットからちらりと折りたたんだ用紙を氷室に見せた。そう、開会の挨拶が生徒会長なら、閉会の挨拶は副会長──つまり俺の務めなのである。

「ええ、そうね。貴方には無理な話ね」（ふふ、そんなことないと思うわ。私のカレシはやれば出来る人だから）

「そんな笑顔ですぱっと肯定しなくても……少しは気を遣ってくれたっていいのに」

「あらそう。ま、どうにしろ、楽しい楽しい学園祭で最後に見るのが貴方の顔ってだけで、みんながげんなりするのは確定事項みたいなものだから、適当に流していいと思うわ。正直、疲労感やその後の打ち上げで頭がいっぱいで誰も聞いてないだろうから、カンペありとかなしだとかなんて別に誰も気にしたりしないわよ」（だからね、ここは別に私物化してもいいと思うのよ。例えば──生徒会長との電撃婚約発表とか！　でねでね、来年以降の学園祭ではね、講堂で愛の告白をした二人は永遠に結ばれるって伝承が出来たりなんかしちゃったり──きゃー。うんうん、是非それでいきましょう。よし！）

　全然「──よし！」じゃないよな。というかこの感じ、初めて氷の心の声が聞こえてくるようになった頃を思い出すというか、なんだか表の当たりが強くないか……？

「……ようするに、俺の話なんか誰も興味がないと」

「あら、不服みたいね。……そうね、どうしても注目されたいと言うのなら、大きな声で『うんこー』とでも叫ぶといいわ。きっと伝説になること間違いなしよ」

「俺は小学生かよ！」

　おいおいと顔を引きつらせる俺を見て、氷室が楽しそうに「ふふっ」と笑った。なんだろう、当たりが強いというよりも……今日の氷室、どことなくテンションが高いような……学園祭だからとか？

「ああ、それはそうと田君、さっきの私の忠告はちゃんと頭に入っているのかしら？」

「ん、忠告？」

「はぁ……呆れたわ。その様子だと、全く理解してないみたいね。いいかしら、さっき私は演台でこう言ったわよね。『君の生徒としての節度を守り、くれぐれも色恋に浮かれて足をすくわれないように』と」

「ああ、その話か。でも、それがどうかしたのか？」

「もうダメ島君たら……いい、あれは貴方に向けての言葉と言っても過言ではないのよ」

「ど、どういう意味だよ？」

「学園祭の間、私は貴方のお願いを受け入れる形で田島君のカノジョとして振る舞うことになる。そんな田島君にとって夢のような展開に、果たして浮かれずにいられるのかしら。否、絶対に不可能よね。だからあらかじめ釘を刺しておこうってことよ。今日はただ普段通り私と一緒に学園祭を回るだけ。もちろん特別な何かが起きることなんてありえないのだから、それ以上の過度な期待は御法度だわ」

　氷室が眉をひそめてそう指摘した。が、その口は、耐えられないといった感じで微かに緩んでいて、

（ねーねー、田島君はもうカノジョな私とどう素敵な学園祭を過ごすか決めてる感じなのかなー？　私の方は、まず田島君のクラスの占いのお店で二人のこれからを占ってもらって、それからーカップルドリンクを提供している模擬店があるらしいから、そこに一緒に行きたいなー。ほら、一つのグラスに一緒にストロー刺して飲むあれよ、あれ。そうして田島君とのイチャラブっぷりを、学園祭に来ている田島君のお母様にうんと見てもらい、『やっぱりあい君のお嫁さんは貴女しかいない』って認めてもらった後、私から田島君に学園祭限定カノジョ延長のお知らせを──つまり学園祭だけではなく、これからもずっとカノジョでいるって宣言するの！　どうかしら、これが私の理想展開よっ!!）

　……もしかすると、学園で一番浮かれているのは氷なのかもしれない。

　それくらい、氷室の心の声は明るく弾んでいて、喩えるならテーマパークの入場口をくぐった瞬間の子供みたく、湧きあがるワクワクを抑えきれないといった様子だった。

　そう、今日は恋テスト合格ご褒の実行日。学園祭二日間限定ではあるものの、氷室が俺のカノジョとして振る舞ってくれる日なのである。

　そうか。だからやたらとあまのじゃくな態度や発言が多かったというか、当たりがちょっときつくなっていたのか。機嫌がいいとつい調子にのらずにはいられなくなる、氷室のかわいくて憎めない癖が発動していたというわけだ。

　なら、俺の返答はこれしかないよな。

「悪いけど氷室、それは出来ない約束だ」

「え？」

「だって氷室が言ったように、学園祭限定とはいえ氷室が俺のカノジョになってくれるとか、ほんと俺にとっては夢のような展開なんだぜ。これが浮つかずにいられるかっていうか、寧ろその先を期待するなって方が無理なわけで──学園祭マジックなんて言葉もあるし、俺の方はそのつもりだから、覚悟しとけよ氷室」

　俺がしたり顔でそう言うと、氷室はまるでショックを受けたかのように両手で口周りを覆った。そしてそのまま拒絶するみたく顔をプイッと横に背けて、

「…………そう」

　素っ気のない返事だった。

　けれど氷室の両耳は、嬉し恥ずかしさを押し殺せないといったように真っ赤になって微かに震えている。おまけに覆われている手の隙間からは、にへらと崩れた相好が若干見えていて、こんな彼女を前に、益期待を高められずにはいられないというか──

　俺のカノジョ（学園祭限定）がもうかわいすぎるんだけど!!





　　　　◆






　オープニングプログラムが全て終了すると、学園祭実行委員会から模擬店に関する注意事項がざっくりと説明され、生徒達は解散となった。

　時刻は十時半過ぎ、いよいよここからが学園祭の本番、自由時間の始まりである。

　──のだが、俺達生徒会にはまだ一仕事が──演劇部からの依頼で、演劇部の催し物である「演劇体験」の実演を兼ねたデモンストレーションにお客さん側として参加している最中だった。

　場所は体育館。

　その演劇体験で演じる各々の配役は、くじ引きで選ぶことに決まったんだけど……。

「嘘、でしょう…………」

「わ、わたしお姫様だ」

「勇者かぁ……ガッツリ主役だよなこれ。正直、一番台詞の少ない役でよかったんだけど」

「ほう。なら田、俺の役と交換するか？　この中で俺の引いた勇者のライバル役が、一番早く退場するみたいだしさ。別に俺は主役で全然構わないし」

「お、なら交換しようぜ。その申し出はすげーありがたい」

　利害の一致に柴がにっと爽やかな笑みを浮かべる。お姫様役を引いた相が好きな柴にとって、その相手役を演じることは急接近するまたとない大チャンスだ。相沢にその気がないのは知ってるとはいえ、男の友情というか、夏休み前に柴と交わした「互いの恋が結ばれるように協力し合う」という同盟の件もあって、俺個人としては柴を応援してやりたい。……それに、俺にとってもこれが一番丸く収まりそうだから助かった。

　何か呆としている氷を横目に、胸中で安した俺は、手に持っていた紙切れを柴と交換しようとする。

　が、その瞬間、横からブーイングの声が割って入って、

「もぉーダメだよ二人とも。文句なしの恨みっこなしって最初に決めたじゃん。ルール違反だよっ。ルール違反」

「そ、そうだったか？　悪い」

　めっと眉をつり上げる相沢に、柴が狼狽えながら謝る。

　柴も、自分の好きな相手にああ言われてしまったら折れるしかないだろう。お前の相手役になりたかったんだ──なんて、流石に言えないからな。残念だ。

　俺は心の中でそう嘆する。

　演劇体験とは、ようするにお話のワンシーンを役になりきって体験してもらおうという催し物だ。演劇部にある衣装を借りられるので、結構本格的に体験することが出来、また台詞の方は演劇部の部員達がカンペで誘導してくれるようだ。ちなみに、アドリブ大歓迎らしく、もしハチャメチャになったとしても、その時は天の声を担当する部員、つまりナレーションがいい方向に導いてくれるとのこと。

　人数や要望にある程度応えられるようにと、複数のシチュエーションが用意してあるみたいで、俺達はその台本の中から一番無難でわかりやすそうな、勇者が魔王を討伐して姫と添い遂げるというオーソドックスなファンタジーを選んだ。……台本の束の中に「昼ドラの一幕」とか不穏なのがあったけど、あれを選ぶ人はいるのだろうか……。

　そして配役は、文句なし恨みっこなしという条件の下くじ引きで選び──その結果、勇者→俺、姫→相沢、勇者のライバル→柴、となり、残る魔王役はというと……。

　ちらりと、俺は魔王役を引いてしまった彼女に視線を移す。

「魔王……」

　開ききった紙をまじまじと見つめながら、未だに受け入れられない様子の氷。

　出来ることなら柴と交代したかった。演技とはいえ、好きな相手と対立する立場になってしまったのだからやるせない。しかも、勇者は姫（相）というカノジョ持ちで、魔王（氷室）は二人の愛を阻む難敵という配置。ふと思ったんだけど、演劇部の人達はこういう不本意な配役の場合、どういう心境で役を演じているんだろ。気になる。例えば、元カノがヒロイン役で、今カノが悪の令嬢だった時とか。そんな少女漫画みたいな展開、殆どないとは思うけど。







　それから、俺達男子は右手側、氷室達女子は左手側と、体育館壇上の両横にある準備室に用意されていた簡易更衣室で衣装に着替え終えると、演劇部による催し物のデモンストレーションが始まったのだった。

『突如現れた冥界の魔王によって支配され、混に満ちたとある世界。魔物の出現によって多くの人々が恐怖と混乱に苛まれる中、そんな魔王を討伐し、世界に平和を取り戻そうと立ち上がった一人の勇者が旅に出ました。数多の困難を乗り越えて、強敵だった魔王軍幹部を全て打ち倒し、残すところは魔王のみとなった勇者。しかし、最終決戦を目前とした勇者の前に、突如としてかつて共に戦った剣士の男が戦いを仕掛けてきたのです』

　始まりを告げる演劇部員のナレーションが終わり、俺と柴は他の部員に誘導されてステージの上に細身の剣を片手に相対する。ちなみに俺の格は赤を基調とした中世の騎士みたいな姿で、柴のは２Ｐカラーというか、まんま同じで青色バージョン。

　渡された台本によると、ライバル撃破からそのまま魔王戦へと突入、間に勇者を想う姫の回想を挟みながら、最後は接戦の末見事魔王を討ち取り、姫の下へと帰還してハッピーエンドと、まぁベタな展開になっていた。けど、王道だからこそ役にのめり込みやすいってのはあるだろうし、目的が役者自身が楽しむことにあるのだから、きっとこれでいいのだろう。

「何だ。かつて一緒に魔王の幹部を倒したお前が、何故この俺に刃を向けるのだ？」

　柴の奥──ちょうどカーテンで隠れていてステージ正面からは見えない位置で部員が出していたカンペボードを、俺はできるだけ感情を込めて高らかに音読した。迫真まではいかないものの、なかなかいい感じだった──と思いたい。

　ステージの下には、先のオープニングプログラムで宣伝していた効果もあってか、結構な人だかりが興味半分、ひやかし半分といった様子で出来ている。中には柴のファンっぽい女の子達がきゃーと黄色い声援を送っていて──これまたやるせなくなる。

　緊張する──けど、案外楽しいかも。

「ふっ、そんなの俺が姫様と添い遂げるのに、貴様の存在が目障りだからに決まっている」

　ニヒルに笑った柴が、ビシッと剣を俺の目の前へと突き出した。普通に上いというか勇者に自分の好きな相手をとられた悔しさと憎しみがひしひしと伝わってくるような気がするというか……これ、ちゃんと演技だよね？

「だとしても、今は人間同士で争っている場合ではないはず」

「うるさい。俺にとって姫様以上に大事なものなど何もない。そりゃあわからねぇだろうよ。姫様に振り向いてもらえない、俺の気持ちなんて、お前には」

　え、演技だよな……？　以前の相の嘘告白（柴は真実を知らないので本気だと思ってる）を、実は根に持っている──とかじゃなく、ちゃんと俺の後ろにあるだろう柴用カンペにそう書かれているだけ……だよな!?

「し、しかし──」

「問答無用！」

　柴が勢いよく剣を縦に振った。俺は刃を横にして柴の攻撃を防ぐ。剣と剣がぶつかり合うと同時に甲高い金属音のＳＥが鳴って二人の決闘を盛り上げる。

　そこから数回の鍔り合いが続く。純粋な筋肉量の差か、柴の繰り出す一撃は重く、腕にぐっと振動が伝わってくる。……別に怨念とか込められてないよな？

　が、結末は呆ないものだった。尺の事情もあり、ちょっとだけ接戦を演出した後、相手の隙をついた急所への一撃という体で、一瞬で決着がつけられたのだ。

　柴が「ぐぉお」っと低い唸り声を上げて倒れ、その後はナレーションによってスムーズに物語が運ばれていき、すぐさま俺は魔王・氷と対面することになる。

「よくきたわね勇者」

　漆黒のローブを纏い、冷たい表情で淡々と台詞を放った氷室。その立ち振る舞い、冷徹無情の魔王といったら聞こえはいいが、ナンナの能力で本音が聞こえるようになり、氷室の様々な一面を知った俺にはわかる。やる気がなくて、適当に流そうとしていることが。

「終わりだ魔王。ここで貴様を討ち滅ぼし、そして俺は姫の待つ城へと帰るんだ」

　カンペを読み上げた俺は剣を突き出す。その瞬間、氷室の眉が寂しそうにピクリと微かに垂れたように見えたのは……俺の気にしすぎであってほしい。

　と、ここで一旦、ステージ上の全照明がばちっと音をたてて消灯した。それとほぼ同時に『一方その頃～』とナレーションが流れ、まもなくしてステージの左端エリアだけが点灯すると、用意されていた高台へと登った相沢姫が、劇一番の主役といったような煌びやかに派手なドレス姿で現れた。相沢の整った容姿も相まってまさにお姫様そのもの。観客席からは男女問わずに「おぉ」という興奮の声が上がり、舞台袖へと下がった柴もだらしなく頬を緩めてみとれていた。

「おお～神よ、この世界を創造した全知全能なる存在よ。貴方様が本当に存在するというのなら、どうかわたしの願いを聞き入れてはもらえないでしょうか」

　天を見上げ、月に祈りを捧げているというシチュエーションのもと、切ない表情をした相が胸元で両手を結んで言葉を紡ぐ。その抑のつけられた声音に、思わず息をのみそうになる迫真の演技力。まさか相沢にこんな才能があったなんて、ビックリだ。

「……神様、わたしはいけない子です。何なら、勇者様が魔王に負けこの世が闇に包まれることよりも、勇者様自身がいなくなってしまうことのほうが何倍も恐くてたまらないから──そうです、正直わたしにとっては世界の平和など二の次で、愛する勇者様が無事この場所へと戻ってきてくれることこそが、わたしの真の願いなのです」

　胸に手を当て、相沢姫は切羽詰まる表情でそう独白した。この名演技の後に待っているのは、俺と無気力な氷による味気のないクライマックスなんだよなぁ。氷室も俺と相沢の恋路を邪魔する存在という役なだけに、すごいつまらなそうな顔してるし……。

　内心で顔を引きつらせていると、「勇者様、どうかご無事で……」と台詞を言い終えた相沢が目を瞑って祈り、また照明がばちっとおとされた。そして場を繋ぐナレーションが流れ、俺はいよいよかと魔王氷室に向き合う。

　すると、今し方まで無気力だったはずの氷室が、何故だかにやりと含みのある笑みを浮かべていて──

「ふふっ、そうね。我が僕達を倒し、私の下へと辿り付いた貴方のその勇猛さに免じて、ここは一つ、選択肢を与えるとしましょう」

「せ、選択肢だと……？」

　いや、そんなの台本になかったよな？　この後は単純に、勇者である俺が魔王をさくっと倒して姫の待つ城へと戻って終わりのはずじゃ……ま、まさかこれ、氷室のアドリブ!?

「ええ。ここで私に倒されるのか、それともこの場で私に騎士としての忠誠を誓い、魔王として世界を統べる私のパートナーとなるか、貴方に選ばせてあげるわ。僕や配下ではなくパートナー、もちろん対等な関係よ。その証として、世界を支配した暁には、貴方に世界の半分をお譲りすることを約束しましょう」

「世界の半分……」

「そう、世界の半分。聞くところによれば、貴方は私を倒した褒として、とある国のお姫様を妃に迎え入れることになっているそうね。あちらが一国家の君主というのなら、こちらは全世界の半分を貴方に提供する。どう、ゴブリンでもどちらが得か一な取引だと思うのだけれど……。それとも何かしら、目に見えた富や権力より、目に見えない愛の方が何倍も大事だとか、まさかそんな怖のするようなことは言わないわよね」

　冗談でしょうと氷室が微笑する。

（うんうん、ないなら作っちゃえばいいのよ。正史では語られることのなかった本当の結末、私と結ばれるルートを！　演劇部の人達もアドリブは大歓迎だと言っていたもの。ふふ、もちろん田君は私を選んでくれるわよね！　物語を盛り上げるための偽りの愛ではなく、貴方が本当に愛するこの私を。さぁ、この物語は真に愛する二人が結ばれてハッピーエンド、愛の大勝利よ。ぶぃっ！）

　それは氷の本心がたっぷりと隠された、建前アドリブだった。

　ど、どうしろとぉおお!?

　本来なら氷室の、好きな人の期待に応えてあげたい……けど、これは演劇部から依頼された催し物のデモンストレーションなのだ。そして、その依頼主は氷室のアドリブはお話を盛り上げるための演出だと受け取り、嬉とした顔で「ドヤ顔で魔王の意見を突っぱねて」とカンペを出している。……ごめん！　氷室！

「……その、まさかだ。迷うまでもなく、俺が選ぶのは愛だ！」

「ふふっ」

「たとえ世界の全てを差し出されようとも、俺の気持ちは揺るがない。──そう、俺は姫を世界で一番愛しているから。姫のいない世界など、俺にとっては無と同じだ」

「へ……？」

　瞬間、氷室の顔がピシッと凍りついた。

「ふ、強がりはよしなさい。人間とは時に本心とは真逆の行動をとってしまう愚かな生き物であることを私は知っているもの。本当は、迷っているのでしょう？　私と貴方の実力はほぼ互角、必ず勝てるなんて保証は何にもないのだから。愛さえ捨ててしまえば、今すぐ楽になれるのよ。さぁ、改めて最後の問いといきましょう。私と姫、いったいどちらを選ぶのか？」（お願いだから私を、貴方が本当に好きな人を選んでよ田くぅううううううん！　愛を捨てちゃ嫌ぁあああああああ!!）

『さぁさぁ姫と魔王、勇者田島が選ぶのは、いったいどっちの女性なのか!?』

　おいこら煽るなナレーション。つーか聞き覚えのある声だと思ったら、このナレーションの正体、たぶん佐だよな。あいつ演劇部だったのかよ。

「もちろん、私を──こほん、世界の半分を選ぶわよね？」

　期待の眼しを向ける氷室。こ、ここで本音はちょっと反則すぎるというか──

「言っただろ。迷うまでもなく、俺はこの世界の平和を──姫を選ぶって」

　何とか勝ち気な表情を作って、俺はそう宣言した。そして、「嘘よね？」と言わんばかりに放心状態の氷室へと間髪を容れずに斬りかかる。まるで人形のように呆なく倒れる氷室。ごめん、ほんとごめん、後でちゃんと謝るから。

　と、胸中で氷室に平謝りする俺の横では、魔王の討伐が成功して世界に平和が戻ったとのナレーションが流れてエンディングが始まった。俺はカンペに従い、ステージの中央で見せつけるように相姫をお姫様抱っこする。

「姫よ、愛しています」「わたしもです。勇者様」『──二人は幸せな人生を送ったのでした』

　ナレーションが終わり、拍手が一斉に鳴り響く。感心と興奮の声が注がれる中、約二名、ステージ中央に立ってない残りの生徒会面子からは、恨みがましい視線が俺だけに飛んできていて──完全にとばっちりだろ。とほほ……。

　思わず嘆が漏れてしまう。そんな俺を間近で見ていた相は、未だ拍手の鳴り止まない中ぼそりと小声で話しかけてきて、

「ね、田君」

「ん、どうした相沢？」

「私を選んでくれてありがとうね。素直に嬉しかったよ」

「い、いや、あれはただ演劇部のカンペに従っただけっていうか──」

「うん知ってる。でもそれでも嬉しかったから。これはそのーお、れ、い、だよっ」

「へ、お礼……？」

　何を言われたか理解出来ずに、表情が固まる。

　その瞬間、チャンスと言わんばかりににこやかになった相沢が上体を上げた。ゆっくりと瞼を閉じていき、まるでキスでもするかのような体勢で顔を近づけてきて──

　そして相沢は──なんと、自分の頬を俺の顔へとすりすりしてきたのだった。

「んーやっぱり、たとえほっぺでもキスはキスだし、胸がドキドキして変な汗まででてきちゃったからーみんなが見てる前ではこれが限界かなっ。へへっ」





　　　　◆






「まさか、貴方の恋人になったその日に浮気されるとは思ってもなかったわね。田島君ってあれなのかしら、恋愛は付き合うまでが一番燃えて、口説き落とした後はもうどうでもよくなるタイプ？　全女性の敵ね、クズ野郎だわ、ゲス島君。散々私のことを好きだと言ってきたくせに、最低」

　俺の隣を歩く氷が、拗ねるようにそのご機嫌斜めな顔をぷいっと背けた。

　どう返せばいいのかわからず、額に汗を浮かべる俺はひとまず苦笑する。

「あ、あはは……」

「……そう、否定しないのね」

「劇が終わった後、真っ先に説明したよな。演劇部がカンペ出してたって」

「ええ。確か貴方にお姫様を選ぶように指示が出ていたみたいね。で、それがなにか？」

「そ、それがなにかっておい……」

　氷室の凍てついた視線が辛い。感情的とはいえ、いつもの建前毒舌とは違う、本音の批判だからこそ、俺は何も言えなかった。誰か教えて欲しい、あの場合、どうやりきるのが一番ベストだったのか。

　今は演劇部からの依頼を終え、ようやく訪れた自由時間。約束通り氷は学園祭カノジョとして俺に付き添ってくれていて、最初の目的地となる俺のクラスの模擬店、占いの館に向かっているところなんだけど──その空気はお世辞にもデートをする雰囲気とは言えなかったり……。

「それで？　よかったの田君？」

「ん、何がだよ？」

「一番愛する姫と学園祭を回らずに、二の次の魔王な私なんかと一緒にいて」

「当たり前だろ。勇者じゃないだたの俺の本当の一番は、そ、その……氷室なんだし」

「……そう。なんだかドラマでよく見る浮気男の釈明の台詞に聞こえなくもなかったけど──まぁよしとしましょう。それにしても、あの相さんの頬ずりはなんだったのかしら？　あれは完全なアドリブよね？」

「あ、あれは俺だってビックリしたっていうか、相沢なりにあの場を盛り上げようとしたってことなんじゃないかな。実際、氷室のアドリブのおかげで客席は大盛り上がりだったし。氷室の演出に感化された相沢が、自分も続こうってなる気持ちはちょっとわからなくもないから。かといって、ああいうのは困るからやるにしても一声かけてほしかったな」

　劇が終わった後、想像以上の手応えだったと演劇部からはとても感謝されていた。緊張を我慢した甲があった。……まぁ、柴を含めた何人かの男子からは、殺意染みた視線が飛んできてたけど。

「ふむ。では田島君の鼻の下が伸びきっていたのも、私に感化されてのアドリブだったのかしら。確かに見事な演技だったわ。けど、あの演出が場を盛り上げるためにどう必要だったのか、私にはよく理解できなかったから説明してほしいのだけれど」

「…………なぁ？」

「何、質問しているのは私のほうよ」

「間違ってたらすっごい申し訳ないんだけどさ、もしかして妬いてる──とか？」

「…………」

　冗談っぽく半笑いでそう言うと、ビクッと肩を震わせた氷室はそのまま立ち止まって……し、しまった！　俺の馬鹿野郎。何空気の読めないことやっちゃてるんだよ!?

　静かに佇む氷室を前に、額に脂汗がぶわりと浮かび上がる。け、けど、雅いわく女の子の気持ちには超絶疎いらしい俺でも、今のはわかりやすかったというか。ちょっと前の氷室なら、相沢に同情しながら俺そのものをばっさりと否定してきたはずだから。

　でも今の氷室は、本心からやきもちを訴えかけてきてくれていて、その心を見せてくれるようになっていて、それがたまらなく嬉しくて──つい口が緩んでしまった。

　いさぎよく調子にのったと謝ろう。俺は恐る恐る氷室の顔を見やる。

　すると、氷室は恥ずかしげに視線をそむけて、

「そうよ」

「へ」

「だってそうじゃない。学園祭限定とはいえ、今の私は貴方のカノジョなのよ。目の前でカレシが他の女の子にベタベタされていて、何も思わずにいられると思うの？　思わないわよね」

　予想外な展開に唖とする俺を余に、キッと双をつり上げた氷が堰を切ったように捲し立てた。

「それに私、カノジョになってから一度も『愛してる』って言ってもらってない」

　そ、そのクレームは流石に理不尽じゃない？

「……楽しみにしてたのに」

　最後にぼそりと、小さく呟かれた本心。それは開会式での氷室を思い出せば一で。

　胸に罪悪感を覚えながら、かける言葉を探していると、不意にはっとなった氷室が、再び口を開いた。

「──と、私が貴方のカノジョだったらこう思うわけね。ええ、実際の私はなんとも思ってないのだけれど、あくまでも学園祭限定カノジョの私はこう感じるのではと考えたの。どう、理解出来たかしら？」（い、今のは違うのよ田君。別に私を選んでくれなくて寂しいなんて思ってもないから。ええ、あの選択が劇を盛り上げるためだというのはちゃんと理解してるもの。だからやきもちでついポロッと本音が出ちゃったとか、そんなんじゃないから！）

「あ、ああ。わかった今後は気を付ける……。その、氷室──」

　──寂しい思いをさせてごめん、と言いかけて俺は言葉を飲み込む。

　その代わりに俺は氷室の右手をぎゅっと握って手を繋いだ。こっちのほうが謝罪より断然望まれていると、カノジョな氷室が期待してくれていたものだと思ったから。

　カノジョの期待に応えるのがカレシの務めであり、もちろん俺だって幸せだ。

　それもただ手を繋ぐのではなく、指と指を絡めての、俗に言う恋人繋ぎ。だって俺達、今はそういう関係なのだから！

「!?」

　驚いた氷室が目を見開いて俺を見る。そんな彼女へと俺は緊張気味に口を開いた。

「よければ、こうやって手を繋いだまま学園祭を回らないか？　その……氷室は今、俺のカノジョなんだし」

「わ。悪くないわ。……そうね、今は田島君のカノジョなのだから、手を繋いで歩くのは恋人として当然の行為よね」

　そう誰かに言い訳するように早口で言葉を放つと、氷室が俺の手をギュギュッと強めに握り返してきた。
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　柔らかな女の子の指が俺の手をふにっと包み込む。華で滑らかな感触。まるでお互いの手がホッカイロにでもなったかのようにじんじんとした温かな熱を帯びていく。

　幸せな気分で胸一杯になりながら俺達は歩みを再開した。その気持ちはきっと、隣で頬を赤らめている氷も同じで──

　こうしてようやく、俺達の学園祭デートが始まったのである。

「……ふふっ、やっぱり田君は女性の敵だわ」

「は？　どういう意味だよ……？」

「さぁ、自分の胸に聞いてみることね」

　怪な顔をした俺に、口角をつり上げた氷室は楽しげにそう言ったのだった。





　　　　♡






「……いらっしゃせー」

「おいおい、いくら相手が俺だからって、その対応はないだろ。一応客なんだし」

　やる気のないコンビニバイトっぽく気げに出迎えたアタシに向かって、愛が肩をすくめる。

　ここは２－Ｂの模擬店占いの館。出入り口となる黒のカーテンと暗褐色のパーティションで区切られたアタシの担当するブースに、お客さんとして顔を出してくれた愛……と、氷さん。

　いやね、別に身内だからという理由で手を抜いたとかそんなんじゃないんだよ。そりゃあ氷室さんがどういう立場でここにいるのか、昨日愛斗と一緒に帰った時にちらっと聞いてるからさ、ぶっちゃけ多少なりと思うところはあるけど……それでも曲がりなりにも好きな人が自分に会いに来てくれたんだから、やっぱ嬉しいに決まってるじゃん。自然と笑顔になっちゃうじゃん。けどさ──

　仲良くお手々つないで登場ってのは、ちょっと聞いてないんですけどぉおおおお??

　きっと愛斗が、限定カノジョなのを理由に頑張って手をつないだってところなんだろうけど（それはそれでなんかむかつく）、氷室さんが立場上仕方なく応えたわけではなく、実際は待ってましたの万って本心をこの前アタシは知ってしまったから何かがこみ上げてくるってか──もう飲まずにはやってらんない心境って感じ。いや、アタシ未成年だし、お酒とかよくわかんないけどさ！　たぶん、つーか絶対にそう！

　アタシの心がモヤモヤでモヤモヤのモヤモヤになる中、愛斗と氷室さんが紫のシルクが敷かれた正方形のテーブルを挟んでアタシの前に腰掛ける。ふぅ、やっと手が離れた。

「それで、どっちが何を占ってほしいわけ？」

　ぶっきらぼうにそう尋ねると、考え込むように下唇に指を置いた氷室さんが、ゆっくりと口を開く。

「……そうね。せっかくだし、私の恋愛について、占ってもらうとしようかしら。学園祭だけではなく、このままずっと田君とお付き合いする可能性があるのか、それとも別の何かが待っているのか、少し興味があるわ。田島君はそれでいいかしら？」

「ああ、俺のほうは全然。てかこれ、半分は俺のこと占ってるみたいなもんだしな」

「ふーん。わかったよ」

　少し、ねぇ……。

「それじゃ、氷室さんの理想の恋愛相手について、占ってくね」

　アタシはテーブルの端に置いてあったタロットカードの束を手に取り、それを愛斗達に見せるように時計回りにわさわさっとかき混ぜ、カードのシャッフルを開始する。

　ランラに教えてもらったタロット占い。初心者でも簡単にということで、七十八枚あるカードの中から今回は大アルカナってタイプだけの二十二枚のカード構成になっていた。

　一旦カードを一束に纏めてからカードの山を三分割して、それぞれの山をカットし、氷室さんが選んだ順に積み上げて一つの束へと戻す。これでシャッフルの完了。──つかさ、カットしてて思ったんだけど、この占い、地味にアタシの恋愛運も占ってることになるよね。お互いの好きな人が被ってる以上、氷室さんにとってのいい結果＝アタシにとっての悪い結果になりえるかもしれないんだし。やっぱナンナやランラもこういう場面に出くわす時ってあるのかな？　恋のライバルが知らずして自分のお店に相談しにきたりとか。

　ちょっと気になる……そんなことを考えながら、アタシは山札の上から七枚目のカードを選んで置き、更に残ったカードの七枚目をその下、氷さん側へと縦に並べた。

「はい。これはツーマインドという占い方で、氷室さんから見て上のカードが、表面上の相手の気持ちや現状を指すカード。でもって下が潜在意識つーか、つまり相手が本当は自分をどう思ってるかだとか、これからを暗示してるってわけ。んじゃ、上から開いてみて」

「わかったわ」

　アタシが説明し終えると、氷室さんが表面意識のカードに手をかけた。やばい、手が汗ばむ……めっちゃ緊張してきた。あれ、アタシが占う側だったよね!?

「お、氷室が引いたカードは……Ⅱ、か。なんだか回復魔法のエキスパートみたいな女の人が描かれてるけど、見た感じの印象だと、そんな悪そうなカードじゃないんじゃないか」

「そうね。でもこれ、私からみて逆さになっているからいわゆる逆位置ってやつじゃないかしら。その言葉自体、もうあまりいい印象を持てないのだけれど」

「あーだいたいは氷室さんのイメージであってるわ。けど月とか悪魔とか一部のカードは逆の方がよかったりするから、まだ一概にそうと決まったわけじゃ──」

　言いながらにアタシは隣の椅子に置いてあった紙束を手にとる。内容は各カードの名称と詳細、それぞれの位置が示す意味をカードに書いてある数字順に纏めておいたものだ。流石に模擬店をするためだけに全員が全部丸暗記ってのはそれなりに無理があるからね。

「えっと二番は……あった女教皇のカードだ。んーと、このカード自体は、知識や学問の象徴であり、冷静な判断が重視されるカード、らしいよ。それでこのカードが逆位置だと、冷静さを欠いた衝動的な行動が原因で相手に誤解された印象を持たれていることを暗示しているみたい。例えば嫉とか照れ隠しでつい突発的に冷たい態度をとっちゃったのを、相手の方は氷室さんから嫌われていると鵜みにしてへこんだり、距離を感じたりとか」

「へ、へぇ……」

「ま、冷静じゃないやきもちやきな氷室さんなんて、アタシにはあんま想像つかないけど」

「そ、そう……」

　アタシが微笑して締めくくると、声を上擦らせた氷室さんがそそくさと目をそらした。

　隣で無言のまま顔を引きつらせてる愛といい、氷室さんのこの反応、どうも図星っぽいけど……感情的な氷室さんなんてレアシチュ、アタシは見たことない気が……ん？　いや、あったわ、夏休みにナンナの店で偶然出会った時の恋にお熱な氷室さんだ。

　え、まって。ってことは、氷室さんに関係ないと思ってあえて説明しなかったこのカードが示すもう一つの意味にも案外あてはまってるんじゃ──

「とりあえず次に進めていこうぜ。どっちかってと次の方が重要だろ」

　愛斗の気を紛らわすような言葉を受け、氷室さんが「そうね。そうしましょう」と次のカードを捲りに入った。アタシは慌てて考えるのを中止して、その動向を見守る。

「今度は三番のカード、位置は正位置ね」

　逆ではなかったことに、ちょっとほっとする氷さん。

「そうだね。これは女帝のカードで、正位置が示すのは……恋愛で幸福に満たされるだって。女帝なだけあって女性が引いた場合女性としての幸せの象徴を表すらしく、相手は氷室さんのことをちゃんと想っているから心配せずに進みなさい。って暗示になるっぽい」

「へぇ、そうなのね」

　氷室さんが柔らかな笑みを浮かべる。なにこの結果、つまんな。どうでもいいけどさ、氷室さん側が正位置だと、アタシから見たら逆位置じゃん。それだと挫折を表すってこの紙に書いてあるのが、なんだかね。

「二つのカードを纏めると、これまでは嫉でつい真逆の態度をとっちゃったり、衝動的な行動が原因で、相手に変な誤解を与えたり、嫌われていると勘違いされることが多かったけど、でも最終的にはその相手とは両いになるっぽいし上くいくらしいよ」

「…………」

「だから恥じらわずに、自分から積極的なアプローチをするといい方向に向かうみたいで──ん？　どしたの氷室さん？」

「いえ、ただびっくりしたというか、恐ろしいくらいに当たっているなと……いいえ、なんでもないわ。にしても……ふふっ、悪くない結果だったわね。ありがとう砂さん」

「どーも」

「……そう。うまくいくのね」

　満更でもなさそうな表情の氷室さんがぼそり呟く。そりゃあお二人とも実は両想いですもんね。そうですもんね。そりゃあ笑顔になりますよね。

　アタシは胸中でふてくされながらじろっと愛に目をやった。やっぱ喜んでるよね？

　すると愛斗は、さっきの氷室さんのようにアタシが占った結果に驚きを隠せないとばかりに唖としていて──

　え、愛斗的にも結構いい結果だったのに何でそんな反応なんだろ？　最終的にと濁したものの、さりげなく両想いの真相が判明しているわりにリアクションが変というか、もしかして気付いてないの？　ま、愛斗ってだいぶ鈍感だからしゃーないか。

　……ん……あれ？　冷静に整理すると表面と潜在の結果が噛み合ってないような……。

　ふと違和感を覚えたアタシは、今一度氷室さんの占い結果について考える。昨日の生徒会での一件がある分、両想いってステータスについ気をとられていたけど──逆に氷室さんが冷静さを欠いて感情のまま愛斗を振り回したことってあったっけ？　ないよね。冷静な対応で愛斗をこっぴどく振った現場になら居合わせたことがあるけど……。

　でもってアタシが感情的な氷室さんを見たのって、全部氷室さんが元々好きだった男絡みで──はっ!?

　そ、そういうことかぁああああああああああ!!

　な、謎が全て解けてしまった。そういえば、アタシが占ったのはあくまでも氷さんの理想の恋愛相手についてだった。氷室さんの今の恋愛対象が愛ってなだけで、別に愛斗とこれからどうなるかを占ったわけじゃない。

　ようするにアタシが導き出した占い結果は──

　今まで感情に振り回されて相手から誤解した印象を持たれがちだったけど、実はその相手と両いだから、幸せになれるよ♪

　と、元々好きだった男とのワンチャンを示す内容だったわけで。

　ま、間違いなくこれだ。それに氷室さんには関係ないと思って話さなかったけど、女教皇の逆位置って、心が枯して愛情不足に陥っていることも意味するらしい。つまり失恋で愛に飢えていた氷室さんが愛斗のラブコールで無意識に飢を凌ごうとしていて、だから今「愛斗君♡」とかあれだけお熱になっていると考えれば──うん、納得出来てしまう。

　行き場のなくなった好意の方向転換。けど、だとすればアタシの占いの一押しでその想いの行き場が復活しちゃった場合、間違いなく愛斗は用済みに……。

　きっと愛斗も気付いちゃったんだ。「あれ？　これ俺とのことじゃなくね？　だって元々俺の一方的な片いだった氷室が、俺にやきもちとか嫉とかするはずないし……」って。だからこうも顔を引きつらせていると。

　こ、こいつ──とんだ悪女じゃん!!

　湧きあがる苛ちを押さえつけるように、アタシはテーブルの下で静かに拳を握りしめる。この前クラスの模擬店のいざこざで助けてもらった時、氷室さんとは案外仲良くなれそう──とか思っちゃったけど前言撤。アタシの推測がビンゴだったらサイテーどころか、もう人格そのものを疑うレベルだわ。あれだ、あれ、自分至上主義。

　以前のアタシだったら、もうこの時点でなりふり構わず怒りに身を任せてつっこんでいたことだろう。けど山との一件のお陰で感情任せに猛進するのは危ういってよーく学習した。だからここは、慎重にいこうと思う。……も、もしかすると単にアタシ自身の恋が絡んでいるせいで、弱気になりがちなだけなのかもしれないけど……。実際、一学期に映画館で氷室さんに怒鳴りつけた時とは比べものにならないくらい、アタシの中で愛斗の存在が大きくなりすぎているから。

　……もう少しだけ確証が欲しい。ちょっとカマかけてみようかな。

「ちなみにさ、この女帝のカードって、目的の達成にかかった年月と訪れる幸福が比例することを表すらしくってさ」

「あら、そうなの？　それは……い、いいこと聞いたかもしれないわ」

　氷さんの声がうわつく。もちろん、これはアタシが即興で作った出任せ。適当にそれっぽいこと口にしただけだけど、氷さんを調子づかせるには充分だったみたい。

「へぇー。その様子だと結構長い感じなんだ」

　表向きは恋バナに興味津々で飛びつく年頃の女の子そのもの。けど、アタシがこの話を振った本当の理由は、氷室さんが今頭に浮かべている人が愛ではない裏付けを取るため。もし愛斗のことを考えてるなら、好きになってからまだ日は浅いと否定されるはずだし。

「そうね……もう一年になるのかしら」

　当時を思い出すように、うっとりと宙を見上げる氷室さん。

「そう、なんだ……」

　肯定。しかも一年って……あんたが今思い浮かべてる人、絶対に愛斗のことじゃないよね。ダメだもう、アウトじゃんか。愛斗のことを好きになったのは早くて夏休みの終わりだからそれでも一ヶ月ちょいなんだし。……うん、仮にそんな昔から愛斗を好きだったら、愛斗が告白した時に常識的に考えて酷い振り方をするどころか、二つ返事でオッケーしてただろうから。

「じ、実際に好きだと自覚したのはもう少し後になってからだけど……で、でもね。その頃から既に彼のことを……その、いいなーとは、思っていたわ」

　ちらちらと愛斗の様子を窺いながら、もじもじと恥ずかしげに、でもどことなく幸せそうな顔で、そう告げた氷室さん。な、何でこの人、よりによって愛斗に向けて他の男との惚気アピール飛ばしてるわけ？　嬉しいのはわかるけどさー少しは自重しろぉおおお!!

「そ、そうか、一年も前から……」

　ほら、他の男への一年越し片い告白に愛斗がどうすればいいかわからなくなって、気まずそうに顔を俯かせちゃったじゃんか。

「ええ。そうよ」

　だからそのにっこりはやめろぉおお！　愛斗を殺す気かぁ!?

　これさー完全に黒だし、もうぶっ飛ばしてもいいんじゃ──

「けど──一年も氷室に想われ続けているなんて、そいつは既にかなりの幸せ者だよな」

「そ、そう……あ、ありがと」

　爽やかな表情でそう言った愛斗に、氷室さんがはにかんで呟いた。うわぁあああ、アタシの好きな人の対応がマジ神すぎるんだけどぉおおお。だって、ヘコまないはずがないじゃん。そのショックを心の中でぐっと我慢して、あんな言葉を返せるって、なかなかできることじゃないよ。す、好きだわー。

　当人に事を荒立てる気がない以上、未来の奥さんであるアタシとしては、旦那の意思を尊重するところだよね。ったく、うちの旦那の心の広さに感謝──はしなくていいか。嫌いになってくれてもこっちは全然構わないんだしにひひ。なんて。

「なら、今の田君はより幸せ者ってことよね。だってただ想われているだけではなくて、学園祭限定にはなるけど紛れもなくカノジョとして私は貴方の隣にいるのだから」

　得意げにそう言うと、優しく微笑した氷さんが愛の方へと体を寄せる。く、この人はこの人で凄いというか、ある意味尊敬。

「ああ、そうだな」

　見つめ合う二人の間に流れるキスでも始まりそうないい雰囲気。ぐぬぬ。

　最アタシは完全にお邪魔虫って感じだけど──騙されないで愛斗、氷室さん未練タラタラ問題は、何一つ解決してないからね！　上いことはぐらかされてるし。

　色々もの申したいことはあるけど……ま、正直アタシのほうは「愛斗君♡」両い問題からの突破口、それに氷室さんが愛斗への想いを謎に伏せていた理由が見えてきてちょっとほっとしてるんだよね。まぁ、だからって目の前でいちゃつかれてるこのむかつく光景をどうぞお好きにと見過ごせるかって言うと、それはまた別の話で──

「あのさ、いいムードのところ悪いんだけど、次のお客さんが待ってるから、続きはどっか違う場所でやってもらっていい？　ま、どのみちアンタの方はそろそろ受付を交代する時間だから、ここに残らないといけないんだけどー」

「あ、そうだった。悪い悪い。──ってかもうそんな時間だったんだな」

「そうですー。しっかりしてくださいー。──あ、でも交代する前に、実際にお客さん側としてこの場に立ってみてどうだったかとか軽く意見交換したいから、ちょっとだけこの場に残ってくんない」

　う、そ。ほんとはアタシが単に愛斗と二人きりでお喋りしたいだけ。だってさ、目の前であんないい雰囲気みせつけられたらさ、やきもちやくに決まってんじゃん。

「わかった。ってことだから氷室、ここで一旦お別れみたいだな。また後で」

「わかったわ。では私も自分のクラスを手伝いにいくから、終わったら２－Ａの模擬店に来てもらえるかしら」

「おう、わかった」

「それじゃあまた後で。ああ、それと砂さん」

「なに？」

「なかなか楽しませてもらったわありがとう。私達のお店に来てくれたら好きなドリンクを一杯サービスするから、是非後でいらしてちょうだい」

「そりゃどーも」

　アタシが素っ気なく返事をすると、氷室さんは愛斗に手を振って去っていった。

　……明らかに愛斗への態度が軟化してる。もう氷室さんが愛斗に好意を持っているのは確定だろう。それもダンゴムシがどうとかじゃなく本気で。一学期の高圧的な態度の氷室さんを見ていただけに、尚そう感じる。ああ、あの人は自分が心を許した人にしか、素の自分を見せないんだろうなって。

　それでも氷さんは愛に自分の気持ちを告白しようとしない。愛斗に両いの真実を打ち明けたりは。

　何なら氷室さんは未だに前の恋を引きずっているから。それが愛斗と付き合うことに待ったをかけているんだと思う。

「ま、気持ちがなぁなぁのまま付き合おうとしないその姿勢だけは、賞賛してあげるとしますかね。だからといって、アタシは別に手を緩めたりなんかしないけど」

　寧ろチャンスだと思ってガンガンいくし。

「ん？　なんの話だ？」

「内緒。それよりさ愛斗、どうだったアタシの占い？」

「そうだな。想像以上に凄かったというか、素の氷室を知ってるんじゃないかってくらい核心ついてて──こほん、あーそのなんだ、わりと冗談抜きに、雅には占い師目指せるだけのセンスがあると思う。ほんと、意見なんてどこにも見当たらないくらいに」

「えーたった一回見ただけでそこまで言っちゃう？　流石に過大評価しすぎっつーか、なんか親バカの台詞っぽいんだけどー」

　怪な視線で返しつつも、つい口が緩んじゃってるあたり、アタシってばマジ単純。

　そういえば、学園祭が始まって初めて二人きりになれたんだよね。

　なんだろう。そう意識すると、急に体がそわそわと落ち着かなくなってきた。

　学園祭、暗褐色で区切られた薄暗い空間、運命の相手と二人きり。そう、何も起きないわけがなく──

「あ、愛斗その……」

「──雅、遊びに来ましたわよ！」

　いきなり正面のカーテンが豪快にファサッと開かれ、それと同時に見知ったブロンド髪の女性が、ご機嫌満々な顔で現れたのだった。

「えっ、ランラ？　どうしてここに……？」

「もー雅から誘ってくれたんじゃありませんか。『学園祭当日は是非アタシのところに遊びに来て』と」

「あー……言ったかも」

　あははと頬をかき取り繕うように笑うと、ランラは「自分の言ったことなんですから、ちゃんと覚えておいてくださいまし」とむすーっとした表情になる。ゴメン、マジで忘れてた。

　そんなランラの隣にはもう一人、彼女に引けを取らない美人が、呆れた顔で立っていて、

「はぁ……これで運命の神ってんですから、世も末です。ナンナさん達は人手不足ならぬ神手不足を疑われても仕方ありませんよ。まったく」

　何のことやら、とアタシが小首を傾げていると、愛斗が立ち上がってナンナに話しかけた。

「ナンナも来てくれたんだな」

「はい。これのおもりと、一応はこの占いの館の監修者ってことになってますから、どんな風になってるか見ておこうと思いまして。といっても、ただ名前貸しただけですけどね」

「友人をこれ呼ばわりしないでくださいな！」

　不満げな視線を飛ばすランラを、ナンナが「はいはい」と軽くあしらう。そんなランラを、愛は何かじーっと見つめていて──な、何かあるのかな？

「なぁ、ナンナ」

「ん、どうしました愛斗？」

「いやさ、この人ってその……やっぱナンナのお仲間なんだよな？」

「あーそういうことですか。はい、お仲間ですよ。恐らく、愛斗が想像しているタイプの」

「やっぱりそうなのか」

　ん、お仲間？　なんの？　同業者って意味じゃないよね。それはアタシが以前に説明してるし。

「ま、その辺りに関しては、今度改めて詳しく説明しますよ。それよりも愛斗、何やら今日は涼といい感じみたいですね。ようやくですね、やっとですね」

「あ、ありがと」

　まるで自分のことのように目を輝かせて喜ぶナンナへ、愛斗が恥ずかしそうにお礼を告げた。ふーん、やっぱナンナは愛斗を応援してるんだ。ま、愛斗とはゲーム仲間らしいし、友達の恋を応援するのは当たり前っちゃ当たり前だけど、なーんか複雑な気分。

「それじゃ、もう時間だから受付代わってくるわ。雅、また後でな。ナンナ達も、せっかく来てくれたんだから、学園祭を楽しんでいってくれ」

　軽く手を上げて笑った愛斗が踵を返した。

「あ、うん……」

　よ、よし、やるぞアタシ。今日は後悔しないように責め倒すって決めたんだから。両いだからってまだ勝ったと思わないでよね氷さん。今度はアタシのターンだ！

　と、アタシは胸中で自分を鼓舞し、立ち去ろうとする愛斗の背中に向かって明るく声をかける。

「──そーだ、愛斗は自分の当番が終わったら、氷室さんのクラスに行くんだよね」

「ん、そうだけど」

「だったらアタシも付き合うよ。氷室さんも是非来てって言ってたし、ちょうどあんたと休憩入れてる時間同じっぽいし。ね、せっかくだし一緒にいこっさ」

　まぁ、このシフトに関しては、アタシが責任者権限を利用してデートの予定が組みやすいようにって、ちゃんと同じ時間に抜けられるように調整してあったりするんだけど──それは愛斗には秘密。にっひひ。

「へぇーそうだったんだ。わかった。なら俺は終わったら教室の外で待ってるから、そこで集合ってことで」

「おっけ。そんじゃ、また後で」

　アタシは努めてにこやかな顔で愛を見送った。そう、努めてにこやか、な。うへへへへ～。

「……よし！」

「もしもし雅、貴女わたくし達の存在を完全にお忘れになっていません？」

「──は！　い、いやだなーランラ、そんなことないってば。さっどうぞお二人さん座って座って。せっかく遊びに来てくれたんだから、今日はアタシが何でも占ってあげるから」

　マジで忘れかけてたのを誤すべく、早めの口調でそう言うと、二人を椅子に座らせ、アタシも自分の席へと戻る。つーかさ、言った後でなんだけど、この二人って、この道の、占いのプロなんだよね。そんな人達を三日ちょいかじっただけのアタシが占ってほんとに大丈夫なわけ？　やばい、さっきとは別の緊張感が襲ってきたんだけど。

　とりあえず何を占うか尋ねてみよう。アタシはそう思って口を開いた──のだけど、それよりも先にランラの明るく弾んだ声がやってきて、

「喜んでくださいまし雅、貴女の本日の恋愛運は絶好調！　ライバルを出し抜き、愛斗と距離を縮めるチャンスときてますわよ」

「え、うそマジで!?」

　得意げに語るランラへと、アタシは目を見開いて勢いよく飛びつく。

「ええ、マジでマジの大マジですわ。ポイントは照れや緊張を捨て去ること。些な気掛かりで足踏みしている暇があるなら、もうバーンと積極的に攻めていきましょう。心配しなくても必ず上くいきますわ。だって運が貴女に味方してくれますもの」

「わ、わかった。頑張ってみる」

　仰々しく両手を広げるランラに、アタシはこくりと頷いた。今のところ何をどう頑張ったらいいのかさっぱりだけど、とりあえず頑張る！

「はー、これまた大きくでましたねーランラ。けど涼の恋愛運も結構悪くないと、ナンナさんは一応お伝えしておきましょうかねー」

　いつの間にか机の上に置いてあったタロットカードを手に取ってシャッフルしていたナンナが呟く。な、なんで氷さんの話になるわけ？　そりゃ気にはなるけど……。

「そうですか。しかし、わたくしがこう言うのもなんですが……運命とはあくまでもきっかけを与える程度の作用しかありません。目の前に訪れた幸運の波に、乗れるかどうかは結局のところその人自身の本質次第。そして雅」

「は、はい！」

「貴女はそのチャンスを掴み取る素質をお持ちなのです。誇ってもいいですわよ」

「あ、ありがとうございます……」

「まぁ、その点に関しては、天才美少女氷涼はチャンスを棒に振るセンスも天才的で神がかってますからね……そこは素直に私も同意しますよ」

　戦車のカードをくるりと回し、何だかはぁと肩をすくめるナンナ。

「えっと、……それでアタシは、具体的にどうすればいいのかな？」

　モジモジと上目遣いで、アタシはランラに尋ねた。

「さっきお伝えした通り、自分が直感的にやりたいと思った行動を素直にとりなさいな。そうすれば、運命はおのずと微笑んでくれるはずですから」

「わかった。そうする」

　アタシが力強く頷くと、ランラが「応援してますよ」とまるで女神のような優しい笑みを浮かべた。おし、やるぞアタシ、今日はとことん大胆に！

　──ってあれ、今はアタシが占い師だったよね？　お客さんに占われてない？

　プロがお金払って占ってくれるとか、えっ激ヤバじゃん!?





　　　　◆






　時刻が午後二時を回ろうとしている頃。

　模擬店の受付当番が終わった俺は、雅と一緒に氷室のクラスの模擬店、民族喫茶へと向かっていた。といっても、隣の教室なのでほんの僅かな移動だ。ちなみに、民族喫茶とは、様々な国の民族衣装を着た２－Ａの生徒達が、その国の飲み物でもてなしてくれるという催し物だそうだ。

　もちろん、なんといっても一番の楽しみは民族衣装姿の氷室だ。聞くところによると俺のリクエストに応える形で本当にディアンドルを選んでくれたらしい。だからだろうか、さっきからわくわくとドキドキが止まらない俺がいたり──

　花嫁のウエディング姿を待つ新郎の気持ちってこんな感じなのかなあなんてふと考えながら、期待を胸に俺は雅と共に２－Ａの教室に入ろうとした。

　のだが──

「一時間待ちだってさ。愛、どーする？」

「まさか、そこまで大人気とは……」

　番号と時間の書かれた整理券を手に、２－Ａ教室の入り口から回れ右してきた俺は呆とする。けど、考えてみれば２－Ａは氷室に相、それにアキさん（おまけに佐も）と、学年どころか、学園トップクラスの美少女が集まってるわけだから、そりゃあ人気でないわけがないよな。寧ろそんな彼女達と毎日普通に顔を合わせている俺が、どんなに恵まれた存在なのか、ちゃんと胸に刻んでおこう。

　しっかし、待機列の管理の仕方がしっかりしている。確か２－Ａの模擬店責任者って佐だったよな。コミケでサークルをやった経験を活かしてこの方法を考えたのだろうか。けど、そうだよな、漫画でよくあるみたいに廊下でずらっと長蛇の列をつくられたら、他のクラスにかなり迷惑がいくもんな。そうならないために、前もって整理券を用意しておき、おまけに他のクラスの営業妨害にならないように２－Ａ周囲での待機を禁止する。見事な判断だ。まぁ、そのおかげでそんな混んでないものだと完全に油断したんだけど。

「こうなってしまったからには、その辺で適当に時間潰してまた戻ってくることにするかな。特に連絡がないってことは、学園祭の運営は順調で、生徒会として何かしなきゃいけないってこともなさそうだし」

「んじゃ、アタシも暇だしさ、このまま一緒に回ろうよ。アタシ腹減った」

　スマホをちらっと覗いてそう言うと、雅がまるで親に玩具をせがむ子供みたく、俺の腕を両手でぐっと掴んだ。

「そうだな。そうするか。──よし、せっかくだしなんか奢ってやるよ。午前中から今までずっと頑張ってくれてたんだろ？　そのご褒ってことで」

「マジで、さっすが愛！　愛してる」

　俺の言葉に、満開の笑みを咲かせてがばっと飛びつくと、雅は自分の腕に俺の腕を絡めてぐいっと体を近づけた。占い師という雰囲気を出すためか、いつもとは違った独特な甘い匂いの香水が鼻をくすぐる。他人との距離感が近い雅とも出会ってもう半年、ある程度のスキンシップには馴れてきていた俺は、それを至って普通に受け入れた。ここで変にムキになって拒むのも、雅に悪いしな。だけど一つだけ、彼女の豊満な胸が少しムニュッとあたってることだけは、後で注意しとこう。……うん、後で。
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「はは。学生が作った数百円分の昼飯代で愛してるか。──だったら、うん万するフランス料理のフルコースとか奢ったらどうなるんだ？　もしかして、結婚とか？」

　冗談には冗談と、軽く笑って雅を見る。

　するとそこには、いつになく真剣な表情をした雅がいて、

「する」

「へ？」

「するから奢ってよフルコース。別にフランスじゃなくて、イタリアやスペインでも全然構わないからさ。ね、いつにしよっか？　なんなら今からお店選んで予約入れちゃおうよ」

　何だか恐い雰囲気を纏った雅が、ぐいぐいと真顔で迫ってくる。こ、これはいったい、どういう展開なんだ？　もしや──フルコースを食べるのが一生の夢だとか？

「お、おいおい、冗談に決まってるだろ。第一、雅はともかく、俺はまだ結婚できる歳じゃないだろ」

「あ…………。はぁ……いくら愛でもさー、言っていい冗談と、悪い冗談があると思うんだよね。せっかく、ここがランラの言ってた好機だと思って頑張ったのに」

　俺の腕を放し、見るからに落ち込んだ雅が、厳しい視線を浴びせてくる。

「なんだかよくわからないけど……とりあえず悪かった。お詫びといってはなんだが、今日は好きなだけ奢るから、それで機嫌直してくれると助かる」

「しゃーあない。それで許してあげるとしますか。その代わり遠慮しないからね」

　にひひっと雅が無邪気に笑う。

「おう、任しとけ」

　……何でもと言ったけど、やっぱ母さんがいるＰＴＡの海鮮大鍋以外なら、で頼む。







　うどんにフランクフルト、そしてクレープと、すっかりご機嫌が戻った雅と食べ歩きをしている内に一時間はあっという間に過ぎ去ってしまった。

　改めて２－Ａへと戻ってきた俺達は、入り口で整理券を渡し、ようやく中へと入る。

「はい、カップル一組ごらいてーん！」

　そう言って片手を上げ、陽気に笑って俺達を出迎えてくれたのはアキさんだった。

　彼女は緑を基調としたノースリーブのワンピースを着ていて、その上からバスタオルサイズの、大きな柄物の布をマントみたいにして肩下から羽織っている。

「へぇー、アキめっちゃいい感じじゃん！　なりきってるってか、もう現地で混ざってても全然違和感ないって。うん、絶対あっちでも通用する」

　それは褒め言葉、になるのか？

「そうっしょ、そうっしょ。んじゃ、ミヤとオタ君はあっちの空いてるテーブルに座ってくれる？　すぐ誰かがお水とおしぼりもってきてくれるから」

　アキさんが指さすテーブルへと向かい、俺達は腰を下ろす。教室の右手を四分の一ほど仕出し用に仕切ってあり、カフェスペースは簡易な丸テーブルに椅子が設置されているだけと、至ってシンプルな内装だった。ちらほらと見える民族衣装とおぼしき独特な格をした２－Ａ生徒を見るに、予算を衣装に全力で振り分けたことが窺える。それだけに、ディアンドル氷への期待がより高まってきて──

「ようこそいらっしゃいました」

　背後からかかった透明感のある声。氷室だ！　俺は高ぶる興奮を抑えきれず、少しにやけ気味に振り返る。

　が、そこには、格好なんて目に入らなくなるほど、あからさまに不機嫌な表情を浮かべた氷室がいて……。

「お冷やですどうぞ」

　どんとガラスのコップが勢いよく俺の手元に置かれ、中の水がぴちゃっと跳ねる。

「あ、ありがと」

　そこはかとなく威圧のオーラを感じてつい萎縮すると、お盆を胸に抱いた氷室が「そういえば」と気兼ねすることもない様子で切り出してきて、

「お二人はカップルということらしいですが、奇遇ですね。私も学園祭中はそこの人とカップルだったりするんですよ。こんな偶然ってあるんですね。ふふっ」

　手を口にあてて優雅に微笑む氷室。

　目が完全に笑っていなかった。首筋に冷や汗を覚える。接客だからだろうけど、地味にずっと敬語なのが恐い。しまった、雅と二人で勉強する度によくアキさん達からデートがどうこう冷やかされたから、ついいつものことだとスルーしてたけど、痛恨のミスだった。はぁ、午前中氷室に指摘されたばかりじゃんか。学習しろよ俺……。

　情けないけど第三者からの助け船が欲しい。その一心で俺は雅に目配せする。そんな願いが通じたのか、雅は俺のヘルプを受け取ると、任せてと言うようににやりと微笑んだ。

「いやー実はアタシ達さ、ついさっき付き合い始めたばかりなんだよねー。あ、ってことは氷室さんは少しだけアタシの先輩になるのかな。よろしく、先輩」

　……は？

「ほぉ……？　田君、詳しく説明してもらえるかしら」

「いや氷室、説明も何も……おい雅、いくらなんでも冗談がすぎるだろ」

「み、『雅』……？」

「ん、冗談って？　やだなー、アタシが『付き合うよ』って言ったら、笑顔で『わかった』って言ってくれたじゃん。ねぇ愛？」

「えっ、『愛斗』……？」

「まてまて、それはここに一緒に行くって意味での付き合うで、男女交際ってわけじゃないだろ。氷、そういうことだから、誤解しないでくれ」

「……そう。誤解、ね。じゃあこの貴方達の呼び方が変わってるのはどういう誤解が──」

「えーでも、アタシは『愛してる』ってちゃんと伝えたよー。そしたら愛斗は、結婚がどうとか言ってくれてー」

「それまた何段階か話すっ飛ばしてるよな。雅お前、わざと一番ややこしく伝わる部分だけチョイスしてるよな！　違うからな氷室。今のはネットニュースの見出しみたいに意図的に発言が切り抜かれてるつーか、悪意ある情報操作がされてるから」

「……そう。だとしても友達同士の会話で『結婚』なんて単語が飛ぶ状況は限られてくると思うの──」

「だよねだよねー。しかも愛斗ってば自分から結婚の話しといて、最後には『結婚は冗談』だとかふざけてること言ったんだよ。ほんと、女の敵ってか、マジキモい」

「…………」

「お、おまっ……更に自体をややこしくしやがって──ったく覚えとけよ雅、絶対に今度仕返ししてやるから」

「へーどんな？」

「どんなって……そうだな。丁度週明けから中間テストの試験準備期間が始まるから、その間毎日俺の作った小テストに全問正解するまで帰れない地獄とか」

　どうだ、たまったもんじゃないだろ？　謝るなら今のうちだぞと、俺は意地悪く笑う。まー雅には悪いけど、たぶん無理ゲーだ。

「……それって、アタシがノルマ達成するまで愛斗はずっとアタシの傍にいなきゃいけないってことだよね？」

「ん？　まぁ、そうなるな」

　おっ、俺の境遇を案じて退かせる作戦だな。そうはさせないぞ。

「けど、心配するな。たとえ日付が変わろうとも、俺は終わるまでの間、ずっと雅と一緒にいてやるから」

「やったぜ！」

「は？」

　何で笑顔なんだ？　ここは退路を断たれたことに絶句するところ、だよな？

　わけがわからないと小首を傾げる。

　と、同時に俺は気付く。いつの間にやらテーブルからとんとんと小刻みなビート音が鳴っていたことに。

「……………………」

「あっ」

　その音の正体は氷だった。

　接客放棄とばかりにその場でしゃがみ込んで面白くなさそうに頬をぷっくり丸め、無言のまま苛ちを机にぶつける、氷室の指音だった。

「あー、……これが例のレアシチュ氷室さんってわけ。あ、あはは……」

　頬を引きつらせ、重い空気をはぐらかすように雅が笑う。

「こほん。……そろそろ私も会話に混ぜて欲しいのだけれど、よろしいかしら？」

「「ど、どうぞ……」」

「そ。ありがと」

　空虚なお礼を告げると、氷室は立ち上がって腕を組み、眦をつり上げる。

「では改めて、私の聞き間違いでなければ貴方達のお互いの呼び方が変化していたような気がしたのだけれど、そこのところ詳しく、じっくりとお聞かせ願いたいと──」

「あーあい君、みーつけた！」

　氷室の冷たい声が、大きく弾んだ女性の声によって遮られた。

　俺と雅、そして慌てて振り返った氷室が声の主に目を向ける。俺達どころか店内にいる全ての人の注目を引きつけたその人は、明るめの髪をしたパッと見アラサーくらいの印象を受ける女性で、はぁ……つまりは俺の母親だった。

　突然のことにマジで空いた口がふさがらない。それは氷室や雅だって同じ様子だった。特に氷室の方は夏休みに母さんと一あったこともあってか、単に突然の出来事でビックリしているだけの雅とは違い、まるでクマにでも遭遇したかのように、緊急事態だと言わんばかりに驚している。

　そんな放心状態の息子達に構うことなく、田早こと俺の母さんは、むすっとした表情でこっちにやって来た。

「もーあい君たらー、ずっと待ってたのに、なんでママのお店に来てくれないのよー。じゃあママからあい君に会いに行こうって、あい君のクラスに行ってもいないし。でも、あい君がこのお店に入っていくのを見たって人がいて助かったわ」

　俺達のテーブル前まで来た母さんがホッと胸を撫で下ろしたような表情を浮かべる。いやいや家族関係の善し悪し関係なく、俺達の年頃で、知り合いがいっぱいいるような場で家族と会いたがるやつなんて殆どいないから。だってなんとなく、いや、じゃん。

　周囲から飛んで来る「あの人があいつの母ちゃんなんだ」「あいつの母ちゃん若！」的な視線が刺さる。まったく、こう余計な注目を浴びるってわかってたから避けてたのに、よりによって一番最悪そうな場面で出くわすなんて……。

「あのー、ただいま入場制限をしていて、整理券の番号順に入場してもらっていますので……その辺、ご理解してもらえると……」

　給仕をしていた２－Ａの女生徒が恐る恐る母さんに話しかけた。おし、ナイスだ。そのまま、追い返せ。

「ん、整理券？　ああ、そういえばここ、あの子のクラスだったわよね。だったらはい、こんなのもらってるんだけど」

　母さんが差し出したのは、特別優待券と書かれた紙だった。それを受け取った途端に「失礼しました。ごゆっくりどうぞ」と、平謝りで去って行く２－Ａの女生徒。

「ちょっ、今の券はなんだよ？　そもそも、なんで母さんがそんなもん持ってるんだよ？」

「いやーこの前仕事中に佐さんからもらったのよね。『よかったら私達のお店にいらしてください。これがあれば、混んでいても優先してお通ししますので』って」

　そういえば佐伯のバイト先って、母さんの職場だったっけ。

「……普段お世話になってる人に遊びに来てもらいたいって、模擬店責任者の佐伯さんきっての要望でそういう枠を設けたの。生徒以外限定にして。そうしないと生徒間で売買する連中がでてくるからって」

　母さんの目を気にしてか、氷は恐る恐る補足を口にする。

「な、なるほど……ちゃっかりしてるな佐伯のやつ」

「一応、一人一枚誰かに渡していいことになっていたけれど、私は特に誰にも渡さなかったわ。ちなみに、その券一枚でテーブル一つ分、最大四名様までのご利用が可能で、利用者の同伴としてなら生徒でもいいことになってるわね」

　ってことは、知ってれば待たずに入れたってことか。ただし、おかあさんといっしょ。あ、それなら結構です。

「ってことで、ママもご一緒させてもらうわね。いやーあい君と雅ちゃんが相変わらず仲よさそうでママ嬉しいわ。あ、ごめんなさい、もしかしてデート中お邪魔だったりした？」

「いえ全然、そっちはもう充分楽しんだんで」

「あらあら、ならよかったわ。じゃあここからは家族三人での団を楽しみましょうね」

「いやいやちっともよくないだろ。それに家族三人での団欒っておい──ほら、雅もちゃんと訂正してくれよ！」

「うっさい愛。空気読めし」

「そうよ、ママはちゃんとあい君を空気が読める子に育てたはずよ」

　もうやだ、帰りたい。

「あのう……」

「ん、何かしら、あい君のよさがわからない残念な人。そういえば、私の分のお冷やがまだなんだけど」

「は、はい！　ただいまお持ちします」

　意地悪な姑のような敵意むき出しの態度に、萎縮した氷がばびゅっと大慌てでバックに水を取りに行く。夏休みに氷室は母さんと初対面した際、緊張からずっとあまのじゃくな建前モードで俺のことを批判しまくってしまい、そのせいで母さんからはあまりいい印象を持たれていなかったりする。実の息子を目の前で散々否定されたのだから、妥当といえば妥当な対応なのだろう。けれどこの拗れが、俺と氷室がきちんと結ばれるための、一番の難題だったりするわけで。はぁ。胸中で深いため息が零れる。

　母さんには未婚のまま俺を妊娠し、その後俺の父さんになる予定だった男と別れてシングルマザーになった過去があった。それも当時十八歳、大学に通い始めてすぐのことで、まぁ色々と大変だったらしい。

　その後悔と苦悩を息子の俺は誰よりも知っているから、そして母さんがどれだけ俺のことを大事に思ってくれているか理解しているからこそ、俺は自分のように恋愛で失敗して欲しくないと心配してくれる母さんの気持ちを無下にはできなかった。まぁ多少過保護すぎる部分はあれだけど……。

　それに、氷室の本心さえ伝われば、母さんだってきっと認めてくれる、応援してくれるって、そう信じているから。

「さて、ママの座る場所だけど……ふふっそうね、雅ちゃんそこ代わってもらえる？」

「えっ……はい、別にいいですけど……あれ？　それじゃアタシはどこに座れば……」

「ん？　どこって、そんなのあい君の隣に決まってるじゃない」

「うぇええぃっ!?」

　わかってるくせにと含み笑いをする母さんに、顔を赤くした雅が目を見開いて狼狽える。もーこの人は。

「ったく、母さんったら俺達で遊ぶのもほどほどにしろよな。雅も、別に真に受けなくていいから」

　言いながらに自分の隣の椅子を引き、母さんにここへ座れと促す。けれど雅は俺の言葉がまったく耳に入っていない様子で、

「……まぁ、いつまでも愛のお母さんを立たせとくわけにはいかないし、それに割と近い将来、こんな感じで食卓を囲む光景がくるかもだから、今のうちに馴れとくのも悪くはないよね」

　そわそわと前髪をいじり、早口気味に言葉を並べた雅が、次の瞬間「よし」っと目をきりっとさせて席を立つ。

　が、その時、

「お冷やお持ちしました」

　戻ってきた氷が、先に俺の隣へと座り、手に持つコップをとんとテーブルに置いたのだった。

「あら、このお店は、ウェイトレスが座って提供するのが普通なの？」

「そうです、それが普通なんです。マニュアルにはそう書いてあるんです」

「嘘だよね。さっき氷室さんバリバリ立ったままアタシらにお冷や配ってたよね？」

「あれはオペレーションミスよ。ちょっとドジっ娘を演出したほうが、人気でそうだと思ったの。『立ったままお客様にお水渡しちゃった。てへ』──と、こんな感じね」

「いやそれが世間一般的には正解だから。なんもドジってないつーか、寧ろ今のアンタのがドジっ娘っぽいし」

「あら、そうなのね」

「『あらそう』ってあんた……」

　澄まし顔でとぼける氷室に、げんなりと顔を引きつらせる雅。

　そんな二人のやり取りを、何だか母さんはじっと意味深に見つめていて、

「へぇ。つまり氷室さんは、そこを他の人に譲りたくなかったってことでいいのかしら？」

　母さんにそう言われて、氷室がびくりと体を震わせる。

「………………こくり」

　そして無言のまま静かに頷いたのだった。耳の先を真っ赤に軽く顔を俯けた状態で。なんというか、すっごく精一杯感が伝わってきて、俺までドキドキしたというか、不謹慎かもしれないがすごくかわいかった。
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「……そう。一ヶ月見ないうちにどういう心境の変化があったのか。とても気になるわね」

　心境の変化なんて全くないんだ。氷はずっと、一年も前から俺のことを想ってくれてるんだよ。ほんとは。

「ま、長くなりそうだし、ひとまず座るとしましょう」

　母さんが雅の隣に座ると、雅も腰を下ろした。

「それじゃ改めて尋ねるけど、氷室さんはうちのあい君とお付き合いしたいと思ってる、ってことでいいのよね？　今は」

　が、頑張れ、氷室！

「……状況的に、そういうことになるんじゃないんでしょうか」

「なんでそんな他みたいな言い回し……ま、別にいいわ。それよりも氷室さん、貴女以前、好きな人がいるって言ってたわよね？　それも超がつくくらいの」

「は、はい」

「その人のことはどうなったの？」

「──だ、大好きです！　ずっとずっと今も、この気持ちは絶対に変わりません」

　胸に手を当て、氷室が真剣な顔を母さんに向ける。恥ずかしいと告げるように真っ赤になってピクピクと震える両耳。俺とのために頑張ってくれてありがとう氷室！

　けど……なんか、いまいち話が噛み合ってない気がするというか、何かを忘れている気がするんだよな──なんか夏休みにも似たようなやり取りをした覚えが……。

　そんな俺の不安を裏付けるよう、母さんは本心を打ち明けた氷室に、一歩引くような、そんな冷ややかな反応を示していて、

「そ、そうなの……。まぁ裏表のない素直な子は好きではあるけども……」

「──！　ありがとうございます」

「だからなんなの、その妙に開き直った態度は？」

　わけがわからないと嘆する母さん。そんな母さんに、雅が肩をたたき何やらぼそぼそと耳打ちし始めた。

「ふんふんなになに、失恋……運命……学園祭……それに占いと………………ふむふむ、なるほどね──氷室さん」

「は、はい」

「やっぱり貴女みたいな浮気の人には、あい君はあげられません！」

　くわっと目を見開いた母さんが顔の前で腕をクロスさせ大きなバッテンを作った。

　う、浮気だ!?　雅のやつ、いったい母さんに何を吹き込んだんだよ？

「ふぇ!?」

　氷が仰天したまま固まる。

「当然でしょ。本人の前で堂々と浮気の可能性を臭わす人と、自分の息子の交際を許す親がいますか、いるわけないでしょ。隠し事でなければ誠意を示せてると思ったら大間違いだから。あい君的には、それでも自分に振り向いてくれる可能性があるなら──って感じなのかもしれないけれど、こんな心移りの激しい人、ママはぜーったいに許しません！」

「う、うわっ!?　……あの、なんの話か全く以て理解できないというか、いわれのない批判は、いくら相手が田君のお母様とはいえ、流石に看過できないのですが」

　今まで母さんに圧倒されてたじろいでばかりだった氷室が、さすがに勘弁ならないと目をつり上げて反論した。

「そういうなら、今すぐその想いってのをスパッと断ち切ってみせなさいよ。そしたら氷室さんのこと、少しは認めてあげなくもないわ」

「ふざけないでください。私のことが気に入らなくて、田島君から遠ざけたいのはわかりますが、それでも今の言葉はあんまりじゃないですか。人の想いを馬鹿にしないでください」

「言うわねーこの娘。あい君からの好意をあれだけ馬鹿にしておいて」

「っ！　あ、あれについては……私自身も深く反省してるといいますか……今更どの面さげて田島君とお付き合いなんて──と、思われるのも重々わかってます。けど、好きなものは好きだと、もう自分の気持ちを偽らないようにしたいんです。たとえ私の全てを打ち明けて田島君に愛想をつかされることになっても、私が彼を慕う気持ちは永久に変わりません！」

　周りの目を気にすることなく、堂々とした態度で氷室はそう言い切った。氷室の大きな声に、他のお客さんや２－Ａの生徒達が困惑する中、対する母さんも周囲に構うことなく声を張り上げる。

「そりゃあ浮気は人によって線引きが全然違うから、氷室さん的にはまだセーフな領域なのかもしれないけど、ママ的には完全にアウトですから。その点雅ちゃんは優良物件よ、元気でかわいくて一だしー、遊んでそうな見た目に反して、実は間接キス一つすら恥ずかしがるような乙女だったりするものね。ふふっ」

「あ、ありがとうございます……」

「い、一途さなら私だって負けない自信があります！」

「はーどの口がそんなことを言うのかしら。貴女にとってあい君は二番のくせに」

「勝手に決めつけないでください。私の田島君への想いの強さは……そ、そうですね、お母様より上なのは確実です」

　氷室は言葉の途中で一度俺の方をちらっと見ると、急に声の調子を下げて抽象的な言葉を放った。すると母さんは、氷室の発言には呆れたとばかりに肩をすくめて、

「あのねー氷さん。ハッタリを噛ますにしても、限度ってものがあるわよね。ママより上──って、それじゃ雅ちゃんどころか、世界で一番あい君を好きってことになるじゃない。ふふっ」

「「「へ？」」」

　馬鹿げてると笑う母さんを前に、俺達三人は唖となる。えっ、何言ってるのこの人？

「この世で親子愛に勝る愛なんて存在しないの。何かと難しいお年頃な今の貴女達には理解しにくい話かもしれないけど、辛い時や悲しい時に一番最後まで真剣に自分のことを考えてくれて寄り添ってくれるのが血の繋がった親であり子なのよ。かくいうママも、それを痛感したのはあい君を産んだ後だったけど……」

「母さん……」

　遠い目をした母さんに思わず目がいく。そうだよな。俺の祖父母、つまり母さんの親も、表面では俺を育てながら大学に通うことを決めた母さんには猛反対で会う度に喧ばかりだったけど、学費に養育費などは就職して自立するまでしっかり支えてくれて感謝しかないって言ってたもんな……。

「ってことで悪いけど雅ちゃんは愛君への愛情に関しては二番になっちゃうけど、もちろん了承してくれるわよね？」

「あ、はい。アタシはその……別に、身内同士での優劣には拘りませんし。あ、あははー」

　雅が照れくさそうに頭を掻く。対する氷室は、何だか冷ややかな笑みを浮かべていて、

「お言葉ですがお母様、さっきのはハッタリなどではなくれっきとした本心です。それと、この世で最も強い愛は親子愛などではなく、夫婦愛です。お間違いにならないように」

「なっ……。ようするに、氷室さんはママよりも上だと、そう言いたいわけね？」

「ええ、さっきからそうだと何度も申し上げているではないですか。一番は私、そこはたとえお母様とてお譲り出来るものではありません」

　負けず嫌いで意地っ張りな氷室が誇らしげにそう言い切った。嬉しいんだけど、嬉しいんだけど──

「い、言ってくれるじゃない。──いいわよ。なら、どっちが一番なのか、他ならないあい君に決めてもらいましょうよ」

「望むところです。もっとも、既に結果は出てると言っても過言ではないですが」

　火花を散らし合っていた氷室と母さんが、小さく頷いて同時に俺に顔を向けた。雅は二人の間に入ればいいのかわからずおろおろしている。な、なんでこんなことになったんだ？　どうすればいいんだよこれ──

　本能で告げるならもちろん氷室だ。ただ……いじけた母さんの相手は、それはそれで面くさい。ただでさえ夏休みの一件で評価の低い氷室を、息子から一番の座を奪った怨敵だと思って、より一層拗れてしまう。二人の今後のためにも、それは極力避けたい。

　よし、ここは──

　と、俺が決意を固めて口を開こうとした時だった。

「あのー、そういうのは、店の外でやってもらえませんか。さっきから、だいぶ迷惑なんですけど！」

　いつの間にかテーブル前で仁王立ちしていたお冠のポニテの少女──２－Ａ模擬店責任者である佐によって、俺達は休憩を言い渡された氷共々追い出されてしまったのだった。

　その後、四人で学園祭を回ることになったんだけど──ことあるごとに氷室と母さんが揉めて、ほんと生きた心地がしなかった。俺を気遣ってくれる雅がオアシスに見えたくらいだ。まぁそれを見た母さんが「さっすが雅ちゃん。きっといいお嫁さんになるわ。譲り合いや自重を知らない、どっかの誰かさんとは違って」とか言い出してまたひと悶あったんだけど……。

　二日目も二日目で、模擬店の当番を多めにいれていて元々自由時間が少なかったのもあったが、生徒会の見回りを口実にせっかく氷室と二人きりになったタイミングで母さんがやって来たりと──まぁ散々だった。

　こうして俺と氷室の学園祭は、殆ど進展を見せないまま、終わってしまったのだった。

　……氷室と母さん、どうすれば仲良くなってくれるのかなぁ？





　　　　◆






「いやーにしても、学園祭は本当に楽しかったわねー。来年も是非お邪魔させてもらおっかな」

　日曜の夜、田家リビングにて。晩ご飯の準備をし終わって食卓についた母さんが、にっこり笑ってそう言った。一日ぶりに行われた田島家の晩。メインディッシュはとんかつと、母さんの十八番だ。ロースやヒレではなく豚バラのブロックを用いたそれは、下味の塩こしょうがとてもよく効いていてうまい。マザコンだとか家族の贔などではなく、リアルに金をとれると俺はそう思っている。

　ちなみに昨日はどうしたかというと、俺がクラスの打ち上げ、母さんはＰＴＡの打ち上げと、共に外食で別々に夜を過ごしていた。

「楽しかったって──ったく、息子の気苦労も知らないで、よくそんなこと言えるよな」

「あら、それって氷室さんのこと？　いいじゃない別に、あい君には雅ちゃんっていう素敵なカノジョ候補がいるのだから。そろそろ切り替えていきましょ」

「あのなー。いい加減あいつで遊ぶのやめろよな。雅も口にしないだけで、きっと迷惑、感じてるから」

「……それ、本気で言ってるわけじゃないよねあい君？」

　母さんが食べるのを中断して、じっと俺を見据える。

「なんだよ……」

「いやー雅ちゃんがママにそそのかされたからその気になってる、その気にさせられてるだけだって。あい君がそう本気で思ってるんなら、ママは少し残念だなーって」

　母さんが含みのある微笑みを浮かべる。

「…………」

　そう、それは薄々気付いていたことだ。薄々気付いて、気付かないふりをしていただけの……。

　いつからそう感じていたのかと言われれば、それは先週、たぶん名前で呼ばれるようになった後だと思う。




　もしかすると雅は、俺に気があったりするのかな──と。




　確実に嫌われていると思っていた片いの相手と実は両いだったり、相からのブラフ告白もあったせいか、俺の他人からの好感センサーがだいぶ麻していて、結局のところ半信半疑で、ほぼほぼ俺の自意識過剰だとそう自己補完してたけど。それでも、学園祭での態度や母さん達への対応を見るには、きっとその予感は的中していて……。

　雅がクラスの中で名前呼びなのって、男女含めて俺だけなんだよな。それに昨日のクラスでの打ち上げのカラオケだって、ずっと雅が隣にいたし、それも俺がトイレや飲み物取りに行って席を変える度に気がつけば隣にいたりしたから、あそこまでべったりだと流石にどんなに鈍感なやつでも気付くと思う。そう考えると、薄々そうなのかと思いながらも雅と学園祭で腕を組んで歩いていたのは、好きな人がいる身として、不誠実な行動だったと思う。せっかくの縁日に変に意識して空気を悪くしたくなかったとはいえ──反省しないと。

　それでも、たとえ雅が俺に好意を持ってくれていたとしても、俺の気持ちは変わらなくて──わかってる。いずれは向き合わなきゃいけない時が、答えを言わなければならない時が必ず来るってのは。

　けれども、俺には雅が気まずくなって俺の下を去る前に、どうしても彼女にやってあげたいことがあって──それが完璧に独りよがりな自分の我が儘だとわかってたとしても。

「…………」

「ふふっ、その様子じゃその心配はいらなそうね」

　しかめ面で思考に耽っていた俺に、母さんが優しく微笑みかけた。

「まーママはきっかけさえあれば、絶対に二人は上くいくと思ってんだけどなー」

　にやりと不敵に笑って、母さんは付け合わせのサラダを口に運ぶ。またなんか、変なこと企んでんじゃないだろうな。

「あ、そうだった！　あい君明日学園祭の代休でお休みだよね？　予定が空いててくれると、ママ助かるんだけど」

「ん？　なんかあんのか？　買い物の荷物持ちなら、残念だけど俺はゲームするので凄い忙しいから、他を当たってくれ。やっと学園祭の忙しさから解放されて自由になったんだ。今日に続いて明日もひきこもるのでよろしく」

「ひどーい！　そうじゃなくて、実はね、明日からママ、二週間ほど検査入院しなきゃいけないの。だからーひきこもるとか言わないで、ママの付き添いに来てほしいなーって」

「はぁ、検査入院だぁ!?」

　あまりの驚に、思わず箸がころんと手から流れ落ちる。

　それ、初耳なんだけど!?　なんで前日まで黙ってんだよ。

　しかも、二週間っておい──すっごい気楽な顔してるけど、大丈夫なのかよ？

「そう。ってなわけで、二週間家のことよろしくね」

　……言いたいことが山ほど浮かんでくるけど、まず最初に──

　悠長に恋バナなんかしてる場合じゃなかったよなぁ絶対！






第二章　氷さんと押しかけ妻争奪戦









　火曜と金曜は燃えるゴミで、木曜が資源ゴミと。不燃物は二週間に一回月曜日だけど、これは気にしなくてもいいよな。冷蔵庫にある物はなんでも使っていいらしいけど、とりあえず漁ってみてからどうするか決めるか。冷凍チャーハンとか手軽なのが残ってたら万だな。

　学園祭の代休で休みだった月曜日の夕方、出かける時とは違って一人で家に帰ってきた俺は、リビングのテーブルに貼り付けられていたメモに目を通してこれからのことを考えていた。

　母さんの検査入院。それは夏に受けた人間ドックの結果を受けて、改めて再診察に行ったらそういうことになったそうだ。心臓にちょっとした異常が見られ、これは精密に検査しないと具体的原因が判別しにくい、と。

　それを俺に黙っていたのは、学園祭の準備で忙しそうにしていた俺に余計な心配と迷惑をかけたくなかったからだと、母さんは申し訳なげに話してくれた。そう言われたら、俺からはもう何も言えなくなる。正直、卑だ。そんなの、どのみち心配するに決まってんだから関係ないじゃんかよ。

「はぁ…………ま、なるようになる、か。とりあえず、腹減ったな」

　いつまでもふて腐れていても何も始まらない。気を切り替えるべく小さく息を吐くと、俺は冷蔵庫に向かい、今の備蓄状況を確かめた。

「なにもないんだけど……」

　冷蔵庫のひんやりとした空気を浴びながらげんなりする。内訳の六割が調味料類で占められているというか、後は一回しか使った記憶がないカルピスの原液を始めとした飲み物類に、それから紅ショウガにおしんこなどのちょっとした付け合わせだけ。肉や卵と主役になりそうなものが一つも見当たらない。更に野菜室、冷凍庫と開いてみるも、たいした成果はなかった。嘘だろおい、母さんてば病院で「今日の晩ご飯は悪いけど、冷蔵庫のお野菜やお肉を適当に処分してくれると助かるわ」って言ってたじゃん!?　なのにその処分対象がどこにも見当たらないってどういうこと？　それを鵜みにして、いつも通りなんかある物から適当にって、そんな考えで、まっすぐ帰ってきたのに。はぁ……。

　またため息が零れる。料理スキルが低い俺でも、肉と野菜を塩こしょうで炒めるくらいならなんとかなるだろって思っていたけど、材料がないのは問題外だ。ったく、しっかりしてくれよ母さん。しかも、こういう時に限って、カップ麺も切らしてるし。

「しゃーない。だるいけど適当に買い出しに行くか」

　もう今日は適当なお総菜の盛り合わせでいいやと考えながら、テーブルの椅子にかけておいたパーカーに手を伸ばす。──と、その時だった。

　──ピンポーン。

　玄関のチャイムの音だ。「はーい」と大きな声を上げると、すぐさま玄関へと向かう。宅配、それとも集金かな？　母さんからは特になにも聞いてないんだけど。

　ガチャリとドアを開ける。するとそこには、見覚えのある金髪の少女が手荷物いっぱいで立っていたと思ったら、俺の姿を目にした途端にぱっと微笑んできて、

「あっ、愛ちーっす」

「……え？　もしかせずとも雅、だよな……。でも、どうして俺んちに……？」

　思考が追いつかず、口が開いたまま固まる。対する雅は、陽気にいつもと変わらなく。

「いやー愛斗のお母さんに、しばらくの間愛斗の面倒見てって頼まれてさー。っと、立ち話もなんだし、とりあえずあがるわ。いいでしょっ」

「お、おう。どうぞ……」

「お邪魔しまーす」

　笑顔で俺の家に入っていく雅、それに一歩遅れてはっとなった俺もリビングに戻る。母さんに頼まれた？　何がどうなってんだ。

　冷静さを取り戻した俺は、持ってきた鞄を広げてガサゴソとしている雅に、尋ねてみる。

「あのさ、雅、今母さんに頼まれてどうのこうのとか言ってたけど、あれって、どういうことなんだ？」

「んー言葉通りだよ。入院中の愛のお母さんから電話がかかってきて、愛斗が一人で寂しい思いをしてるだろうからよかったら面倒見てあげてって言われたから──よかったので面倒見にきたと」

　いつの間に連絡先交換したんだよ。

「いやだからその面倒ってのが──」

「と、あったあった」

　俺の追及を無視して雅が鞄の中から取り出したのは、フリフリがついた紫のエプロンだった。雅はさっとそれを身につけると、ここに来る途中で買ったと思われるスーパーの袋を片手に、楽しげに口を開く。

「とりまご飯作るから、細かいことは飯食べながらにしようよ。アタシも腹減ったし、実は今日なーんにも食べてないんだよね。あ、台所借りるね」

　と、言うやいなや雅は台所を見つけて歩き出した。

「細かいことっておい──あーもうわかったよ!!　ご飯の用意なら俺も手伝うから、ひとまずは飯の準備だ。ただし、後で母さんが何を言ったのか、そこのところきちんと説明してもらうからな」

　ここで勝手なことするなと怒鳴り散らして追い返すのもなにか違う気がする。そう思った俺は、肩をすくめると雅のいる台所へと向かう。それに、

「さーっすが愛斗。はなしわかるぅ。そんじゃ包丁とかフライパンの場所教えてくれる？」

　こんなにも純粋な好意を押しのけるなんて無神経なこと、とてもじゃないが俺には出来なかったから。

「わかった、用意するよ。そういえば、何作るつもりなんだ？」

「あーそれはねぇ──」







「ごちそうさまでした」

「どうも、おそまつさま」

　夕飯を食べ終えた俺が手を合わせてそう言うと、対面に座る雅が朗らかに笑った。こう面と向かってごちそうさまを口にするなんて、いつ以来になるだろう。いつの間にか食べ終わった食器を流しに運びながら言うのが日常になってたし──正直、ちょっと照れくさかったり。

「んで、まさかそれだけで終わりとは言わないよね。せっかくだから味の感想とか欲しいんだけど。誰かに料理作るなんて滅にないんだしさ」

「そうだなー。正直、雅がこんなにも料理得意だなんて意外だったというか、そりゃ自分から食材用意してくるくらいだし、多少は腕に自信あるんだなーとは思ったけど──想像以上に絶品だった。素直に、美しかったよ、また食べたいと思った」

　雅が作ってくれたのは、とびっきりに美いハンバーグだった。

　そういえば以前、雅とバイトの打ち上げでファミレスに行った際ハンバーグが好物だと言ったような気がするけど、もしかしてそれを覚えててくれたんだろうか。けど、好物だからと言って評価が緩くなるかと言われれば、寧ろその逆だ。好物だからこそ色んなこだわりがあるわけだから、自然と並程度では美味いと頷けなくなるわけで。

「そうっしょ、そうっしょ。言ってなかったけど、実はアタシ中学ん時家庭部にいたんだよね。うちの中学って、原則として絶対どっかの部に所属しなきゃいけない厄介なルールがあってさ、んで部活すんのだるかったアタシは、ま、タダ飯食べれるならいっかってそんな軽いノリで家庭部に入ったわけ。いちおー花嫁修業も兼ねてさー、なんて」

　褒められて満更じゃなさそうにはにかむ雅。

「だったらその修業の成果はあったんじゃないか。雅ならきっといいお嫁さんになれると思うぞ。うん、こんな美味いハンバーグが食卓に並ぶ旦那は幸せもんだな」

　い、今のはちょっと迂だったかもしれない。それでもあまりにも嬉しそうな顔をしている雅を見ていたら、つい頭に浮かんだ感想がぽろっと口に出てしまった。

　変に期待させてしまったかもと一瞬罪悪感で胸が締め付けられる。けれど雅は俺のそんな予想に反して、何だか不愉快そうにつんとした表情になっていて、

「ふーん……」

「ど、どうやら俺、余計なこと言ったっぽいな。ごめん」

　まさかこれって、実は女子的に言われても嬉しくない言葉だったりするの？

「いやさー別にいいんだけどさー。なーんか他っぽい意見なのが面白くないってか。それにさー、本当に『いいお嫁さん』だと思ったら、そんな悠長なこと言ってないでさ、なりふり構わず自分の物にしようとするって思わない？　そうしないってことは他に『いいお嫁さん』の心当たりがあって、アタシは必要とされてないわけじゃん。まぁ愛の場合、その心当たりが誰だか知ってんだけどさ。けっ」

「そ、そか……」

　乙女心って複雑なんだな……。

「それでさ、ご飯も食べ終わったってことで、そろそろ雅が俺の家に来てくれた事情を説明して欲しいんだけど……いいか？」

「んー事情を説明って言っても、最初に伝えた通り、愛斗が不慣れな一人暮らしになって大変だろうから支えてやって欲しい──と、そんな感じのこと言われただけだよ」

「ほんとに、それだけなんだな？」

「…………うん」

　なんだ、今の妙な間は？　何、目をそらしたんだ？

「そうか。まぁともかく、俺の母さんのせいで余計な気を使わせてすまなかった。けど来てくれて、俺のために料理を作ってくれて嬉しかった。本当にありがとな」

　笑顔で心からの感謝を伝える。すると雅は照れくさそうに頬を赤くして、

「ま、まぁ愛には日頃世話になってっから、これくらい全然構わないし、まだご飯作っただけだし、感謝されんのは早過ぎるつーか……。ま、倒れかかった船ってやつで、この二週間アタシがちゃんとあんたの一人暮らしをサポートしてあげっから、期待しなさいな」

「おいおい、それを言うなら乗りかかった船だぞ。沈没しそうになってどうするんだ」

「う、うっさいし。いちいち細かいこと気にする男はモテないからね。愛斗マジキモイ」

「はは、覚えとく。ってか、今日限りでいいからな。そんな二週間もだなんて、いくら雅自身がいいとはいえ、流石に申し訳なさすぎるし、その気持ちだけもらっとくよ」

　俺は苦笑してそう言った。それに俺には氷涼という既に心に決めた人がいるのだ。窮地だとはいえ、氷室に不義理となるようなことはしたくない。それも、雅のここへ来る動機が俺への好意からくるものなら尚。……明日ちゃんと氷室には一言伝えないとな。こういうことがあったけど、疚しいことは何一つなかったって。

「遠慮なんてだーめ。それにこれはアタシと愛斗のお母さんの間で交わした約束だから、元々愛斗には口を挟む権利はないんだよねー」

「ちょ、その理屈はおかしくないか？」

「おかしくないおかしくない。……って実を言うとね、愛斗のお母さんからちょっぴりお小遣い貰える約束だったりするんだよねー。だから速攻クビにされるのはアタシ的にも困るわけ。既にお小遣いの使い道だって決めてるんだしさ」

　な、何だ……別に俺への好意が動機ってわけじゃなかったのか……。安心したけど……自意識過剰な自分を責めたくなったというか──すっごい恥ずかしい！

「あぁー……そういうことだったのか。じゃあしょうがないか……これから二週間の間、雅の負担にならない範囲で全然構わないから、よろしく頼むな」

　ただ、氷室にはちゃんと説明しないとな。それで氷室が嫌がった時は──雅には悪いけど断ろう。

「ん。さんきゅ愛斗」

　にっと白い歯をむき出しにして雅が笑った。つーか、さっきの会話での妙な間はこの事実を隠してたわけか。お陰で恥ずかしい早とちりをしてしまったじゃねぇか。はぁ。

「──よし、上くいったぁ。さっすが愛斗のお母さん、息子の説得方法わかってるー」

「ん、なんか言ったか？」

「いんや、なんも」

「そっか。ま、母さんからのお礼が待ってるにしても、結局は俺のためなんだから──うーんそうだな……。俺の方からも何かお礼ができればいいんだけど……」

「だったらさ。そ、その──お礼に勉強教えてくんないかな？　実はついでに勉強教えてもらおうと思って。ほ、ほら、どうせ明日からどっぷりテスト勉強の嵐が待ち受けてんだし、善は急げって思ってさ。ちゃっかり勉強道具一式もってきてんだけど……いいかな？」

「おう。もちろんだ」

　俺は雅の頼みを喜んで受け入れた。こんなお礼でいいのならいくらでもって感じだけど──妙に気まずそうなのはなんでだろう？　自分から率先して勉強の準備をしてるのは柄じゃないとでも思ったのかな？　今更って感じもするけど……ま、いっか。

　ということで、俺達は食事の後片付けをすませると、いつものように雅の勉強を見始めたのだった。




　そして──




「ご、ごめん愛……」

「ん、どうした？　今度はどこがわからないんだ？　ってか、なんだか今日はやけに積極的に質問してくるな。ま、やる気があるのは教えてる方もモチベが上がってくるから、遠慮せずに、どんな些な疑問でもどんどんと質問してくれて構わないからな。聞くは一時の恥、聞かぬは一生の恥ってやつだ」

「い、いやー、その……これはー別に質問じゃあなくて……あ、あはは」

「へ……あー、もう帰らなきゃいけない時間ってことか。悪い、気付かなくて。んじゃ、今日はこれで解散にするか。駅まで送ってくよ。つーか、今何時だ？」

「そ、それなんだけどさー。実は、とっくに終電すぎちゃってたり──なんて」

「へ……ま、マジかよそれ!?」





　　　　♡






　や、やってしまった……。

　日付の変わった時計を見て頭を押さえる愛斗を前に、アタシはちくっと罪悪感を覚える。

「はぁ……悪い雅、全然気付かなかった。雅がやる気なのが嬉しくて、これで学園祭の準備で遅れてた分を取り戻せるって思ったら……どうやら時間のことが頭からすっぽり抜けてたみたいだ。普段家で勉強する時って、時間をあんまり気にしたりなんかしないから──ってどう言い訳しても完全に俺の落ち度だよな。ごめん」

「あ、あはは、いいっていいって。人間誰にも失敗はあるからさ、アタシはそんな気にしてないし」

　申し訳ないと伏し目がちにそう告げた愛に、アタシは手を軽く振りながら、努めて明るく振る舞ってみせる。

　そんな畏まらなくていいんだよ。だって、だって──

　謝らなきゃいけないのはアタシの方なんだから──!!

　そう、アタシはずっと気付いていたのだ。もうすぐ終電が行っちゃう時間だなって。それを知りつつも、あえてスルーして、おまけに充分時間が経過してからそれを愛斗に伝えたのは……最初から終電を逃す気、ようするに愛斗の家にお泊まりする気満々だったわけで──て、てへっ。

　愛斗のお母さんの情報通りだった。

『あい君は勉強をし始めると、集中しすぎて時間を忘れがちになる癖があるのよね。いいことなんだろうけど、お風呂沸かし直さなきゃいけないのがちょっと困りものだわ』

　そう電話越しに苦笑していた愛斗のお母さん。

　流石はあの氷さんをずっと抑えて学年一位の座に居座り続けているだけある。家で一人で勉強してたらいつの間にかスマホや漫画を握ってるアタシとは大違いだ。そんでもって教えるのも上いときてるんだから、将来は教師とか塾の講師とか向いてるんじゃないかな。──いや待って、そうなると今のアタシみたいな若い年齢の女の子と毎日関わるってことに…………いやーアタシの勘違いだった。ちっとも向いてなかったわ。

　とにかくアタシは、愛斗のお母さんの〝こうすればうっかり終電を逃した風にもっていける〟という助言をもとに、それを実行しちゃったのである。

　愛斗には明かせない、愛斗のお母さんの秘密のミッションがこれだ。

『ママしばらく、お家空けるから、この隙に押しかけちゃってあい君のハート奪っちゃえ』

　これこそがアタシの真の目的だったりするわけで──

　愛斗のお母さんにお小遣いもらえるとか、そんなのはもしもに備えて愛斗のお母さんが用意してくれたでまかせだ。実の息子のことだけあって、どう言えば愛斗が折れてくれるかを完璧に網羅している。ほんと、最強の味方だ。

　そうやってアタシは、作戦通り愛斗に勉強を教えてもらう流れへと事を運び、愛斗がスマホや時計に反応しようとした際には質問して時間を気にさせないようにしていたと。ようするに、やる気はやる気でも、ヤる気だったりなんか──い、いや、これは言葉の綾っていうか、そういう方面は順序が大切というか、やっぱ正式に付き合ってからでごにょごにょごにょ……こほん。

　と、まぁ順調に作戦が進んだには進んだんだけど……実は心残りが一つだけ。

　本当はさー、もっとこう体をくっつけたりとか、消しゴムと間違えたふりして手を握ったりとか、積極的にアピールするつもりだったんだよ。

　けどさー……気がついたら、同じ空間に二人きりで一緒にいるだけのこの幸せな一時を、満喫してるアタシがいて、何もアクション起こさずに終わっちゃったんだよねぇ……。

　せっかくのアタックチャンスを棒にふったことを早速後悔している、だめだめなアタシ。

　けどさ、あの時間だけは全部アタシのための時間と空間だったんだよ。今だけは愛の頭に氷さんのことは一切なく、愛斗がアタシのことだけを考えてくれて、愛斗がアタシのことだけを見ていてくれる。そんな特別な時間。そう思ったらもうマジハンパなくヤバかったつーか、こう心がすっごいぽかぽかしてきて──もうこれ以上はなにもいらないってついそんな気持ちになってしまった。

　けど、もうちょっとだけ、明日の朝まではそんな時間が続けられるんだよね。

　興奮と期待、そしてちょっぴしの不安。様々な感情で胸をドキドキさせながら愛斗を見やる。

　すると愛斗は、困惑と緊張が混じった表情をアタシに向けていて、

「ど、どうする雅？」

「ど、どうするって、なにが？」

　何を尋ねられているか気付きつつも、わざと聞き返す小悪魔なアタシ。

「いやその……ほら、帰れなくなったんだろ。だから……母さんの部屋でよければ、泊まってくかなーって……」

　き、キター!?

「あ、うん……愛斗がよければ、お願いしたいかなと……」

　指先をもじもじとくっつけ、しおらしくそう返す。自然な流れを演出するための演技などではなく、マジでこれが限界だった。顔、にやけてないよね？

「そっか……なら今日はもう勉強はこの辺にして、さっさと風呂入って寝ちまおうぜ。明日早起きになりそうだし」

「うぇっ！　ふ、風呂入って、寝るの……？」

　よからぬことを想像してしまい、もうのぼせたかのように茹だった感覚に見舞われる。そんな処女丸出しなアタシの反応に、愛斗も「あっ」と声を上げ、自分の発言がアタシにどう捉えられたのか気付いてしまって──

「「…………」」

　なんともいたたまれない沈黙が生まれてしまったのだった。

　やばいなんとかしないと。そう思ってアタシは別の話題を口にする。

「あ、あのさ」

「お、おう」

「さっきさ、明日早起きになりそうって言ったでしょ。あれってなんで？」

「あーあれか。だって雅、家に制服取りに行ったりとか、学校の準備しないといけないだろ。だから、時間に余裕持って早いやつに乗ったほうがいいんじゃないかと思って」

「ああ、そういうこと」

　あ、まずった。明日の学校の用意だとか、アタシお泊まりの口実作ることに熱中しすぎてて、その辺がすっかり頭になかったわ。いやーでも、普通に考えて着替え持ってきてたら、それはそれで泊まる気満々だからめっちゃ不自然だったし、これはこれでよかったのかも。

「別にそんな心配しなくてもいいよ。最悪、愛から体育のジャージ借りればなんとかなるし──うん、面倒だからこのまま向かうことにしよっかな。学校にはうっかり全部クリーニングだしたとか適当に言っときゃなんとかなるっしょ。一日だけだしさ」

「そ、そっか。……わかった。サイズだいぶ違うと思うけど、それでよければ貸すよ」

「あはは、借りる側なんだから文句なんて言うわけないじゃん。さんきゅ。ちゃんと洗って返すから」

　アタシはにっこりと笑って感謝を告げる。

　──って……んんんんんんんんんんんんんんんん!?

　まって、アタシ今さらっととんでもない約束しなかった!?　明日一日、あ、愛斗のジャージを着て過ごすって。でもって洗って返す←それはなんかもったいなくね──じゃなくて、それってそれって……。

　めっちゃいいシチュエーションじゃん!!

　朝帰り、泊まった男のジャージを着て登校するアタシにざわめく教室。昼休みにはもう、付き合ってるという噂が広まってて、その空気に居心地の悪さを覚えながらも、満更じゃなくなっている二人がいて──やばいこれちょー青春してんじゃん。たはー。

　よし、明日の作戦はこれだ。一気にたたみかけるぞアタシィ！

　心の中でメラメラと闘志を燃やす。そうしていると、愛斗が遠慮気味に話しかけてきた。

「で、話は戻るんだけど……風呂ってどうする？　もちろん入るよな？」

　お、落ち着けアタシ。これは誘ってるんじゃなくて愛斗の親切心。好意によるものじゃなく厚意によるもの。間に勝手に「一緒に」とかねつ造して変に意識するんじゃないぞぉ。同じ失敗は繰り返さない、冷静に、普通の返答を告げるんだ。

「そーだね。お願いしようかな。あ、先に愛斗が入りなよ。やっぱ一番風呂は家主っしょ」

「ここの家主は厳密に言えば母さんなんだけど……ま、ありがと。とりあえず、風呂沸かしてくる」

「おっけ。待ってる」

「それと、ついでに今のうちにゴミ袋も纏めとくかな。朝からバタバタするのも嫌だし」

「あーそれならアタシがやっといてあげるよ。もともとあんたの家事を手伝いにやってきたんだし。他に何かあったら遠慮なく言ってよ。愛斗はゆっくりしてていいから、お母さんの入院もあって一日中バタバタしてたんでしょ。ここはアタシの好意に甘えとき」

「そ、そうか？　なんか悪いな」

「いいっていいって、遠慮しなさんな。明日の朝ご飯も大いに期待してくれていいからね」

　お、なんか今の会話って、ちょっと同カップルぽくなかった？　うひひ。







「き、来てしまった……」

　目の前にある木製のドアに手をかけ、ゴクリと唾を飲み込む。

　──今愛は、お風呂に入っている。

　同じ屋根の下に素っ裸の愛斗が……そう考えてしまったら、急に顔が赤くなって落ち着かなくなり、リビングの中をうろうろうろうろと延々と往復運動を繰り返していたところ、ふと二階に続く階段へと目がいってしまって足が止まったのである。

　そーいやまだ、愛斗の部屋を見てなかったなと。

　そんな考えが過ぎったと思ったら、気がつけばアタシはここに──愛斗の部屋の前に立っていたのだった。

「お、お邪魔しまーす」

　ガチャリとドアを開け、別に誰もいるわけないのに、そう言ってアタシは恐る恐る愛斗の部屋へと足を踏み入れた。やばい、めっちゃドキドキする。

「へぇー意外と片付いてるってか──でも整理されてるとはいえ、漫画とゲームの量すっご、テレビでっか。あはは。あーあ、なんだか愛斗の部屋だなって感じがする。けど、クローゼットが大きいのだけはちょっといがーい」

　少し興奮気味に、一歩また一歩と足を進めながら愛斗の部屋を見回すアタシ。

「…………」

　そんなアタシの視線が、ある物体を目にした途端、吸い込まれるように固まってしまう。

　アタシの興味を釘づけにした物体。それは長方形の姿をしていて、大きさからしてこの部屋で一番の存在感を誇るマットレスで──ようするに愛斗の寝床だった。

「……ゴクリ」

　と唾を飲み込んだ瞬間には、アタシの体は宙へと浮いていて──その直後、ぼふっとしたマットレスとはまた別な布のクッションがアタシの顔面を受け止めた。

　そしてアタシはそのままそのクッション──愛斗の枕にぐいっと顔を埋めると、すうっと思いっきり息を吸って──

　なにこれなにこれ、ヤバいんだけど、激ヤバなんだけど！　スンスン、アタシ今絶対にいけない扉開いちゃってるよね。クンクン、もう後戻りできないところに来ちゃってるよね。クンカクンカ、ふぁー愛斗の匂いがすっごいする。も、もう他のことなんてどーでもよくなりゅ……シアワセ♡
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「………………。──はっ！　はぁはぁ、あっぶな。危うく理性が飛びかけてたつーか……うん、これは愛に見られたらとんでもない行動ってか、リアルに出禁くらってもおかしくない行動だから自重しとかないと……」

　枕から顔を上げたアタシは、目を泳がせながら独りごつ。けど、そんな理性に反して、体はギュッと愛斗の枕を抱きしめちゃってるのは──やばい思ってたより重症かも。

「そーいえば、愛斗も男なんだし、ここにはあれがあるかもしれないんだよね…………エ、エッチな本」

　き、気になる。

　布団から立ち上がったアタシはエロ本が隠してありそうな場所を探してキョロキョロと見回す。漫画だとベッドの下が定番だけど、あいにくここにはマットレスがそのまま敷いてあるだけだし……とすれば、もう一つの定番『辞書や図鑑の箱の中身が実はエロ本』の線で捜査を開始しよう。

　捜査方針を決めて静かに頷いたアタシは、辞書があるエリア、すなわち勉強机の下へとそろり足を伸ばす。

　バクバクと馬鹿うるさい心臓を押さえつけるようにしながら、アタシは机の上の本立てに収納されていたケース付き辞書に手をかけ、勢いよく一気に抜き取りにかかる。あ、安心して愛斗。あんたが今更どんな変態的な性癖を隠してたって、アタシの気持ちは揺らいだりしないってか、た、たとえば縄で縛ったりとかペットみたいに扱われたり、そのままお外に連れ回してする趣味を持ってたとしても、あんたがご主人様ならアタシは別に──

　と、なんだかよくわからない熱さを覚えながら、アタシはがむしゃらに辞書を引っこ抜いた。すると、隣にあったノートが大きな支えを失ったせいか、ばさっと倒れてしまった。アタシは反射的にその倒れたノートを目で追って──

「えっ、な、なにこれ……？」

　思わず手の中の辞書を落としそうになり、慌てて本立てへと戻す。これはふつーにそれ相応の重さだったし、あの中に入ってるのはケース通りの品物だろう。もし仮にあの中に大量のエロ本がびっしりと詰め込まれていたとしても、最どうでもよかった。そう思わせるくらいの圧倒的なインパクトを、目の前のノートが放っていたのだから。

　一見はなんの変哲もない、どこのお店にも置いてあるＢ５サイズの大学ノート。けれどその表題には、なんと、「砂①」とでかでかとマジックで書かれていたりなんか──

　そ、想像以上にやばいのがきたかもぉおおおおおおおおおおおおお!?

「砂城①ってこれ……どう考えてもアタシのことだよね。砂のお城についてとかそういうベタなオチじゃなくて、きっとアタシのことがこのノートに詰まってるんだよね……それに①ってナンバリングされてるってことは②③もあったりするわけ……？」

　気になる。とぉっても気になる。なんだかちょっとだけ恐い感じもするけど……。

　アタシは一度深呼吸すると、恐る恐るノートに手を置き、表紙を捲った。

　そのノートの内容は、ほんの二、三時間前にアタシが睨めっこしていたものと同種の内容──つまりは勉強の、とくに変哲のない自主学習ノートだったわけで……。

「な、なーんだ。なーんか拍子抜け。っていったいどんなのを期待してたんだよアタシ」

　軽く自嘲しながら、アタシは適当にページを開いて目を通す。ほーさっすが優等生の学習ノートなだけあって綺に要点が整理されていて見やすいといいますか、わざわざ蛍光ペンでワンポイントチェックとか太線が引いてあったりと、誰かに見せる予定でもあるのかなってくらい読み手が意識されただいぶ凝った仕様になっている。あ、このノートの正体がわかったかも。もしや愛ってばこれで商売するつもりなんじゃない？　ほら、国達が夏にやってた同人誌的な、あれの勉強バージョン。学年一位連続保持者のノウハウが詰まったノートなんて、欲しい人は欲しがるだろうし。さっすが頭のいい人は面白いこと思いつきますわ。まーアタシにとっては、愛斗本人様による個人指導があるので永遠に不必要なんだけどね。にしし。

　けど……なーんでそんなノートのタイトルがアタシの名前なんだろ？　それだけはマジで謎なんだけど。

　小首を傾げながら、もっと先にいけばその理由もわかるかもとノートのページを更に捲る。すると、ノートの記述はノートの半分をすぎたところで止まっていてその先からはずっと白紙だった。

「結局、勉強要素オンリーだったってか、ほんとなんでこれが『砂①』って名前なんだろ。もしかしてだけど……」

　そう愚痴りながら、アタシは白紙のページをぱらぱらっと適当に捲る。

「ん？　今なんかあったよね……？」

　すると、ノートの終わりの方に文字が書いてあったのが目に留まり、即座にそのページに戻る。そこにあったのは、さっきとはうって変わってただ無造作に書かれただけの、メモらしきページで、それも──

「ア、アタシのことが書いてある……」

『砂城ウィークポイント』と書かれた見出しの下には、アタシの勉強で苦手なジャンルや、やってしまいがちなミスの傾向などがつらつらと教科別で書かれている。その幾つかには、丸で囲んで「これは難しいので応用編にもってく」なんてメモも挟まれていた。

「こ、これ、もしかしなくてもアタシのために作られたノートっぽい？」

　けど、なんでわざわざこんなものを……。

「──おい、なにしてんだよ俺の部屋で」

「うぇっ!?」

　背後から唐突にかけられた語気の荒い声。その声に驚いて思わずビクッと体を揺らしたアタシは、自分でもよくわからない声を上げてしまう。

　ノートを持ったまま振り返ると、そこにはＴシャツにスウェットズボンと風呂上がりでラフな格をした愛が、ちょっぴしきつい表情で立っていたのだった。

「ど、どもー」

「ったく、リビングにいないと思ったら、まさか俺の部屋にいるなんて……」

　愛斗がやれやれとため息をつく。

「あ、あははー出来心ってか、つい……」

　場つなぎの愛想笑いを浮かべてどう謝るべきか頭の中で模索する。と、愛斗の視線はアタシが手に持ったままだった例のノートに移ってて、

「あ、それ見てたのか」

「う、うん。見ちゃった。それでさ……説明、してくれるよね？」

「あーなんて言うんだろうな。そのノートを一言で表すなら、攻略本、かな？」

「攻略、本？」

「そ、雅が大学入試をクリアするための攻略本。試験に出そうなところと、雅の弱点や傾向を押さえた、これさえ熟読すれば合格間違いなしって感じの」

　そう愛斗は得意げに笑うも、続けざまにきまりが悪いという風に頬を掻いた。

「って言ってもまだ未完成で、今のとこ基礎編にあたるその①の半分程度しか出来てないんだけどさ。最近忙しくてあんま時間とれてなかったから」

「そう、なんだ……」

　やばい、めちゃくちゃ嬉しい。

「にしても攻略本かー。うーん、嬉しいんだけどさ、愛に負担かけすぎてるようで申し訳なくも感じるんだよね。別に今のままで充分つーか、それ以上はアタシ自身が頑張る部分じゃん。そだ、この続きはアタシが作ってくってのはどう？　アタシが愛斗に弱点と対策教わりながら授業でノートとるみたいに書いてく──的な。こういうのを書くことも一種の勉強になりそうだし、毎日時間作って一緒にちょっとずつやってこうよ」

「いや、その心意気だけもらっておくというか、別に乗りかかった船ってわけでもないけど攻略本は俺一人で完成させるよ。それにこれは俺がやりたいからやってるだけだし、負担とかそういう心配はしないでくれ。おっきなイベントも終わって、もう生徒会業務も次の代への引き継ぎ作業ぐらいで、これからは時間的にもかなり余裕が出来るはずだから」

「んー愛斗がそう言うなら、アタシは別にいいんだけど。──あ、もしかして最初は攻略本をプレゼントにアタシを落とそう──とか考えてたんじゃないの？　手書きとか頑張った感出ててポイント高いし、それがサプライズだと尚のこと効果抜群だしねー。攻略本は攻略本でも、実はアタシ自身を攻略する本でした──なんて」

　湧きあがる嬉しさをはぐらかすように、アタシはニヤニヤと意地悪げな笑みを浮かべる。実際アタシはとっくの昔に攻略されちゃってるんだけどね──なんて！

「おいおい、そんなわけあるかよ。──ほら、今はこうして同じクラスで席が隣だから勉強教えられる機会が多いわけだけど、この先ずっと同じ環境でいられるかはわかんないだろ。例えば学年が変わってクラスが離れたり……お互いに恋人が出来たりとかさ……」

「へ……？」

　愛斗の言葉を聞いた瞬間、胸がずきっと鈍い痛みを訴えた。互いに──ってなにそれ。笑えない冗談はいやだよ……。

「けど、俺は雅の進学を応援するって、大学に受からせてやるって約束しただろ。約束したからには何が何でも叶えてやりたいってか、自分の事情を優先したことによって、交わした約束をなぁなぁなまま終わらせる──なんてことは絶対にやってはいけないって思ったってか。雅が苦手な勉強と頑張って向き合おうとしてきたのを一番傍で見てきただけに、この先どんなことがあったとしても、それだけは絶対に達成させてやりたいって思ってさ」

　照れくさそうに目線をそらして愛斗はそう言った。

　それは遠回しな別れの示唆。決別や絶縁というものではなく、恐らくは氷さんと付き合ったら、今までのように二人きりで会える時間は殆どなくなるって意味での。

　それはすごく悲しい──けど、それよりも今のアタシの心境は、嬉しいの方が勝ってしまっていて──

「ってこんなの何様だよって感じだよな」

「ううん、そんなことない。だって──」

　あの勉強を教えてもらっている時間だけが、愛を独占出来る特別な時間だったわけじゃないって知ってしまったから。

　だって愛斗がこのノートを作ってる時間は、アタシが愛斗の心を独占しているってことじゃない。

　ノートの作成。それはつまり、愛斗の中に定期的にアタシだけを思って、アタシのことだけを考えて、アタシだけのために行動してくれる時間があるってこと。嬉しくて幸せで胸がきゅんとする、アタシにとって特別と呼べる時間が存在するわけで──

　もう無理、好きが溢れて止まらない。

　ああ、やっぱこの人はアタシにとって運命の相手なんだなぁって。

　愛斗へと言葉を紡ぐアタシは今、とてつもなく幸せな顔をしてるんだと思う。




「──だって、女の子ってさ。自分のために一生懸命になってくれる人に弱いから」




　そう、それはたとえどんなに格悪くてみっともない姿だったとしても。

　たぶん氷さんも、そんな愛斗の一生懸命な部分に惹かれちゃったんだ。フラれても罵倒されてもめげずに、自分を好きだと追いかけてくれる愛斗の熱心な部分に。

「そ、そうか。なら、よかったよ」

　愛斗が照れたように目を泳がせてぼそっと呟く。

　んーよかったかと言われれば、ちっともよくないんだけどね。そのノートの目的自体は、アタシの求めている未来には不必要なわけだしさ。

　けどありがとう愛斗、大好き♡

　──この時をもってアタシの辞書からは、「諦める」という文字が完全に消失してしまったのだった。





　　　　◆◆◆






　信じていた両いの彼が、いつの間にかクラスで仲のよかったギャルを自分の家にお泊まりさせる関係になっていた……。

　私がその衝撃的な事実を知ったのは火曜日、日付が変わって二時間ほど経過してからのことだった。休日の二日間を積みゲーの消化に費やすと田君から聞いていた私は、きっと集中しだしたらつい時間を忘れて夢中になる彼のことだからこの時間でも起きてるはず、まだ間に合うわよね？と、考えて、『明日は一緒に登校しましょう』と送ったの。学園祭はトラブル続きであまり進展がなかったから、今度は私から距離を詰めようと思って。……そう決意したのが夜の十時で、結局行動に移すまでに日付が変わっちゃったんだけど。

　すると案の定起きててくれた田君からは──『雅も一緒だけどいいか？』と、少し理解に苦しむ内容が返ってきて、「いいわけないじゃない！」と嫉半分悪戯半分で『もし私だけを選んだら、素敵なご褒が待っているかもしれないわよ』とにまにましながら送信したの。──そしたらそしたら、

『選ぶも何も、実は既に雅と一緒にいるんだけど……』

　とかぁあああ、理解不能な返事が来ちゃったのぉおおおおおおおおおお!!

　こほん。まぁそれからの田島君のラインで、田島君のお母さんが検査入院したこと、そして砂さんがお、お泊まりしてる経緯を説明され、思うことはあれど一応は納得して集合場所に指定した丸駅に向かったわ。だって、このままふて腐れてしまったら、田島君と砂城さんがずっと二人きりになるじゃない、そんなのダメ、絶対！

　ええ、ここは未来の妻としては穏便に対処するところ。私と両いな田島君は誠実な人なのだから、きっと何もなかったに決まってる。そう彼を信じる気持ちさえあれば、何も憤る要素なんてないのだから。と、心の中で優雅に微笑み、先に駅に着いた私は田島君を待っていた。──のだけど、だけどぉ。

　砂城さんが田島君のジャージ着て登校してくるなんて、聞いてないわよぉ!!　もー田島君のばかぁああ！　確かにね、体操着を貸すこと自体は浮気でも不実でも何でもないと思うわ。でもでも砂城さんたら、登校中の間ずっと熱っぽい目で田島君のこと見ていたのよ。ええ、貴女先週はあそこまで露骨に好意丸出しな様子じゃなかったわよね。絶対何か起きてるわよね!?　好感度の大幅アップデートが実行されちゃってるよね!!

　そう胸中で荒ぶりつつも、もしもの懸念から臆病風に吹かれた私は何も問い質すことができなくて──現在、昼休みまでこの一件を引きずっていたりする。

「……相さん、これは友達の話なのだけれど」

「はいはい。氷さんの話だねっ」

「……その人には相思相愛の相手がいて、付き合うまで秒読みの関係なのだけれど、でもその彼にはお互いを名前で呼び合うとーっても仲のいい女友達がいて、どのくらい仲がいいかというと、彼の母親とも友好的で、そのお、お泊まりするほどの仲なの。いくら友達だからって、やっぱり未来のカノジョとしては見過ごせないじゃない。……その人はどうするべきだと思うかしら？」

「うーん、これがラブコメだったりしたら、その女友達は実は幼なじみで、お互いを異性として意識していないみたいなオチだろうから安心って感じだけど──まっ、客観的に見て、まずその人の相思相愛ってところから本当かどうか怪しいよね。この情報だけだと、その人が勝手にそう解釈して舞い上がってるようにも見えるから」

「違うもん。田君と私はちゃんと両いだもん」

「けど、未だに苗呼びなんだよね。砂さんとは違って」

「……大丈夫だもん。愛斗君との深い絆の前では、今更そんな些なステータスの差なんて関係ないもん」

「そう言うんだったらしれっと抵抗して名前呼びに変えないでよ」

「ぷいっ」

　相さんのジト目から、私は椅子ごとクルッと体を回して逃れる。だって、だってぇ……。

　ちなみに今私達がいるのは生徒会室。学園祭が終わり、今日から中間テストの試験準備期間となって、生徒会も一週間の間お休みになるのだけれど、私にはどうしても生徒会長として果たしておかなければならない案件があったのである。

　相沢さんはそのサポート役。田島君は……案件が案件なだけに、呼びづらくて。諸の事情を理解している相沢さんに付き添ってもらったというわけ。

「しつれいしまーす」

　陽気な声と共に、私の待ち合わせ相手──砂城さんは生徒会室へとやって来た。相変わらず田島君のジャージを着ているのがうらやま──い、今は我慢よ私。審問者として威厳を保たないと。

　砂城さんはそのまま足を止めずに応接スペースへと進んでだらんと椅子に座り、生徒会長席へと目を向ける。

「で、氷さん。話って何なわけ？　ま、大方愛絡みのことだろうけど」

「あら、話が早くて助かるわ。そうね、単刀直入に言うと、不純異性交遊は生徒会長として見過ごすわけにはいかないってところよ」

「ふーん生徒会長として、か。ほんとにそれだけ？」

　砂城さんが訝しむ視線を飛ばす。

「ええ、もちろんよ。だからほら、こうして相沢さんにも役員の一人として同席してもらってるわ。私一人の感情で偏った判決がでないように」

　エエ、ワタシニタイナドナイワ、マッタク。

「けどさー、アタシはただ愛斗の家に泊まっただけでー、しかも親公認なわけじゃん？　不純異性交遊ってのは言い過ぎというか、ちょっとひどくないって思わない？」

「確かに、砂城さんの言い分も一理あるわね。けど、不純異性交遊予備軍とは言えるわよね。だったらその可能性の芽を予め摘み取っておくのが生徒会の務めだと思うの。ようするに、貴女をここに呼んだのは、事情聴取と注意ってところかしら」

　さぁさぁ吐いてもらうから、昨日田島君と一晩何をして過ごしていたか、分刻みで。

「へー。でもそれってさぁ、逆に聞くけど健全なお付き合いだったら全然構わないってことだよね」

「そ、そうね。男女交際は別に禁止ってわけではないのだから」

「じゃあ、アタシと愛が付き合ってもおっけーなんだ。生徒会長的に、健全なら」

「うっ……」

『そうなるわね』と出そうになって慌てて飲み込む。いいわけないじゃない！

「ほえー、言っちゃうんだ。そんな田君を好きだと公言するようなこと」

　相さんがわざとらしく手で口を押さえて驚く。

　すると、砂さんは手を頭の後ろに回し、開き直った様子で清しく笑った。

「まーね。氷さんには前にも言ってるし、この面子で隠すのも今更じゃん。全員、同じ男が好きなんだし」

　全員？　ああ、そういえば砂城さんは相沢さんの告白が虚偽のものであったことを知らないんだったわ。これ、言わないほうがいいのよね？

　ちらり相沢さんの表情を窺う。

「全員、好き、か……」

　なにやら複雑そうな表情の相沢さん。これは……言うのかどうか迷ってるってことかしら？　まぁ本気で好意を持ってる相手を前に、「実はあの告白嘘でしたー」なんて言えないわよね。かくいう私も最初からあの場に立ち会っていなかったら、嘘の告白をしようとした相沢さんの動機を聞いていなければ、きっと相沢さんにいい感情を抱けてなかったでしょうし。

「ってなわけで、アタシは今日も愛斗の家に晩ご飯作りに向かうから。彼のハートを射止めるにはまず胃袋から、なんて。心配しなくても今日はちゃんと終電に遅れないようにするよ。健全なら、なんも文句ないんでしょ。んじゃ、そういうことなんで」

　言い終えるやいなや、砂城さんは立ち上がり、軽く手を振って去ろうとする。

「ま、待ちなさい。あるわよ文句、──生徒会として」

「へーどんな？」

　砂城さんが振り返って意味深な視線を私に向ける。

「ほら、砂城さんが田島君の家に行っているのは、お母さんの突然の入院によって不慣れな一人暮らしで大変な思いをしているうちの副会長をフォローするためでしょう。だったら生徒会としては身内の負担を一個人に押しつけるのはとてもじゃないけど、許される所業ではないと考えるわ。生徒会として、同僚が困っているなら率先して支えてあげるべきだと思うもの」

「ふーんようするに、アタシが毎日愛斗の世話をしていたら大変だろうから、氷室さんが代わりばんこで手伝ってくれるってこと」

「ええ、そういうことね。それに今は中間テストの試験準備期間でしょう。砂城さんはお世辞にも成績がいいとは言えないから、勉強に専念できるように、最悪私が全部引き受けても構わないと思ってるわ。ええ、生徒一人一人の快適な学園生活の助けとなるのが生徒会、ひいては生徒会長としての責務だから。それには田君だけでなく、砂さん、もちろん貴女のことも含まれているのだから」

　私は任せなさいと優しく微笑んでみせる。よしよし、持ちうる手札を巧みに使った完璧な理論戦術。これで自然と田島君のお家にお邪魔できる運びが出来たわ。流石私、これなら砂城さんもなっと──

「いいよ別に。愛のお母さんに頼まれたからとかそんなの抜きに、アタシ自身が好きでやってるわけで、代わってもらいたいとか、そんなの一切思ってないからさ」

「……へ。で、でもそれでは困るわ。そう、生徒会としての立場ってものがあるもの──」

「だからさぁ、その生徒会としての責任感だけで言ってるんだったら、いらないって言ってんの。好きな人に立場とか義務感のために嫌々接せられるとか、そんなの許可するわけないじゃんか。けど、悔しいけどあんたの言うとおり、アタシも毎日そっちばかりにかまけてて成績落としちゃったら、それはそれで勉強教えてくれてる愛斗に申し訳がたたないんだよね。だから、氷さんが副会長だとか抜きに愛斗個人のためを想って手伝いたいってなら、まぁ渋々半々で譲ってやってもいいんだけど──どうする？」

　砂城さんの真っ直ぐな瞳が私を射く。相さんも私がどう答えるのか気になるとばかりに、私の顔をじっと見つめていて──

　こ、これは……試されてる……わね。

　ええ、ここまで言われてしまったら、もう本当のことをぶつけるしかないもの。

　私は気を切り替えるように深呼吸すると、実直な眼しを砂城さんに返した。

「……降参よ。ええ……い、今のは全て、建前上の便宜にすぎないわ。本当は、田島君が不慣れな一人暮らしで苦労しているというなら、力になってあげたい。今まで生徒会副会長として──いえそれ以上に、私個人を色々な側面から支えてくれた彼に恩返しをしたい。こ、これでいいかしら……」

　素直に話すにつれ恥ずかしさがこみ上げてきて、段々と視線が下に落ちていく。けど、ここで逃げてはだめだから。ちゃんと真っ向から気持ちを伝えないと。

　でなければ、砂城さんと同じ土俵に立ってるとはいえないから。

「……ごめんなさい。もう一つ、理由があったわ」

　顔を上げ、砂城さんを見据える。

　もう、いい加減さよならしないといけない。

　本音が否定されるのを恐れ、つい建前という盾に頼ってしまう臆病で卑な私とは。

　心が傷つくのを怖がって、すぐ保守的なスタンスに走ってばかりの私とは。

　この心の底から湧きあがる田島君への感情は、恩とか義理などの厚意によるものではなく、純粋な恋愛感情によるものだって。

　あの映画館の時に隠してしまった本心を、今度こそ声に乗せて伝えるの。

　私が今、本当は何を思っていて、何がしたいのか。

　恋敵である砂さんに一番、私が何を言いたいのかを。ええ、こうなったらとことんもの申してあげるから！

　様々な決意を胸に、私は毅とした態度で心のままに言葉を放つ。もう、感情任せの出たとこ勝負。なるようになれ、よ！

「田君が……私の好きな人が他の女の子と二人きりでいるなんて見過ごせるわけないじゃない！　しかも田島君のお家でよ。それにそれに、いつの間にかお互い名前で呼ぶようになっているわ、家族公認にまでなっているわ……もう、本当に今でも私と田島君が両いなのか、自信がなくなっちゃうじゃない……」

　それが今朝、砂城さんと一緒に現れた田島君を前に何も言えなかった理由。

　以前にも私が抱いた危機感がどんどんと現実になっていて、私には到底不可能な早さで距離を縮めていく砂城さんが恐かったから。

　これでもし、田島君が砂城さんにその気のある素振りなんか見せたりしたら、感情が暴走してきっとまた余計なことしかいえない、だめだめな私が出てくるってそう思ったから。

　だからまた、建前という余計なシェルターをこしらえて挑んでいたんだと思う。

　最初から本音をさらけだして全力で挑んだ末、もう両想いは過去の話だとすっぱり切られるのが恐くてたまらなかったから。

　私の言葉が意外だったとでも言うように、相さんが目をぱちくりと丸めて驚いている。そして砂城さんはというと──まるで私の本心を知っていたかのように、肩をすくめたのだった。

「愛への思いを認めるってことは、以前好きだった相手への未練は完璧に断ち切ったってことでいいんだよね」

　………………は？

「あの、何を言ってるのか理解できないのだけれど。私の初恋はその……田島君よ」

　うぅ頬が熱い。恥ずかしい。

　が、せっかく羞恥を押し殺して打ち明けたにも拘わらず、鼻で笑った砂城さんは全く聞く耳を持ってくれなくて、

「いやいや、それはいくらなんでも無理ありすぎじゃない？　あんな他の男のこと好き好き言ってた後で、そんな告白されてもさ。なに、それとも、『その人で恋に落ちるのは初めてだから、私の恋はみーんな初恋』みたいな、キャラ作ったアイドルっぽいことでも言いたいわけ？」

　他の、男……？　もう、さっきから何なのかしら。私が懸命に心の内を明かしているというのに、砂さんったら、しらばっくれても無駄だみたいな感じで食いついてきて──そういえば、田君のお母様が浮気がどうとか私に言い出したのは、砂城さんがお母様に何か耳打ちした直後だったような……。

「あのう、だから……その好き好き言ってたのは全部彼──田島君のことだけど……」

「へ……？　いやだってあんた、一学期の頃、好きな相手との恋の応援を愛にしてもらおうとしてたじゃんか。その代わり友達になってあげる的な──」

　し、してましたぁああ！　それ、もしかしてそれが、田島君のお母様に浮気だとか二股だとか言われていた元凶だったりするの!?　これ、因果応報ってことよね、うぅ……。

「あ、あれは込み入った事情があって結果的にああなってしまったの。それで一時田島君や周囲には多大な誤解を招いてしまったようだけど……当時の私は田島君と友達になれた嬉しさからすっかり舞い上がってて、他のことはどうでもよくなってしまってたのよね」

　決まりが悪くて目が泳ぐ。すると砂城さんは信じられないと大きな声を上げて、

「はぁ!?　……じゃあ、夏にナンナんとこの占いで会った時の好きな人どうこうって会話も、全部愛斗に対してだったとでも、アタシへの牽のつもりだったとでも言いたいわけ」

「……こくり」

　あ、あれも気付かれてなかったのね。私としては相当勇気を振り絞って出た行動だったのに……。しょっく……。

「あのね砂城さん、わたしから言うのもなんだけど、その辺全部事実だよ。内緒にしてたけど、わたし実は一年の時から氷さんが田島君のこと好きなの知ってたの」

「は、一年の時からぁ!?　いやいやまって、百歩譲って今までの氷室さんの話が全部本当だったとしても、その話だけは百パー無理あるっしょ。仮に愛斗が初恋で、一年の時から好きだってんなら、六月に愛斗にコクられた時点でオッケーしてるよねって話だし。まさか、あの時は突然の出来事で気が動転してて、気がついたらフってました──とか漫画みたいなこと言わないよね!?」

「うっ!?」

　困惑する砂城さんの鋭い指摘に、クリティカルヒットを貰ってビクッと肩を震わせた私は、その追及から逃れるように顔をぐいっと九十度回転させて逸らす。

　黒歴史すぎてそのまま何も言えずに固まっていると、無言の肯定と受け取ったのか、砂城さんはみるみると目を見開いていった。

「う、嘘でしょ。その、まさかなの……!?」

「……ええ、そうよ。あの時の私は、緊張してちょっぴり返す言葉を間違ってしまったの」

　手を口にあて慌てふためく砂城さんを前に、赤らめた顔を俯け、静かにそう告げた私。

「ちょっぴりってあんた──聞くところによるとぐうの音も出ないほどバッサリだったって話じゃん。それをちょっぴりとは表現しないと思うんだけど！」

「……人間、色々とあるのよ……」

　私は小声で口にする。ええ、事実なので何も言い訳のしようもございません。

　すると、にこやかな顔をした相さんが間に入ってくれて、

「なーんて言うのかな、氷さんは好きな人の前だと素直になれなくって、つい反対の態度をとっちゃう、ツンデレを超越した存在、いわゆるあまのじゃく系女子なんだよねっ」

　あ、あまのじゃく系女子!?　何なのよその分類、初耳なのだけれど。

「そ、そうなるのかしら」

　とりあえず、話を進めたいから認めるとしましょう。

「なに？　ってことはあんた、ずっと愛のことが好きだったのに、なかなか素直になれずにいて、しかも勢いでせっかくのチャンスを棒に振っちゃったっていうの？」

「そ、そうなるのかしら。けれど、それから私、反省して結構頑張ってみたのよ。なるべく周りに気付いてもらえるように、好きって言葉を表に出すようにして……どうやら貴女にはそれが原因で変な誤解を与えてたみたいだけれど」

「いやあれは無理があるっしょ。主語をちゃんとアピールして欲しかったっつーか、アタシがバカだからとかそういうの抜きに、誰が聞いても、アタシと同じ考えに辿り着くからね。絶対」

　あれでは誤解を招いて当然だと、砂さんは主張する。

「……だってだって、好きな人の、田君の名前を口にするのって恥ずかしいじゃない」

「あーアタシこの十数分でだいぶ氷室さんの認識変わったわ。天才美少女と学校のみんなに一目置かれる存在が、まさかとんだポンコツだったとはねー」

　砂城さんの呆れた視線が痛い。し、仕方ないじゃない、だってこの歳まで恋したことなんてなかったんだもの。みんな忘れてしまってるだけで、初心者の頃は誰だってこんな感じよ……たぶん。

「で、ポンコツな氷室さんが未だにコクらないでいたのは、アタシが予想していた前の恋愛を引きずっているから──などではなく、恥ずかしくって行動に移せなかったから。コクらないじゃなく、コクれないだったと。結果はハッピーエンドだってわかりきってるのに。はぁ……これさー、同じ相手に片いしている身としては、ぶちぎれてもいい話だよね」

「そ、それも理由の一つではあるわ。けど……一番の理由は、田島君の告白にあんな酷い仕打ちをしてしまった以上、まずは一度ちゃんと心の底から謝罪してからにしたいと思っているからよ。ええ、あの不始末をなぁなぁにしたまま交際するなんて、絶対にあってはならないことだもの」

「ふーん。流石にそこはちゃんと弁えてるんだ？　ちょびっとだけ見直した。……で、まだまだその心は準備中ってわけ？」

「うっ……そ、そうなるのかしら」

「おーい氷さん、さっきからずっと同じ発言の繰り返しで、まるでそうなるのかしらスイッチをずっと押してるみたいな感じになっちゃってるよー」

　痛いところを突かれてつい目を泳がせた私に、相さんがもっと頑張ろうよと笑顔でエールを送ってくる。どことなく楽しんでいるように見えるのは……私の気のせいよね？

「ま、何はともあれ、あんたの本心はよーく理解できたよ。で、話は最初に戻るけど、せっかくだからこれで決着つけない？」

「決、着？」

　私が言葉の意味がわからず首を傾げていると、砂さんはにっと白い歯をむき出しにして笑ってみせる。

「そ。アタシ自分で言うのもなんだけどさー、今けっこー愛といい線いってると思うんだよねー。それはどれくらいかって言うとー、両いに慢心してお高くとまっていたはずの相手が焦って本音をぶちまけてくれるくらいには」

「うっ!?」

「だからさー、ここいらで決戦といこうよ。愛斗が一人暮らしをしているこの二週間、アタシ達が交代交代で愛斗のお世話をしてアピールすんの。それで、その二週間が終わったらアタシ愛斗に告白するわ。──大好きだから結婚してくれって」

「え、いきなり結婚なのっ!?」

　砂城さんの告白内容に、相沢さんが目を丸めてビックリする。砂城さんが結婚するのはいただけないけど……はて、今の言葉のどこに驚く要素なんてあったのかしら？

「んで、氷室さんはその間アタシの邪魔をせず、秘めた想いを秘めたままにしてもらうと。いいよね、こんくらいハンデもらっても。最終的に選ぶのは愛斗のほうなんだし」

「……そうね。わかったわ。これから二週間、お互いに田君の家事を手伝ってアピールする。二週間の通い妻生活が終了した後、まず砂城さんが告白し──そして、私もこ、告白をすると。これでいいわよね」

「んーま、そんな感じかな」

「ちなみに、不純異性交遊の観点から、田島家にそのままお泊まりするのは禁止行為とさせてもらうわ。学園で騒ぎになったら色々とまずいもの。いいわよね」

「おっけ。ま、そこは腐っても生徒会長。ちゃんと考えているってわけか」

「ただし、フェアプレイの観点から、私は初回のみお泊まりを許可される──これについても異論はないわね」

「アタシの感心を返して欲しいんだけど！」

　砂城さんが損したと唸る。

　だってぇ、貴女だけお泊まりだなんてずるじゃない。アンフェアよ。

「……いちおー聞いとくけどさ、相はどーすんの？　参加する？」

「え、わ、わたし？」

　躊躇いがちに放たれた砂さんの言葉に、相沢さんが自分を指して驚きの声をあげる。

　まぁそうよね。砂城さんは例の嘘告白で、相沢さんが田君のことを好きだったと勘違いしているからこの件について振ったんだろうけど、実際は違って完全な傍観者なのだから。それなのにいきなり話題に入れられたら戸惑うのも無理ないわ。

「んー……そうだなぁ…………参加、しよっかな。もちろんフェアプレイのお泊まりも込みでっ」

　相沢さんは少しだけ黙考すると、そう言ってえへへと少し恥ずかしげにはにかんで──って、えっ、嘘でしょ、どうして？

「まー妥当な展開か」

　違うわよ砂城さん全然妥当じゃないの。おかしい、この展開はおかしいのよ。

　じとーっと私が怪な視線を向けるも、相沢さんは特に気にすることなく砂城さんと田島君のお手伝いローテについて話し始めた。

　ほんと、何を考えてるのかしら相沢さん？

　──は！　わかったわ。そういうことなのね。

　この勝負は、攻める側の砂城さんが自分のターンの日が少なくなるほど、田島君を落とす機会が減り、実質的に不利な状況に陥ってしまう。守る側の私は、今の関係を持続させればいいだけで、参加者全員均等なら数を減らされても全然構わない。つまり、本来なら相沢さんという挑戦者が増えたことで、警戒対象が増えて守る側がより困難な状況を強いられるのだけど、もとより相沢さんにその気がない以上、実質的に砂城さんの攻撃回数がただ減っただけになるというわけね。

　私をサポートしてくれるために参加してくれたってことよね？　ありがとう相沢さん。いい友達を持てて、私はとっても嬉しいわ。

　よし、相沢さんの厚意に応えるためにも、私も田島君がずっと私を好きでいてくれるように頑張るわよ。

　それにこれは、私達の結婚生活シミュレーションにもなるわけだから。……でゅへへへ。







「──ってことで、色々とあって私と砂城さんと相沢さんの三人で、一人暮らしになってしまった田島君のお手伝いをすることにしたわ。はいこれ、ローテ表よ。ちなみに今日は私がお邪魔する番だから、よろしく」

「はぁ!?　色々っておい……いったいなにがあったんだよ!?」





　　　　◆






　どうしてこうなったのか？　よくわからない内に、氷と相と雅の三人がかわりばんこで俺の一人暮らしの面倒をみてくれることになっていた。

　正直、一人での生活に関してはそこまで困ってないと言うか、確かに今まで勉学優先で母さんに甘えっぱなしだったから、生活力はない方だとは思うけど、それでも二週間だ。洗濯機はうろ覚えだけど動かせないことはないし、食事だって料理がからっきし出来ないってわけでもない。別にまだ若いしカップ麺とコンビニ弁当で食いつないでも、まぁ平気だろ。……それに、中間テストの勉強で忙しいこの時期に俺の手伝いなんて申し訳なさすぎる。だから遠慮しようと、最初はそう思っていたのだが──何かやる気満々な様子の三人を前に、とてもじゃないが断れる雰囲気じゃなく、悪いと思いながらもついお願いしてしまった。色々とあってこうなったと氷室は語っていたが、そう口にするには裏表がないからか、心の声が聞こえてこなかったのでその経緯は謎なままだ。ほんといったいなにがなんだか……。

　そして今日は、氷室が家にやって来る番らしい。ちなみに泊まるんだとか。

「別にふつつか者ってわけではないけど、まぁ適度に頑張らせて頂くわ。よろしく」（き、緊張する……。田君のお家に入るのなんて初めてだから、至らない点が色々とあったりするかもしれないけれど──でも精一杯頑張ってお世話するから、見ててね田島君！）

　午後五時前、一度自宅に帰って準備をしてから俺の家へとやって来た氷室が、リビングにあがると淡々とそう告げた。その緊張という本音を裏付けるように、氷室の目が家に来てからずっと一点に留まることなく忙しなくキョロキョロと動いてるのが──もう、たまらなくかわいい。

「お、おう、よろしく……」

　顔に熱を覚え、喉がつまる。俺も人のことを言える立場ではなかった。す、好きな子を家に上げるのは思ってた以上に緊張するんだな。それも二人きりだと考えると尚──と、とにかく、何か会話して気を紛らわせよう。

「にしても、よく迷わずに辿り着けたな。この辺初めてだろ？」

　もちろん俺は駅に着いたら迎えに行くって言ったんだけど、そしたら子供ではないのだから心配ご無用ってあっさり断られたんだよなぁ。

「あら、私は生徒会長よ。緊急の事態にそなえて生徒が通う地域の地理に詳しいのは当然じゃない。ま、そういうことで別に田島君だから知ってたってわけでもないから、変な勘違いしないでちょうだい」（ほらほら、田島君がもし風邪でお休みしたら、お見舞いに行かなきゃならないでしょ。だからね、いざという時に備えて、ちゃーんと何回かシミュレーションしてあるの！　どうかな、しっかり者のカノジョだって褒めてくれてもいいからね。えへへ）

〝生徒会長〟ってその建前よく使ってるけど、そこまで万能じゃないからな。好きでもない生徒の個人情報網羅してる生徒会長なんてきっとフィクションの世界にしかいないから。ってか氷が前に俺の家が一戸建てだと知っていた理由は、そういうことだったのか。

「それで、自分から家事の手伝いを申し出ておいて今更こう尋ねるのもなんだけれど──これからどうすればいいのかしら？　晩ご飯の準備にはまだ早いわよね？」

「あーそれだけど、とりあえず今からスーパーに買い出しに行こうと思うんだ。洗剤とか諸これからの生活に必要そうな物を一通り揃えておこうと思って。氷室が来る前にメモ取っといたから、来てすぐで悪いけど買い物に付き合ってくれ」







「それで氷室は何を作ってくれるんだ？」

　スーパーに入って買い物カートを押しながら、俺は何気なしに尋ねた。

「そうね、逆に聞くけど、貴方は何が食べたいのかしら？」

　氷室が得意げに口の端をつり上げて返してくる。お、この様子だとやっぱり天才美少女氷室涼は料理の方も何でも出来るって感じみたいだ。これは期待出来るというか、今からでも涎が出そうになる。なら、ここは両いの相手っぽく──

「俺は別になんでも。氷室が作ってくれるならどんな料理だって嬉しいに決まってるから」

「はぁ……そういうのが一番困るのだけれど」

　えぇ、この返しじゃだめだったの!?　アニメだとヒロインがめっちゃ喜んでいたのに。

　本気で呆れる氷室を前に、俺は胸中で絶句する。けど……氷室の耳がほんのり赤くなっているように見えるのは満更でもなかったって受け取っていいんだよな？

「じゃあ……オムライスとか？」

　少し悩んで俺はそう答えた。肉じゃがとどっちかで凄い迷ったけど、ケチャップでハートを描いてくれる氷室を妄想してしまって──かわいすぎて断トツでこっちだ。

「オムライスね……ちょっと待ってもらえるかしら？」

　そう立ち止まってスマホを取り出すと、氷室は眉間に皺を寄せて何やら確認し始めた。もしかして、マイレシピがメモってあったりとか。

「……よし、わかったわ。それでは本日の田家の晩ご飯のメニューはオムライスとすることにしましょう」

「よろしくお願いします。あ、予算とか特に気にしなくていいから、氷室が好きなように食材を選んでくれ」

「了解よ。では、まずは野菜から選ぶとしましょう」

　こうして俺達は氷室指示の下、オムライスの食材を順調に選んでいく。

　と、それは乳製品と飲料水が並ぶコーナーにさしかかった時だった。

「ん？」

　何やら背後に妙な視線を感じた俺は怪な顔で振り向く。

　はたして、俺の目に映ったのは君学園のものではない制服を着た、四人組の女子高生──というか、中学時代の同級生だった。

「げっ」

　面識のある顔ぶれに思わず声が上がる。向こうも俺と目があった途端、ばつが悪そうにさっと一斉に目をそらした。なんだろう、あいつらとは別に単なるクラスメイトの関係でしかなかったんだから、この状況的にも目があって気まずいと感じるのは普通の反応なのに、こう心に傷を負った気がするのは……。

「田君、彼女達とはお知り合いだったりするの？　ぱっと見、あまり良好な関係には見えないのだけれど」

　俺の目線を追った氷が、戸惑いながらも興味津々な視線を送ってくる彼女達を見ながら不思議そうな声を向ける。

「知り合いっていうか、中学時代に同級生だったってだけの間柄だよ」

「そうなの？　でも、それだけの関係であんなにも驚いたりするものなのかしら？　田島君がこの辺に住んでいる以上、こんな風にスーパーでばったり出くわしてもおかしくはないと思うのよ。けど彼女達のあの反応、それにしては少し大げさすぎるわよね」

　そりゃあなるだろ。完全に地元の知り合いに出くわす可能性が頭になかったってのはあるけど、俺だって逆の立場だったらあんな感じだっただろうし。

　これ、言っても大丈夫だよな？

「あーそれはだな……いいか氷室、冷静に聞いてくれ」

「ん？　よくわからないけど、ひとまずわかったわ」

「高校生の男女二人が、私服で一緒に晩ご飯っぽい買い物をしていたら、客観的にどう映ると思う？」

「そうね……こ、恋人同士だと受け取るんじゃないかしら。……その、客観的には」

　恥ずかしそうに氷室の視線が下に落ち、声がしぼんでいく。

「ってことだ。つまり、あいつらの心境を要約すると、久しぶりに中学時代の同級生にばったり出くわしたと思ったら、なんだかカノジョ連れてて、すごい気になるけど、単に同級生だったって関係なだけにどんな反応すればいいのかわからなくて気まずい──ってところだろうよ」

　それも、女優か何かと見間違えるくらいのめちゃくちゃに美人なカノジョを。

「特に俺の中学時代なんて、勉強にゲームと女っ気なんて一ミリもなかっただけに、尚ビックリしたんじゃないか。あの田島にカノジョがいるなんて意外──的な」

「……なるほど。そういうことだったのね。だったら──」

　そこで一旦言葉を止めて小さく頷くと、次の瞬間、氷はこの前の学園パンフレットの撮影の時みたく、カートを押す俺の腕に自分の腕をぎゅうっと絡めて抱きついてきたのだった。

「ちょ、おい──」

　突然のことで頭が真っ白になる中、後ろから上がった黄色い声から彼女達が動転していることだけは伝わってきて──

「せ、せっかくだから、このままとことんビックリさせてあげるのが……お、面白いと私は思ったのだけれど……ど、どうかしら？　もちろん、貴方が構わなければ、だけれど」

「あ、ああ。氷室がそれでいいなら、俺は別に構わないけど」

　か、構わないけど、あ、あたってるぞ。胸が、ふにゅっと。お、俺は別に構わないけど。

「それにあの子達が田君にカノジョがいて意外だと思っているということは、あの子達的には田島君は論外だったってことよね。それはそれで、なんだかむかつくわ」

「そ、そうか。氷室その──ありがとう。なんていうか……今の言葉は素直に嬉しかった」

　俺が満面の笑みでお礼を告げると、氷室がはてと首を傾げた。

「あら、何か勘違いしてないかしら？　私に男を見る目がないと思われていそうでイラっときたというだけよ。ただそれだけ。他に他意はないわ」（ふふ、中学時代に田島君の魅力に気付けなかったことを後悔するといいわ。残念でしたーこれはもう私のものだから。あげなーい。ぎゅー）

　本音に合わせて、氷室がよりぎゅっと腕を絡める。

　ひ、氷室が自分から積極的に恋人アピールしてくれるなんて──!!

　それは氷室にとってあまり深い考えなどない、無意識な行動だったんだと思う。

　だからこそ、ぎゅっと抱きつく氷室の腕からは純粋な好意がひしひしと伝わってきて、俺はとっても幸せな気分につつまれたのだった。




　のだが、非常に残念なことに、この日はこのままハッピーエンドで終わってはくれなくて──




「……鶏って、なかなか切りづらいわね。む……むぅ、むむむ……」

「はぁ何おかしなことを言って──って!?」

　それは帰宅後、晩ご飯を作っていた最中。

　氷室と一緒に台所に立ち、お皿の準備をしていた俺は、後ろから聞こえてきた不穏な声にふと振り返った。

「待て待て氷室、そんな乱暴な切り方は危ないだろ、おい！」

　するとそこにはなんと、鶏めがけて勢いよく包丁を叩きつけている氷がいて──俺は慌てて氷室の背後から腕を掴み、その危険行為を止めた。

「!?　な、ななな何してるの田君!?　今はその料理中よ。エプロン姿の私に欲情するなら後にしてもらえるかしら。──ってちがっ、後でもだめよ、だ、だめに決まっているから、さっさと放して。放しなさい」

　空中で包丁をぶんぶんと回しながら、興奮したように顔を真っ赤にしてもがく混乱状態の氷室。なんというか、まるで殺人を起こそうとした人を未然に阻止したみたいな光景になってしまっている。

「何してる──は俺の台詞だろ!!　氷室、今のはなんなんだよ。まるで初めて包丁を扱うみたいに…………鶏肉を押さえる方の手も空いたままで──ったく、俺をからかうにしても流石に危ないのは勘弁してほしいというかだなぁ」

「……だって、まるでなどではなく、実際鶏肉を切るのは初めてなんだもの。仕方ないじゃない」

　語気を強めた俺の言葉に氷室がふいっと顔を背けながら反論する。

　──は、初めて!?

「はぁ？　い、いやそれこそ冗談だよな。だってほら前にも生徒会の時さ、夏休みのお昼って何食べてるって話題で、まったく料理しない俺のこと笑ってたじゃん」

「あら、別に嘘はついていないわよ。料理自体はできるもの。ラーメンにスパゲッティ、うどんそれからそば。あと、時期はすぎたけどそうめんも作れるわ」

「全部麺類じゃんか！」

　しかも基本茹でる＋αで完成するものばかり。

「そ、そうなるのかしら？」

「じゃあなんであんな料理得意だから何でもこい──的なオーラ出してたんだよ。つーか、俺がオムライスをリクエストした時、氷室、スマホで何か確認してたよな？　あれは何を見てたんだ？」

「あれはクックパッドよ」

「クックパッド!?」

「そうよ、クックパッドを見て、初心者でも簡単らくらく～って書いてあったからそれにしたのだけど……ちゃんと指示通りに鶏肉を切ろうとしたのにこの有様よ。どうやら想像以上の技術を要求されていたみたいね……もう、完全なタイトル詐欺よ」

「詐欺って……それは単に氷室が不器用すぎるだけなんじゃないのか……？　俺も参考にしたことあるけど、クックパッドはどのレシピも結構丁寧でわかりやすかったぞ」

　はぁーと心の底から深いため息を吐くと、俺は脱力して氷室から手を放す。

「なぁ……なんでそんな見はるような真したんだよ？　そりゃあ氷室は少し意固地になりやすい部分があるけど……こんなあからさまに無理があるってわかりきったことに対しての線引きは、ちゃんとしてたよな」

　ああそうだ、生徒会業務の時だって、仕事量を少し多めに設定することはあっても、頼まれると断りづらくて気がつけば一人では到底処理出来ないほどの仕事が山積みに──なんて、漫画でよく見かける優柔不断でお人しな生徒会長みたいな、行き当たりばったりな行動は絶対にしなかった。無理なものは無理と言いつつも、一応の代替案を提案する、それが無駄なリスクを負わない、氷涼のスタイルだったはず、なのに……。

「だって……かも…………じゃない」

　包丁をまな板の上に置いた氷室がうな垂れるようにその場に座り込み、何やらぼそりと呟いた。

「へ……？　わ、悪い、上く聞き取れなかったんだけど──」

「！　だって幻滅されるかもしれないじゃない！　料理の経験がそんなにないって、頼りにならないって、それがバレたら私、田君に……」

　いつになく感情的な氷室がうるっとした瞳で俺を見つめたと思うと、すぐにはっとなって目をそらした。

「……ご、誤解しないで欲しいのだけれど、今のは別に貴方だから特別どうこうってわけじゃなく、誰にでも幻滅されるのは困るってことよ。こう見えて私意外と負けず嫌いだというか、ほら、生徒会長である以上、周りの持つイメージってのは重要じゃない。こういったマイナス要素ってのは、どれだけちょっとしたものでも、一気に現状を覆されることがあるから、用心するにこしたことはないのよ」（何でもそつなくこなす天才肌で完全無欠な生徒会長。それが周りからの私の印象よね。そして、そんな私に田君は好意を持ってくれた。だからこそ、そのイメージ像を裏切って幻滅されないかが不安で、それに男の子は家庭的な女の子に惹かれるというじゃない。だから貴方に砂さんより劣ってる姿を見せたくなかったの。……だって、何よりも貴方のガッカリした顔を見るのが……嫌、だったから）

[image: ]

　うっかり本音を漏らしたことで恥ずかしそうに頬を赤らめた氷が、取り繕うように早口でそれっぽい理屈を並べ上げた。そっか、そうだよな。好きな人に頼られたら、無理は承知でも張りきりたくなっちゃうよな。どういう自分が求められているか知ったら、アピールしたくなるよな。現に、生徒会での俺がそうだったから。

　けどな氷室、今の心の声の認識、ちょっとどころか、だいぶ間違ってるぞ。

「とりあえず、材料を切るのは俺がやるよ。鶏切るだけでその様子だと、タマネギの微りなんてやったことないだろ。俺だって普段から料理するわけじゃないし、人に教えられるほど上いってわけじゃないけど──ま、こんな感じだってのを見ててくれ」

「し、仕方ないわね。お手並み拝見といこうじゃない」

　氷室が渋々ながらも了承すると、俺は氷室に代わって包丁を握った。ちなみに鶏肉を上手に切るコツは、さっきの氷室みたいに切れないからと力んで押さえつけようとするのではなく、大きく包丁を引きながら動かして切ることだ。前に母さんからそう習った。

　鶏肉を切り終えると、野菜に移る前に一旦流しで包丁についた鶏肉の脂を落とす。そうしながら俺は、氷室に話しかけた。さっきの氷室の誤った認識を、早いうちに解いておきたかった。

「──そういえばさ、俺、何回も氷室に好きって伝えてるけど、未だに氷室のどこに惹かれたかをちゃんと口にしたことがなかったよな」

「え、な、何をいきなり……そ、そうね。それは聞いたことなかったわね……」

　少し驚いた氷室が、興味がありそうにそわそわし始める。俺はタマネギの芯を取りながら、気兼ねなく言葉を続けた。

「俺はさ、一見クールで完璧なようでいて、実はちょっと抜けてたりする部分が、こう、ギャップ萌えってやつなのかな、不意にかわいいなって思ったのが最初だった」

「か、かわっ──!?　へ、へぇ……変な趣味をしているのね。完璧な物より欠陥がある物に魅力を感じるなんて」

　タマネギを微塵切りにしていく。氷室がどんな顔をしてるのか気になるけど、刃物から目を離すわけにはいかない。……まぁ、面と向かってだと言いにくいってのも正直あったりするんだけど。

「それでいつの間にか、氷がごくまれに見せてくれるそういった女の子っぽい一面や、激レア氷室が見たくて気付けば氷室を視線で追うようになってて」

「お、女の子、っぽい……失礼、しちゃうわ……」

「だから氷室が生徒会副会長に俺を選んでくれた時はすっごい嬉しかった。二年になっても氷室と一緒にいられる時間があるってのもそうだけど、理由はどうあれ、好きな人から誘われたってだけで、もう当時の俺は幸せでいっぱいだったから」

「……そう……」

「後は──失敗を認めようとせずついむきになっちゃったり、今みたいに空回りして後悔しちゃう素直なところとかがとても魅力的に見えたっていうか、そんなマイナス要素もまるっと含めた氷室涼って女の子が、もうかわいくてたまらなくってさ」

「………………」

「身勝手かもしれないけど、傍にいて支えてあげたいなって、そう思ったんだ。だから心配しなくても、料理ができなくて幻滅するどころか、寧ろ氷室の新しい一面が見えて嬉しかったりなんか──」

「も、もう止めて──!!」

　氷室が突然、絶叫にも似た大きな声を上げた。気がつけば推しを語るオタクみたいになってひたすらタマネギを切り刻んでいた俺は、はっと正気に戻って氷室を見る。

　すると、そこには真っ赤になった顔を両手で覆ってプルプルと震える、なんだかとてつもなく愛らしい生き物がいて──

「お、おい、どうしたんだ氷室？」

　俺は慌てて悶える氷室に駆け寄ろうとする。が、次の瞬間、双をキッとさせた氷室は、猛烈な勢いで距離を詰めて俺をまくし立てた。

「こ、殺す気？　た、田君は私のことを殺す気なの？　ええ、そうよね、でないと、あんな恥ずかしいことを躊躇いもなくベラベラと口になんかできないもの！」

「殺すってそんな大げさな……俺はただ氷室を安心させたかっただけっていうか」

「安心させようとするのに、どうしてそんな褒め殺しみたいな手法を用いる必要があるのよ。いいかしら、褒め殺しというのは、文字通り相手を褒めて殺す殺法よ。それもよりによってその相手が田島君なだけに、その効果は覿ですまされるレベルではなく──あ。ゲフンゲフン、何でもないわ」

　わざとらしく咳をして言葉を誤した氷室は、ふうと小さく息を吐き出すと、何か思いついたとばかりににやりと口角をつり上げた。

「いいわ、田島君にも私が味わった苦痛を体験させてあげる。──ただし、私が挙げるのは……そう、貴方の嫌いなところだけれど」（もー田島君ってば、いくら両いって知っててもそんな面と向かって好き好き言われたら、嬉し恥ずかしすぎて耐えられるわけないじゃない！　それにそれに、私の欠点まで、氷涼の全部が好きとかそんなこと言われたら──デュヘ、デュヘ、デュヘヘヘ。　ふーんだ、私だって田君の好きなところいーっぱい言ってあげるから覚悟しなさい）

　顔を真っ赤にしたまま不敵に笑った氷室が腕組みをする。

「ということで、作業を続けてもらえるかしら。お次はピーマンを切るのでしょう？」

「あ、ああ。そう、だけど……」

　氷室にせかされながらタマネギの微りを容器に移し、ピーマンを切りにかかる。な、何が始まるんだ……？

　氷室はしばらくの間それを静かに見ていたと思ったら、不意に小さく笑って喋り始めた。

「──まず、貴方の真面目すぎるところが嫌いよ。例えば生徒会で、私一人で出来ると言ってるのに、妙に引け目を感じてきっちり分担しようとしてくるその効率の悪さが。まったく、手伝うなら手伝うで個人個人のスピードもきちんと計算してもらわないと困るわ」（田島君の誠実なところが大好き。いつもいつも私のことを気にかけてくれて、私が大量に仕事を持ち帰ってきた時も、愚痴を零しつつも絶対に最後まで一緒に付き合ってくれる、そんなところが）

「あ、ああ……」

「そして、貴方の親切すぎるところが嫌いよ。よく体力の乏しい私を気遣って、色々とかってでてくれたりするけど、度がすぎると腫れ物扱いされてる気がしてむかつくのよね」（田島君の優しいところが大好き。田島君のさり気ないフォローに気付くたび、ああ私この人に守られてるなって感じて、胸がきゅんきゅんするの。だって田島君だけだもの、私を外面的にではなく、内面的に女の子として見てくれるのは）

「お、おう……」

「それから、貴方の必死すぎるところが嫌いよ。普通、一度あんなこっぴどくフラれた相手に何度も何度もがっつくものかしら。貴方、プライドのない男って絶対周りから思われているだろうから、気を付けなさい」（田島君の一生懸命なところが大好き。こんな私をずっと好きでいてくれて、ありがとう。もう私も変なプライドで取り繕わないって決めたから。それで好きな相手を失う方が、何倍も惨めだって気付かされたから）

「そ、そか……」

　熱を帯びた顔が徐々に垂れる。めちゃくちゃ恥ずかしい。確かに、直で好きな人に褒めまくられるってのは、耐えがたいむず痒さがあるというか、天国に見せかけた地獄だった。でもこれって……俺を讃えてるのは心の声で、氷室の口からの言葉じゃないんだよなぁ……。やっぱり舞い上がっちゃうとどうしても素直じゃいられなくなるのかな。それはそれでかわいいけど、なんかちょっとだけ寂しいというか、もし心の声が聞こえる能力のなくなった時の俺は、このただひたすらダメ出しをされているだけの光景に、どんな気持ちになるんだろう。そんなことが、ふと気になって──

「あと、ラインの返事が遅いのが嫌いよ。家でもスマホはちゃんと携帯するようにして欲しいのだけれど」

「いやいる部屋には置いてあるんだけど、ゲームや勉強に集中すると、つい気付かないことが多いというか……ぜ、善処する……」

　それは本音の抗議なのかよ！

　胸中で激しくツッコミを入れる。つい包丁を握る力も強くなってしまう。

「まぁこんな感じに、挙げれば切りがなさそうだけれど……だけれど……」

　と、その直後……今まで凛としていた氷の歯切れが急に衰えていって、




「けど……いい人であるとは思っているわ。その……よく女の子が恋愛対象じゃない男子に向ける評価などではなく、れっきとした恋愛相手として、田君はまぎれもなく私が今まで出会った中で一番の、いい人よ……」




「えっ……？」

　はにかんだ氷室の言葉に、俺は思わず手を止めて、ばっと彼女を見る。するとそこにはかぁっと真っ赤にした顔を恥ずかしげに逸らした、これまたかわいい生き物がいて……。

　こ、これってもう、告白されたと受け取ってもいいんじゃ──

　はやる気持ちが抑えきれずに心臓がドクンドクンと波打つ。が、俺が真相を尋ねる前に、先にいつもの調子を取り戻した氷室が、淡々と言葉を放ってきたのだった。

「か、勘違いしないで欲しいのだけれど、これは別に告白というわけではないから、そこのところしっかりと頭にたたき込んでおいてちょうだい。もし砂さんが興味本位に何かあったか聞いてきても、特に進展はなかったと伝えること。いいわね」

「わ、わかった」

　なんだかとてつもないお預けをくらった感じに胸中で大きく落しながら、俺はひとまず頷く。その喪失感が顔に出ていたのか、氷室はちょっと申し訳なげに口を開いた。

「さてと……ちょっと脱線しちゃったけど、用意した材料は全て切り終わったのよね。ありがとう田島君。ここからは私一人で頑張ってみるわ」

「いや、俺も手伝うよ。別に一人で作らなきゃいけないってルールは何にも存在しないんだからさ。氷室が具材を炒めてる間に、卵かき混ぜておくから、よければ参考にしたレシピを見せてくれ」

「……ふふ、そうね。そういうのもありよね。……ねぇ田島君、その……こんな料理初心者な私だけれど、これからも一人暮らしのお手伝いをしに来てもいいかしら？」

「ああ、もちろんだ。俺でよければ、いくらでも氷の花嫁修業の練習相手になるからさ」

「そう、ありがと。でも──ふふ、相手が貴方では練習相手とは呼べないわね」

「ん、それはどういう意味だ？」

「内緒よ。さ、フライパンの場所を教えて頂戴」

　こうして俺達は二人でクックパッドを参考にオムライスを作った。

　そうやって完成したオムライスは、中身のチキンライスがはみ出て不格好でお世辞にも上出来と呼べる物ではなかったけど──その味は、今まで食べたどんなオムライスよりも絶品に感じたのは、言うまでもないことだろう。







　日付が変わって午前六時すぎ。

「う、うーん」

　手探りで時計のアラームを切った俺は、まだ寝たりないと訴えて閉じようとする目を徐々に日の光に慣らしながら、軽く伸びをした。

　もう起きる時間か。朝ご飯、ちゃんと炊けてるといいけど、やっぱ昨日ちゃんと雅に教わっとくんだったなー。と、そんなことを考えながら、段々と意識を覚醒させていく。

　すると、俺の腰回りに、何やらとてつもなく柔らかくて心地よさを与えるクッションのような何かが巻き付いていることに気付いて──!?!?!?

　その何かを視界が捕捉した瞬間、俺の眠気は一気に吹き飛ぶ。

　そう、その物体Ｘの正体は俺を背中から抱きしめる形で寝ていた氷室で、クッションのような感触を与えていたのは、氷室の胸だったのだ。それもパジャマだから、恐らくはノーブラで……ごくり。

　雅と同じように母さんの部屋で寝たはずの氷室が、なんでこうなってるのかはわからない。けど──今襲われたって、絶対に文句は言えないからな氷室!?

　などと胸中で唾をまき散らすように訴えながら、俺は荒ぶる心境に反してそぉーっと慎重に纏われた氷室の腕をほどき、ひとまず勉強机の椅子に腰を下ろす。

「ふぅ……」

　自分でもよくわからない息がこぼれ落ちる。さて、これからどうするべきなのか、それを考えようとした矢先、まだ夢の中にいる氷室がでろーんと寝そべったままの状態で口をむにゃむにゃと動かし始めて──

「愛君、すきー」

「…………」

　照れ、羞恥、歓喜、様々な感情で熱くなった顔を押さえながら、俺は椅子の上でうずくまる。

　嬉しい。超嬉しい。めちゃくちゃに嬉しい。けど、これが初めて氷の口から聞けた心からの『好き』なのかって考えると、何だかちょっぴり残念だったり。

　…………ひとまず、氷室を起こそう。

「おい氷室、起きろ、朝だぞ」

　俺は一旦深呼吸してから立ち上がると、心に無心を促しながら氷室の背中を軽く揺すってそう言った。やばい、氷室の体、すっごい柔らかい。

「んーん……………………あら、おはよう田君」

　目をパチクリとあけた氷室は、少しだけ周囲を見回して状況を把握すると、さも何事もなかったような顔で挨拶してきた。……あらって、おい。

「ここは……どうやら田島君のお母さんの部屋ではなく、田島君の部屋みたいね」

「そーだよ。ってか、どーして氷室が俺の部屋で寝てたんだよ!!」

「はて、それが私にもわからないの。一度トイレに立ち上がった記憶はあるのだけれど、そっからはもうさっぱりなのよね。まぁ、正直に話すと私は生まれ付き寝相があまりいい方ではなく、家でも度々こういうことがあるから、深く気にしないでくれると助かるわ」

　それはどうやら、氷室が心から俺に伝えたいと思っている言葉らしかった。

　ようするに、本気ではぐらかそうとしている。

　手を顎に当てて小首を傾げて、無表情を貫く氷室。けれどほんのり赤くなった彼女の耳は、まるで生きているかのようにぴくりぴくりと動いていて──もしかして氷室って、実は説得力や道理のない嘘や、行き当たりばったりなでまかせが苦手だったりするのか？

　よしここは、かわいいからスルーしておくことにしよう。寧ろ俺も嬉しかったわけだし、誰も損しない以上、嘘を追及する意味なんてないのだから。

「さ、ぱぱっと朝ご飯作って、学校行く準備しようぜ」

「そうね、そうしましょう。──ほっ」

　そう、俺は促しながら部屋のドアに手をかけた。

「…………ん？　あの、これはいったいなんなのかしら田島君…………」

「へ？」

　背後から唐突に訪れたとてつもなく冷たい声音に、俺はぶるりと体を震わせながら、恐る恐る振り返った。

　すると、一瞬の間に何が起きたんだと言いたくなるような、剣なオーラを纏った氷室が手にゴミのような物を握りながらこちらを睨み付けていて──

「こんなものが貴方の枕に付着していたのだけれど、ほら、とても長くて綺な金髪よ。ふふ、おかしな話よね、貴方の部屋の敷き布団に女の子みたいに長い髪の毛が落ちてるだなんて」

「あの……氷室さん……目が全く笑ってないんだけど……」

「あら、そう……ところで田君、私の知り合いの中で、この髪の毛のような頭髪の持ち主に心当たりがあるのだけれど……そういえば一昨日、貴方の家に泊まったとか言っていたような──」

　確かに雅は知っての通り一昨日家に泊まったけど、昨日説明した通りほんとに何もなかったから信じて欲しいというか、何であいつの髪の毛が俺の枕に落ちてるのか、俺にだってさっぱりなんだよ!?

　結局その日の氷は、放課後になるまで殆ど口を利いてくれなかったのだった。

　うう、やっぱ通常時の氷室は何を考えているのか読めない。改めて俺って、心の声が聞こえる部分に依存してるところがあるよなぁ……はぁ。

　というか神様ナンナ様、俺の青春ラブコメって、何でこう幸せなイベントがあった後には、まるで運の帳尻あわせみたいに不幸なイベントが必ず起こるんですか!?





　　　　♡♡♡






　今日は水曜、わたしが田島君の家にお邪魔する番。

　──だったんだけど、元々田島君は試験準備期間になったら砂さんに勉強を教える約束をしていたこともあって、「俺の都合で、これ以上雅との約束を反にするわけにもいかない」と田島君が言い出した結果、そこから二転三転して急田島君の家でみんなで一緒に勉強会をすることになった。

　なので今は、みんなで田島君の家にお邪魔中。もっとも、わたしは初回ということで、今日はお泊まりなんだけどね。本日の田島家のメニューは、水曜日なのでカレー。さっきそう言ったら、みんなには何で？って不思議な顔をされたけど、カレーのイメージが水曜日なのって、わたしだけなのかなぁ？

　ちなみに、田島君の家に来ているみんなというのは、生徒会メンバー＋砂城さん、そして砂城さんと一緒に話を聞いていて面白そうとついてきた、大さんの計六人だった。

　四人掛けのテーブルに、田島君と砂城さん、大鳥さんと柴君がペアで座り、田島君と大鳥さん寄りの側面にわたしが、逆側に氷室さんが座っている。なんで席順がこんな風になったのかというと──うーん、一言で表すなら〝こうどなじょうほうせん〟の結果かな。

「んー頑張ってたらなんか喉が渇いたなー。そだ、気分転換がてらにコンビニ行かない？」

　意外にも真面目に勉強していた大鳥さんが、シャーペンを机に置いて軽く伸びをすると、気さくな顔をみんなに向けた。

「あーそれなら、冷蔵庫にカルピスの原液があったはずだから。愛、あれ別にみんなで飲んでもいいよね」

「ああ。ちょっと待ってろ、今コップ用意するから」

「いいよ愛は座ったままでいてくれて。食器の場所覚えてるし、アタシが用意するよ」

「お、ありがと」

「ん」

　適当に返事をすると、砂さんは立ち上がって台所に向かった。およ、今の一連の行動がさりげないカノジョアピールに見えたの、わたしだけかなぁ。

　しばらくすると、砂城さんが戻ってきてみんなにカルピスを配る。

「ほい愛斗。少し濃いめでよかったよね」

「さんきゅ。覚えててくれたんだな」

「まぁねー」

　ふふんと鼻を高くする砂城さん。これあれだ、コーヒーに入れる角砂糖の数を把握してる的なやつだ。ようするに、田君の好みは理解してますよって……やっぱり紛う方なきカノジョアピールだ！　そっか、田島君は味の濃いカルピスが好きなんだ。一応、覚えとこ。

　って、そんなことより氷さん。どうするんだろう、砂城さんがしれっとマウントとりにきてるこの状況で。

　そろ～り氷室さんに視線を向ける。すると、氷室さんは平和そうな顔でカルピスを飲んでいて──あ、この感じだと気付いてないみたいだね。なら、そっとしておこう。

　みんながカルピスを飲み始めたことで、そのまま流れ的に休憩へ入った。

「そういやさー、みんなって成績どんくらいなの？　オタ君と氷室さんは有名だからわかりきってるとしてー。この前の確認テストの成績でいいから教えてよ」

　何気なしに大さんがそう言ってみんなの顔を見回した。

「わたしは百二十位で、いつもこの辺をうろちょろしてるって感じだよ」

　君の二年生は全部で二百四十人だから、ちょうど真ん中。もうちょい頑張りたいところだけど、英語が壊滅的に弱くて、だいぶ足を引っ張られてるんだよねーとほほ。

「俺は……百九十八位だった……」

　ちらっとわたしを一した後、柴君が歯切れの悪い声でそう言った。どうやらわたしにはあんまり知られたくなかったみたいだね。

「うっわ、柴、あったまわる！　あれじゃん脳筋ってやつじゃん」

「うるせぇ、人を馬鹿呼ばわりするんじゃねぇ！」

「だって馬鹿なのは事実じゃん」

「そういう砂城はどうなんだよ。俺のこと、馬鹿呼ばわりしてるってことは、少なくとも俺より上なんだよな？」

「九十九位だけど何か」

「嘘、だろ……？」

　砂さんのドヤ顔に、面食らった柴君がうな垂れ沈む。わ、わたしもビックリ。学年一位の手厚いサポートを受けてるとはいえ、まさかわたしより上だったなんて……。

「まーぶっちゃけ、アタシも自分の順位を知ってすぐには信じられなかったつーか、夢じゃないかってついつい頬つねっちゃったんだけどさ。二桁なんて人生初だったし」

「あれは確認テストだったことが大きいってのを忘れるなよ。いくつかの問題が中間と期末のまんまコピペで、わりかし対策がそのまま活かせたってのもあるんだから」

「わ、わかってるし。けどアタシ初の快挙だったのは事実だったしちょっとは浮かれてもいいじゃんか。ま、ってことで愛に一生ついていこうって決めたから、今回もよろしく頼むよセンセ」

「約束はしたけど、最終的には自分との戦いなんだから、そこんとこ忘れんなよ」

「うっ、わ、わかってるし」

「けど着実に飲み込みが早くなっていってるから、そこは基礎がしかっり出来ているってことで、誇っていいからな。雅の今までの努力の結晶なんだから」

「あ、あざっす……」

　田君の優しげな笑みが直視出来ないとばかりに、砂城さんがしおらしくなる。何だか見てはいけないものを見ちゃった感覚。あの勝ち気な砂城さんからこんなはにかんだ一面を引き出せるのって、きっと田島君だけなんだろうね。何気に凄いよねこの人、学年トップレベルの美少女二人から好意を寄せられてるんだし。

　まぁ、二人がそうなるのもわかっちゃうんだよね……。わたしには──

「ってことは柴っちがこの中で一番馬鹿ってことじゃね」

「はぁ？　そういう大はどうなんだよ。俺よりちょっと上だったってだけで、誤差の範囲内なんじゃ──」

「ん、あたし？　あたしは五十位だよ」

「「五十位!?」」

　きょとんとした大鳥さんを前に、柴君と田島君が目を丸めて驚いた。わ、わたしもビックリなんだけど。

「同じクラスなのに知らなかったのね。大鳥さん、クラスだけで言うなら、毎回十位以内に入ってたはずよ」

「あーアキって、結構な見た目詐欺なんだよねー。中学時代ガリ勉で高校デビューだとかそんなんじゃなく、素でこれだからさー。世の中って理不尽だわ」

「えーミヤったらその言い方はひどーい。あたしはただ、勉強は勉強、遊びは遊びって、一度決めたらこう、バチッとスイッチを切り替えるようにしてるだけだぞー」

　意外な才能を何でもないことだと語る大鳥さん。そういや、さっきまでいつもの賑やかさはどこにいったって感じで、黙々と勉強してたような……。顔がよくて、コミュ力が高く、勉強だって出来る──まって、大さん、かなりの高スペックだよね。わたしより断然生徒会に向いてるんじゃないかってくらいに。おまけに胸もでかいし、胸もでかいし！

「そういえば、砂さんは大鳥さんが勉強出来ること知っていたのよね。なら、どうして勉強を教えてと頼まなかったのかしら」

　氷さんのごもっともな疑問。

「実は一年の時に頼んだことあるんだけど、ずっと喋ってて、勉強の方は一ミリも進まなかった」

「いやーミヤと二人きりだったり、いつもの面子だったりすると、どうしてもスイッチが遊びモードから切り替わってくれないんだよねー。その点、今日は優等生が二人も同席してるからか、勉強モードにすんなりと入れた気がするー」

　お役に立てず面目ないと大鳥さんが陽気に笑う。

「ってことで柴っち、よければさーあたしが勉強見てあげよっか？」

「ぐっ、余計なお世話だ。俺には俺のやり方が──」

「ほぉほぉ。あたしは柴っちが嫌なら別にそれでいいけど。でもさー女の子って、自分より馬鹿な男は基本的にＮＧだったりするんだよねー。やっぱ、いざって時に頼りがいのある方がいいに決まってるじゃん。あたしは、イケメンならなんでもこいだけど」

「……やっぱ、お願いしようかな」

　ちらっとわたしを一すると、柴君が大鳥さんへとばつが悪そうに口を開いた。どうやらわたしも頭の悪い人はＮＧだと思われたみたい。そうだなー、わたしも頭いい人の方がタイプかなー。機転が利くし、大鳥さんの言うように、いざって時にすごく頼りになったから。

「毎度ありー。帰り、授業料としてマックねー」

「はぁ？　……ったく、わかったよ」

「まぁまぁ、そんな顔しなさんな。なんならこのテスト期間中ずっと面倒みてあげるって。そう考えると、ハンバーガーセットでこのサービス量はお得っしょ」

　渋々と了承した柴君の肩にぽんと手を置き、大鳥さんがからからと笑う。前々から思ってるけど、この二人ふつーにお似合いな気がするんだけどなぁ。ちょっと頼りない柴君を、引っ張り気な大鳥さんが牽してくって感じで。

「さ、お喋りはその辺にして、勉強を再開するとしましょう。時間は有限なのだから」

　氷室さんのその一声で、わたし達は勉強に戻った。──にしても氷室さん、今日はやけに静かというか、あれだけ砂城さんが田君にべったりしてるのに、妙におとなしすぎるんだよねぇ……。逆に不気味に感じてならないってか……うん、一ヶ月前の試験準備期間でのあの荒れようを見てる限りじゃあね……悪いけど、嫌な予感がしたり。

　と、せっかくの機会だからわたしも自分の勉強に集中しよーっと。

　わたしは休憩前に手をつけていた苦手な英文との睨めっこに戻る。………………よし、将来わたしは英語とは無縁のお仕事に就こう。うんうん、これ覚えるよりそっち探した方が絶対早い気がするし。適材適所、人生という限られた時間を有効に使うには、何事も切り替えの早さが大事だよねっ。

　遠い目をして現実逃避をする。そんなわたしへと田君が不意に声をかけてきて、

「どうしたんだ相？　休憩前からずっと同じページ開いてるけど、もしかしてつまってるのか？」

「へ、……ま、まーそんなところかな。わたし、英語だけはほんと無理だから。今もどうやって英語が必要のない生活に辿り着けるか考えてたところだよ」

「なーに、にっこり笑って馬鹿なこと言ってんだよ。どれ、ちょっと見せてみ」

　そう言い終えると、田島君はぐいっとわたしの顔に密着するように、わたしの問題集を覗き込んできて──

　不意に、ドキンと胸が高鳴って、よくわからない汗が流れ出る。近い、近いよぉ田島君!?　ほ、ほら、砂さんとんでもない顔になっちゃってるから。まるで妹に母親をとられた姉みたいにむくれちゃってるから、気付いてあげよう！

「あーこの問題かー。これちょっと引っかかりやすいよなー」

　だけど田島君はわたしの心中など知るよしもなく、問題を確認して脳天気に苦笑する。あれ、なんだろう、ちょっとした殺意のような感覚が──
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「なぁ相」

「は、はい」

「この問題、続けて考えようとするからこんがらがるんだよってか……こことここ、それとあれを区切って考えてみ」

「へ？　あ……うん、やってみる。えっと、これとこれで区切って、それとあれがセットで──あ、すっごい、なんかわかったかも」

「だろ」

　田君のにこやかな笑み。それに合わせて私も「うん」と満面の笑みを浮かべる。きっと行き詰まっていた問題が解けたからだと思うけど、なんだかとっても爽快な気分。

　やっぱ田島君は頼りになるなー。──って、あ、まずい砂さんが拗ねるように頬ついて明後日の方向向いちゃってる。「まー別にいいんだけど」ってふて腐れオーラ満載に。ちっとも別によくない感じで。

　……ってことは、氷さんもだよね？

　そう脳に過ぎったわたしは、怖ず怖ずと正面──つまり氷室さんが座っている場所に視線を向ける。

　けれど氷室さんは、興味なげに淡々とシャーペンを走らせていて──あれ……？　もしかして集中していて気がつかなかったとか？　助かった……でいいんだよね？

　あ、そだ、田島君にお礼言わないと。

「ありがとう田島君。おかげでわたし、日本以外でもやっていけそうな気がしてきたよ」

「それは大げさだろおい。ま、またわからないことがあったら、悩んでないで気軽に尋ねてくれればいいから。せっかくの勉強会なんだし」

「え……じゃあこの問題なんだけど──」

　なんだろう。氷室さんのことを考慮すれば、気持ちだけ受け取る体でとりあえずお礼を言って終わればよかったはずなのに──田島君にそんなことを言われたら、もう少しだけこの時間を続けたいと願っているわたしがいたりして……。

　やっぱ、そうなのかな？

　薄々そんな気はしていたけど、やっぱりわたしって田島君のこと──

　けど待って、わたしにはさ、田島君を好きになる理由ってのがないよね。うん、ほらね、思い当たる節がちっともないから。あ、そうだ。これはきっと氷室さんと砂城さんの田島君熱に当てられてるだけの、貰い火みたいなものなんだよ。

　ほら、砂城さんに田島君のお世話に入るか持ちかけられて、何だか急に参加せずにはいられなくなったあの時みたいに。

　自分でもよくわからない納得の仕方をしたわたしは、気持ちを切り替え、田島君に勉強を教えてもらったのだった。

　それから午後七時を回ったところで、勉強会はお開きとなった。

　わたしだけが田君と一緒に残り、玄関先でみんなを見送る形となる。氷さんだけ、お手洗いに行って遅れているけど。

「なぁ相、お前ってやっぱまだその……」

「ん、なにかな柴君？」

「い、いや、なんでもない」

　わたしがにっこり笑ってとぼけてみせると、柴君が曇り顔のまま黙り込む。いやーそのあと一歩踏み出す勇気のなさが、柴君に足りてない部分なんだよねぇ。

「ほら、柴っち、早く行くぞ。あたしお腹ぺこりーなんだし」

「ちょ、おい──」

　大さんが強引に柴君の手を掴んで歩きだした。顔を赤らめて戸惑う柴君。んーこれは付き合うのも秒読みそう。二人ともおめでとう！

「あーもうアキったら、相変わらずなんだから。んじゃ愛、アタシもこれで。夜またわからないことあったら連絡するから、ちゃんと返事返すこと。未読スルーは犯罪だから。ちなみに既読スルーは即刑罰な」

「わかってるって」

「ならよし」

　やれやれと笑う田島君に向けて、砂さんがにっと口の端をつり上げる。あれはもう、わからないことなんかなくてもラインするんだろうな。

　おっと、そういえば──

　ふと気になってたことを思い出した私は、お手洗いから丁度出てきた氷室さんに駆け寄った。

「ねぇ、氷室さん、ちょっといいかな？」

「あら、どうしたの相沢さん」

「いやーほらね、今日砂城さん田島君にベッタリだったでしょ。なのに氷室さん普通に気にせず勉強してたからビックリしちゃって。だってほら、夏休み後の氷室さん、こう気が気でないって感じだったから」

　うんうん、その時の氷室さんの荒ぶりっぷりを知ってるわたしとしては、「実は私、氷室涼の影武者です」って言われてもすんなり受け入れられるレベルだし。

「あぁ、そのことね。確かに私の田島君に、砂城さんが勉強を教えてもらっているとはいえ、必要以上にべたべたしていたり、勉強とは関係ない話で笑いあって楽しそうにしていたことに関しては──思うことがやまやま、山ほどあったけれど」

　あ、よかった。これは本人っぽい。

「でも、そのことで感情的になっていちいち目くじら立てていたら、田君の迷惑にしかならないってそう思ったの。誠実で優しくて誰かのために一生懸命になれるのが彼のよさなのだから、そこを私の我が儘で邪魔するわけにはいかないって。……まぁ流石に私達の寝室に他の女を連れ込んだ疑惑に関しては、看過出来なかったけれど」

　ジト目の氷さんはそこで一旦言葉を区切ると、小さく息を吐き、気を切り替えるようにして話を続けた。

「それにね、私は田島君の好きって言葉を信じているから。……き、昨日もたくさんもらっちゃったし……田島君の一番はわ、私で間違いないから……」

　急にもじもじしだした氷室さんがはにかんだ笑みを浮かべる。

「あ……」

　わたしは声が上く出せなかった。氷室さんの成長に対する驚きと、それから胸にズキンとした鈍い痛みが重なって。

　そうか、そこだったんだ。

　わたしが、田島君にいつの間にか惹かれていた理由。

　一で移り気のないところも立派だと思ったけど、たぶん一番はこれ。

　それは田島君の頼もしい部分だ。今までわたしに向けられてきた、好意や下心の混じった──少なくとも自分にも見返りのある優しさではなく、ただわたしを、その人自身のことだけを思って動いてくれるそんな純粋な優しさ。それに、わたしが困っていると手を差し伸べようとしてくれる、頼りになるところ。

　例えば、嘘告白のネタばらしの際、田島君が見せた反応が、自分の気持ちをかき回した怒りなどではなく、わたしへの同情だったとか。

　例えば、海でナンパに困っていたわたしのところに颯と現れ、救ってくれたりとか。

　例えば、わたしや柴君が久々の生徒会で大変かもしれないと、わざわざやることメモなんか用意してくれたりとか。

　そして今日、苦手な英文で困っていたわたしを気にして声をかけてくれて、問題の解き方を教えてくれたりとか。

　一つ一つはささいなことかもしれないけど、そんな頼もしさ満点の田島君を、わたしは無意識の内に友達じゃなく、異性として見るようになってて──うん、好きになっちゃってたんだ。

　そのことを他人の言葉で気付かされるなんて、やっぱだめだめだなわたし。

　うん、それに……わたしの恋はここまで。もう終わっちゃうんだ。

　だって、田島君のことが大好きな二人に、田島君がただ〝好き〟でしかないわたしが敵うわけないって、間近で見てて痛いくらいにそう思うから。

　それにわたしを友達と言ってくれた氷室さんを、裏切ることなんて出来ないもん。

　やっと見つけた、わたしを受け入れてくれる居場所をかなぐり捨ててまで、恋に挑む勇気なんてわたしには──

「わたしも、柴君のこと笑える立場じゃないなぁ……」

「ん？　柴君がどうかしたの？」

「う、ううんなんでもないの。それよりもさ、今の氷さんの話聞いてて気になったんだけど、砂さんに勉強を教える邪魔にならないようにするとしても、別に田君の隣に座るくらいはよかったんじゃないの？」

「本来ならそうしたかったのだけど、髪の毛の容疑があるだけに、極力砂城さんに手の届く範囲に居たかったのよね。何か怪しい挙動をしたら、すぐつけられるように」

「そ、そうなんだ」

　何の話なのかよくわからないけど……。

「けど、途中で相さんが田島君に質問してくれるようになったのは、正直なところ少しだけ助かったわ。理解しているとはいえ、やっぱりずっと二人がいちゃついているような姿を見せつけられるのは心苦しいもの。その点、相沢さんには何も起こる心配がないのだから、安心できたわ」

「あ、うん……」

　友達からの純粋な感謝。けど、それをもらい受けたわたしの心は、後ろめたさや罪悪感を覚えてずきりと痛んで……でも、それでも──

「それはどういたしましてかなっ」

　私はその痛みをはぐらかすかのように、にこやかに笑ったのだった。

　今日だけは、この二週間が終わるまでは、自分の恋を堪能してもいいよねって！

「でもすごいなー氷室さん。砂城さんのあのカノジョアピールも、知っててスルーしたってことだよね。二人が勝負中なだけに、よくあれを見過ごすことができるなぁって──ああいうさりげない気遣いに、男子って弱そうだけど」

　わたしが冗談っぽく笑ってそう言うと、目を丸めた氷室さんがわたしの両肩をぐっと力強く掴んだのだった。

「なにそれ、詳しく」

　気付いて、なかったんだ……。






第三章　氷さんとすれ違いラブコメ終了宣言









　土曜日、俺は病院に母さんのお見舞いへとやって来ていた。

　氷室や雅、相と一緒に。

　なんで三人も一緒かというと、俺の一人暮らし生活をサポートしてくれているみんなにお礼を伝えたいと母さんが言い出したからだった。まぁ、氷室に関しては、本人が嫌なら無理してまで連れてこなくていいと言っていたけど……。そういうわけにはいかない。

　ちなみに、六日間が経過しようとしている一人暮らし生活は、氷室達が手伝いにきてくれてることもあって、なんらトラブルもなく至って順調だ。ほんと、三人には感謝しかない。そのうち、なんか恩返しができればいいんだけど。

　そんなことを考えながら、母さんの病室に着いた俺は扉を軽くノックして母さんの返事を待つ。いくら身内とはいえ、このまま無神経に扉を開いて、母さんが着替え中の誰特イベントとか始まったりしたらこの世の終わりだ。念のためって大事。

　扉の向こうからすぐさま「どうぞ」と聞き慣れた声が返ってきて、俺は扉を開いた。

「やっほーあい君。来てくれてありがとー。ママとっても嬉しいわ」

「元気そうでよかったよ母さん」

　病室のベッドで上体を起こし、朗らかに笑って出迎えてくれた母さんを見て、まずは胸中でほっと安の息をつく。

「雅ちゃんに、えっと、貴女が波ちゃんね。今日はママのためにわざわざ来てくれてありがとう。……一応氷室さんも」

「はぁ、何ですかそのあからさまに悪意満載のお礼は」

　氷室が嘆して肩をすくめる。その隣にいた相沢は、二人のやり取りに苦笑すると、にっこり笑って口を開いた。

「田君のお母さん初めまして、相沢波瑠です」

「あら、丁寧にどうも。ごめんなさいね、うちのあい君が波瑠ちゃんの告白を断っちゃったみたいで」

　息子に代わって謝罪すると頭を下げる母さん。おい、マジでそういうのは止めてくれよ。

「いやいやいいんです。それに……この二人が相手じゃ、わたしには勝ち目ないなって思ったから、もう吹っ切れちゃってます」

「そう……。──にしても、流石はママ自慢のあい君ね。こんなかわいい娘ばっかり釣り上げちゃって、ふふっ。ま、一匹フグが混じっちゃったみたいだから、これはリリースするとしましょう」

　氷室をちらっと一して母さんがそう言った。おいおい、いい加減その子供じみた対応はよしてくれよ。仮にもその息子本人が好きって言ってる相手なんだぞ。よし、ここは俺が氷をフォローするところだ。

「待ってくれ母さん。フグだってちゃんと毒をとって開けば、美しくいただけるだろ」

「……あい君あのね、言いたいことは何となく伝わったけど……なんかエロいわよそれ」

「はぁ!?」

「うん、愛サイテーマジキモい」

「そうだね。その返しはわたしもないかなぁーって」

「……そうね、ありえないわね」（た、田君が望むなら、私のこと開いちゃって食べちゃっても構わないわよ。なんて！）

　四人の白けた視線（一人だけそのフリ）が俺を貫いた。いや今のは、つい勢いに任せてしまったというか……深く反省してますはい。

「けどその様子だと、まだあい君はヒムロエンザにうなされているのね。早いとこ治療しないと。こんないつあい君から離れていくかわからない人、ママは絶対に反対よ」

「あの、それに関しては、その……アタシの誤解だ──」

「いいのよ砂さん。それに私の方だって、田島君のお母様にはあまりいい印象を持っていないのだから。私がどうこう以前に、息子本人の気持ちを尊重しない母親なんてのはね」

「ほー言ってくれるじゃない。あい君にはママと同じ失敗をして欲しくないってこの親心にけちつけるってわけね。いいわ、望むところよ。相手してあげる」

「はぁ……二人とも、病院でそういった話はなしにしような」

　険悪なムードに、俺は落ち着こうかと間に入る。もう、完全に水と油の関係になってるじゃんか。収拾つけられないよ……はぁ。

「なぁ母さん、昨日の電話のことなんだけどさ、その……検査の結果次第では、手術の可能性があるって話……詳しく説明して欲しいんだけど」

　俺は真剣な表情で、少し躊躇いがちに言葉を放った。手術という不穏な単語に、氷室達が息を呑む。それは昨日、母さんに今日の予定や着替え以外に持ってきて欲しい物はないか連絡した時のことだった。「退院は予定通りになりそうだけど、ママ、もしかしたら手術でまた別に入院になるかも」そういつも通り明るい声で言われて──それを聞いた直後の俺は、驚きやら不安やらで頭が真っ白になり、どう返せばいいかわからず母さんの「詳しくは明日来てくれた時に直接説明するわ」の言葉に、素直に電話を切ってしまった。

　母さんが穏やかな表情で俺を見つめる。

「まー、まだ全部の検査が終わったわけじゃないから、手術が確定ってわけじゃないんだけど。お医者さんの話によるとね、ママの心臓には今、異常な電気興奮が発生している箇所があるのは確かみたいなのよね。で、それを改善するには高周波電流を流して焼き切らなきゃいけないみたいなの。カテーテルアブレーションって治療らしいわ。もっとも、ここじゃその治療ができなくて、もっと大きな病院に、日を改めて入院って感じになると思うわ。ま、手術っていっても、そこまで大層なものではないから。だからあい君、そんな張り詰めた顔しないで、笑ってるあい君のほうが、ママ好きよ」

　手を合わせて小首を傾げ、母さんがほらこんな感じにとにんまり笑ってみせる。ごめん、とてもじゃないけど、今はそんな気持ちにはなれない。

「原因は……そうなった原因はなんだって言われたんだ？」

「うーん、ストレスと、若い頃に無理しすぎたのが原因って言われたわ。もう若い頃って、失礼しちゃうわよね。ママはまだぴちぴちの三十代なのに」

「え、若！　俳優さんみたいに年の割に凄い綺だなと思ってたけど、どおりで……あっ」

「うふふ、いいのよ波ちゃん。ありがと」

　驚きのあまりつい声を漏らしてしまった相に、母さんが微笑する。俺としては見慣れた光景。ちなみに正確な年齢は三十六歳だ。

　にしても若い頃の無理がたたってか──それってやっぱり、これまで俺を一人で育ててきた苦労が影響してるってことだよな……。

　そう胸に罪悪感を募らせている俺の横では、雅が心配そうな表情で母さんに話しかけていた。

「あの……ぶっちゃけ、どうなんですか……？　大事には、至らないんですよね？」

「んーどうなんでしょう。けどまーママは孫の顔を見るまではくたばらないって決めてるからねー。もし雅ちゃんがそこまで心配してくれるのなら、ぶっちゃけ早めにママのお願い叶えてくれると助かるかも」

「えっ……それってやっぱそういう……な、なら……ぜ、善処しましょうか？」

　顔を赤くした雅がちらちらと俺の顔を覗きながら、か細く声を出した。

「ったく、母さんも人をからかうのはほどほどにしとけよ。雅も、その場の勢いで自分がとんでもないこと言ってるって自覚ないだろ。それに、あんま若い内に子供産むと苦労するってのはこの人が一番わかってんだから」

「あっ」

　俺の言葉を受けた雅がはっと顔を上げる。

「むぅ。雅ちゃんの味方をするなんて、あい君の中ではママよりも雅ちゃんの方が優先されるのね。ママ、ちょっと悲しい」

「も、もう愛ったらお母さんを悲しませちゃだめっしょ。いくらアタシの方がだ、大事だからって、空気を読むのも大事なんだからね」

　満更ではないとばかりに頬を紅潮させ、てれてれと言葉を紡ぐ雅。

　にしても……母さんのお節介を否定しないってことは、やっぱり雅は俺のこと、す、好き、なんだよな……。

　でも、それでも、たとえ雅がその想いを正面からはっきり打ち明けてきたとしても、俺の答えは、彼女の望むものには絶対になりえなくて──

　ただ……雅に別の好きな人、それこそ運命の相手だと思うほどに熱烈になれる相手が現れたとしたら、俺はその恋が叶うように応援したい。そう思ってるけど、やっぱりこれは、身勝手なことだよなぁ……。

　俺には雅の幸せを願う資格なんてないのかもしれない。だとしても、彼女の運命を左右する出来事が起こったら、俺はきっと動かずにはいられない。少なくとも、自分のことが二の次になるくらいには──

　雅と同じクラスになり、席が隣という縁からよく絡むようになってもう六ヶ月。一緒に勉強したり、バイトしたり、学園祭の準備したりと、気が付けばこの六ヶ月、殆ど雅と一緒だった。そこには楽しかった思い出だけではなく、特にバイトや学園祭の準備なんかでは正直しんどいなって思うことも何度かあったけど──でも、雅の持ち前の明るさのお陰で心が洗われ、頑張ろうって前向きな気持ちにさせられることが多かった。前に密かに作っていた受験攻略本を見られた時、そこまで負担をかけるのは──って遠慮されたけど、俺は雅に、勉強を教える以上の対価をもらっている──いや、もらいすぎている気がする。

　それに今回だって、母さんが突然入院して不安で押しつぶされそうだった一人ぼっちの家に、雅が明るい顔で駆けつけてくれたことが、とっても嬉しくて、正直本当に助かった。

　雅が俺の中で友達以上の何かであるのは確かだ。こんなこと絶対に口には出来ないけど。




　それからもうしばらく母さんと会話した後、俺達は病院を後にした。

　最寄りの駅を目指しがてら、「時間あるから雅の勉強を見よう」とか、「先に飯にしよっか」とか「わたし、漫画買いに本屋寄りたいな」とか、この後の予定について話し合う俺達。

「…………ちょっと、いいかしら？」

　そんな中、会話に入らず俺達三人とは一歩離れた距離にいた氷がふいに立ち止まると、淡々と口を開いた。

「ごめんなさい。私少し用事があるのを思い出したから、ここいらでお別れさせてもらうわね。それではまた」

　と、言うや否や、声をかける間も与えずにくるりと背を向け、氷室は駅を目指していた俺達とは別のどこかに向かって颯と歩きだしたのだった。





　　　　◆◆◆






　田君達と別れた私は、再び病院を訪れていた。

　みんなと別れる際、あえて来た道を戻らず、別の道へと進んだのは、私が病院に戻ったのを悟られたくなかったから。

　そう、これこそが私の用事。一つ、あの場に忘れ物をしてきたから。

　三人が──田君がいたら、どうしても受け取りにくかった忘れ物を。

　田島君のお母様の病室前へと戻ってきた私は、軽くノックをして扉を開いた。

「はーいどうぞー。……って、氷さん？　貴女なにしに一人で戻ってきたのよ？　さては暗殺ね!?　あい君を籠絡するのには目障りなママを、ひと思いに葬ってしまおうってことなのね!?」

　訪問者が私だとわかって苦い顔をした田島君のお母様は、わざとらしくベッドのすぐ傍に設置されていたナースコールに手をかける。ごめんなさい田島君、冗談抜きに私この人のノリ苦手かもしれないわ。

「で、本当に何しにきたの？」

　ナースコールから手を放すと、ぶっきらぼうに田島君のお母様がそう言った。

　私は一度すうっと深く息を吸うと、田島君のお母様の顔をまじまじと見つめる。

「一つ、お母様に、お話ししたいことがあって戻って来ました」

「お話ぃ？　それって、雅ちゃんを応援するの止めろとか？　お生様、お断りよ」

　田島君のお母様が怪な視線を向ける。ここで尻込みするわけにはいかないと、私は自分自身を奮い立たせながら言葉を放つ。田島君との明るい未来のために。来週の告白で全てが決まる前に。私自身の落ち度で招いてしまった問題を、解決しないまま先に進むわけにはいかないから。




「夏休みにお母様に初めてお会いした際、息子さんのことを──田島君のことを馬鹿にした発言や態度をとってしまって、本当に申し訳ありませんでした」




　私は誠心誠意、深々と頭を下げた。

「へ…………？」

　口をぽかんと開けて呆とする田島君のお母様。私は顔を上げて向き直ると、緊張を孕ませながら言葉を続けた。

「じ、実は私にはその……田島君の、好きな人の前になると恥ずかしくて、うっかり本音と逆のことを口にしてしまう悪い癖がありまして……お母様が生徒会室に来た日もついやらかしてしまったというか……はい……」

「ま、待ってちょうだい。氷室さんの行動が唐突すぎてママまだ状況をよく飲み込めずにいるのだけど……ようするに、あい君を馬鹿にしてたのは全部照れ隠しで好きの裏返しだったって、氷室さんは、ママにそう言いたいわけ……？」

「……はい」

　小さく、こくりと頷く。

「あい君が好きになったから今更取り繕う──って魂じゃないのよね。その、様子だと……。けど、氷さんにはあい君の他に、忘れられない初恋の相手がいるんでしょう」

「そ、それ誤解なんです！　私の初恋は田君で、一年の頃からずっと一筋で、じ、実は彼を生徒会に誘ったのもそういった私的な理由だったりして──ま、まぁ……その妙な誤解の原因を生んだのも、私の発言のせいだったりするのですけど……」

「へ、へぇーあい君が初恋で、一年の頃からずっと──ねー。ん？　……一年の頃から──ってことは何かしら、佐さんから聞いていたあい君をこっぴどく振ったってあの話も──ま、まさか、本心ではオッケーだったってことぉ!?」

「こ、こくり」

　ご、ごめんなさいぃいいい!!　その通りなんです。

　弁明のしようもなく、静かに頷く。しばらくの間、そんな私を呆れた目で見ていた田島君のお母様は、深いため息を吐くと、ぶっきらぼうに話し始めた。

「はぁーなるほどねぇ……で、何、氷室さんがわざわざ一人で戻ってきた理由は、本当のことを言って、ママに二人の交際を認めて欲しかった。って、そんなところなわけ」

「い、いえ、もちろんそこまで望んではないと言いますか、ただ田島君に告白する前に、一度お母様には本当のことをお話ししておきたいなと……けど、その、認めてもらえるのなら、それはそれで嬉しいといいますか……」

「言っとくけど、認めるどうこうって話なら、ママはまだ反対だからね」

「へ？」

　田島君のお母様から向けられた厳しい視線に、私はたじろぐ。

「当然でしょ。だって、氷室さんは今までそうやって素直になれないのを理由に自分の好きな相手を、あい君を無駄に傷つけてきたわけなんでしょ。想像してみなさいよ、氷室さんが勇気を振り絞ってあい君に告白したのに、あい君から即答で拒絶されたらどう思うか」

「私が、田島君に告白して振られる…………」

　少し考えてみる。きっと優しい彼のことだから、私のようにそこまできっぱりと断りはしないと思う、のよね。「好きになってくれてありがとう。でも……ごめん」多分こんな感じ。…………け、けどね田島君、その「ありがとう」はもらっても一つも嬉しくないというか、恐らく世界で一番痛い「ありがとう」だから、絶対に言わない方がいいと思うの。無理に気遣われてるそれすら、私を受け入れる気はないのだと、壁を明確に示されている気がして──な、何かしら、急に足に力が入らなくなってきたわね。あ、あれ？　おかしいわ。想像だというのに、何で涙が溢れて──

「すとーっぷ！　戻ってきて氷室さん。ママが悪かったから！」

　田君のお母様の大声に、ハッとなった私は慌てて目の下の涙をごしごしと拭った。思わぬ失態に顔が自然と熱を帯びていく。こ、こんな痴態を晒しにきたはずじゃ──

「ま、まさか涙を流すとは思ってなかったわ。まーそれだけあい君が好きってのは伝わってきたし、どうやら本当に今までのあい君への厳しい態度は、好きの裏返しだったみたいね。──で、今ので理解出来たわよね、ママが反対の理由。今の氷さんみたいな気分を、あい君は、きっと貴女にぞんざいに扱われる度に味わってきたはずよ。そして、それはこれからもありえる。だってそうでしょう、人の性格なんて生まれ持ったものが大きいんだし、明日明後日、一週間ですぐ変われるものでもないもの。強弱の程度は抜きにして、きっと氷室さんのツンツンした態度はあい君をまた不意に傷つけてしまうと思うわ。最愛の息子が苦労するのを知ってて、ママは認めると思う？　付き合う前でこれなのだから、付き合い始めたら相当苦労すると、ママの経験的にもそう断言するわ」

「そ、それは……その都度、が、頑張って、精進していきたいと…………」

　私は上く返す言葉が纏まらず、口ごもる。すると、田島君のお母様はそんな私の姿を見て肩をすくめて小さく笑って、

「ま、ママがいくら目くじら立てて反対って言ったところで、どーせ氷室さんにはその気がまったくないんでしょう？」

「は、はい。絶対に諦めません！」

　今度は即答。だってそんなの、聞かれるまでもないことだから。

「だったら、言葉ではなく、ちゃんと態度でそれを示してみせなさい。応援はしないけど、見ていてはあげるから。いいわね、涼ちゃん」

「えっ」

　い、今、私のこと、名前で……？

　こ、これって……少しは認めてもらえたってことなのかしら？

　半信半疑のまま狼していると、煮え切らない私の反応を誤解したのか田島君のお母様は眉を少しつり上げた。

「何？　不服なわけ？　ママにとっては最大限譲歩したつもりなんだけど。ま、ママの一番は何と言っても雅ちゃん。それは変わらないから」

「そ、そのことなんですけど……あのー参考程度でいいので、どうなると順位が覆る可能性があるのか教えてもらえればと……やっぱり料理とか、家庭的な部分でしょうか？」

「ぶっちゃけ、そこは割とどうでもいい部分よ。その辺は後からいくらでも身につけることができるし、女子高生に家庭的なことを求めるのもおかしな話じゃない。やっぱり評価点は可愛げと、それから──ふふ、ママをちゃんと立ててくれる、ようは家族への思いやりね。これ重要よ。いい、世界で一番あい君を愛しているのはママなの。その認識を受け入れない限りは、田島家には嫁がせてあげないからねー」

　べーっと舌を出して年もなくおちゃらける田君のお母様。はぁー、一番の理由がそこなの？　まったく、変なところで強情というか、そんなの──

「お言葉ですが前にも申し上げた通り、そこは絶対に譲れない部分です。お宅の息子さんを──愛君を世界で一番愛しているのはこの私、氷涼なんです。そちらこそ、そろそろ頂点が交代したことを素直に受け入れるべきかと」

「い、言うわねー。こっちは病人だというのにー。やっぱり涼葉ちゃんにはママへの思いやりが足りないわ。いいわよ、そっちがその気なら、ママにだって考えがあるわ。あい君が大好きなママの手料理の[image: ]レシピ、雅ちゃんだけにこっそり教えるから」

「そ、それとこれとは話が別なのではありませんか！　お母様!?」

　非難の顔を向けるも、聞く耳を持たずに顔をぷいと背ける田島君のお母様。

　ごめんなさい。田島君、やっぱり私、この人苦手だわ。





　　　　☆






「これはどうやら、勝負があったかもしれませんね」

　占いの館の占い部屋で、水晶越しに涼葉と愛斗の母──早のやり取りを見ていた私は、ゆっくりと言葉を紡ぎました。

　ナンナさんの力を使って今水晶に投影されているのは、病室で言い争う涼葉と早苗の姿。一見犬猿のムードに見えるものの、時折お互いの顔に笑顔が浮かんだりと、以前までの二人とはだいぶ違っています。それは雅には及ばない、ほんの僅かなものかもしれませんが、二人の間に絆と呼べるものが芽生えたのでないかと。……まぁ、お互いの譲れない部分が同じな以上、まだまだ二人が仲良くなるには道のりが遠そうですが……。

　だとしても、今までのツンケンした涼葉をずっと見続けてきた身としては、自分から進んで心を開いたことに感慨深さを覚えるところ。

　けどそんな心温まる情景に、異論を唱える者がいて──

「ま、まだですわ。勝負は最後の最後までわかりませんものでしてよ。ええ、きっとそうですわ」

　私と一緒に水晶を覗いていた友人が、まるで自分自身に言い聞かせるように声を荒らげる。そんなランラに、私は淡々と所感を口にします。

「まー想像以上に涼葉が成長を見せたのが大きかったですね。ナンナさんから言わせると、やっとですけど」

　流石に愛斗の前では、まだ時折どうしても素直じゃなくなるみたいですが、今となってはそれも含めて涼葉の素なのでしょう。

「早苗が少しとはいえ涼葉を認めた今、あの二人に対する障害は全て消え去ったと言ってもいいと思います。後は例の勝負についてですが……これはもう言わずもがなでしょうね」

「な、ナンナは何をおっしゃいますの？　いいですこと、雅と愛が結ばれるのは運命なのですわ。現に学園祭の時はわたくしの積極的にいきなさいというアドバイスを実践し、いい感じになっていたではないですの」

「あれはー……確かに学園祭を二人で楽しんでる姿はいい感じでしたね。あの後、雅が民族喫茶で早に勧められて愛斗の隣に座ることに一瞬でも躊躇わなければ、涼が代わりに座る隙を与えなければ、雅の大勝利で終わっていたかもしれません。そう考えると、あそこがターニングポイントだったかもしれないですね。あの場で涼葉と早苗が言い争ったからこそ、今の展開があると言っても過言ではないと思いますから」

「ぐっ……ですが愛斗だって、少なからず雅のことをお想いになっていますわ。ええ、それは密かにあの受験攻略本をこしらえているところからして、一ですわよね」

「それはランラの言うとおりです。ですが、その想いは厚意であって、好意ではないということを、お忘れなきように」

「うっ……」

　ナンナさんの的を射た指摘に、俯いたランラが黙り込みます。

「──わたくしのせいではありませんか……」

　が、そうぼそり呟いたかと思ったら、次の瞬間ランラは堰を切ったように喋り始めて、

「わたくしがゲームにかまけて、ナンナの介入に気付かなかったせいじゃありませんか！　愛斗と運命の出会いを果たした雅が次のステップに進展するのはもう少し後だと、そうたかを括ってネトゲに没頭していたから、こんな展開に……。もう運命の女神失格の烙を押されても仕方ないことをわたくしは……」

「ランラ……」

　瞳をうるませて自己嫌に陥るランラに、私はどう言葉をかけていいのかわかりませんでした。怠惰ながらも、ランラとは違って一応はお役目を果たしてきたナンナさんの言葉では、どう転んでも彼女を追い詰めることにしかならない。そんな気がしましたから。

「……ええ、そうですわよね。わたくし自身が犯した罪は、わたくしの手で滅ぼさないと」

　そうして頭を抱えている内に、ランラはまたぼそり呟いたと思うと、眉をキリッとつり上げ、何やら剣な雰囲気を醸し出して──

「待っていてくださいね雅。貴女の辿るべき運命は、この神であるわたくしが必ず守ってみせますから」

　と、そう言いながらお店を飛び出して行ったのでした。

「ま、まずいかもしれませんこれは……」

　一人自分のお店に残された私は、胸騒ぎを覚えて独りこぼします。

　これは他の神から聞いた話なのですが、運命神や土地神などは、加護対象に感情移入しやすいというか、情にほだされやすい傾向があるのだそうです。

　それは私達のような一回限りのインスタント契約ではなく、長期的に接することが多いという期間の違いによるものでしょうね。神にだって感情があるのですから、当然と言えば当然の展開なのかもしれません。

　あ、勘違いしないで欲しいのですが、今のは一般的な話を述べただけで、愛と涼に関してはナンナさんもそこそこ情がありますからね。手の掛かる子ほど愛おしくなるというか、恐らく長い年月でここまで直接的に関わったのは、あの二人が初めてですから。それに今後も、ゲーム仲間として付き合っていけたらいいなと思っていますし。

　話を元に戻すとしましょう。

　恐らくランラは、雅に我が子にも似た感情を抱いているはず。

　我が子の幸せを願う親が、時にどんな暴挙に出るかなど、想像出来たものではありません。流石に涼葉に物理的な危害は加えたりしないと、一友人としてそれだけはないと信じてはいますが。

　それでもきっと、なんらかのアクションを起こすに違いないと思います。

「なんとか、未然に防げればいいのですが……」





　　　　◆◆◆






「スンスンスンスン──ふへっへー幸せー」

「…………」

　中間テストが終わった金曜の放課後。未来の我が家に訪れていた私は、そこで想像を絶する光景を目撃してしまい、顔を凍てつかせていた。

「クンクンクンクン──やっぱりゃめりゃこれ、癖になりゅうー」

「…………」

　今私の瞳に映っているのは、私から冷たい視線を送られていることに気付くことなく俯せでマットレスの上に寝転がり、枕に顔を埋めて恍の表情を浮かべる金髪ギャルのジャンキー──もとい、砂さんのうらやまけしからん残念な姿だった。

「クンカクンカ……あぁ、愛斗が帰ってくる前に止めないとおぉ。けどあと少しくらいいいよね。だってアタシ今日のテストが終わるまでの間、すっごい頑張ってきたんだし、そのご褒ってことで──」

「はぁ……いいわけないでしょう砂城さん」

「ふぇっ？　──って!?　ひ、氷さん!?」

　私の静かな怒りを帯びた声音で、ようやく私の存在に気付いた砂城さんが、トランポリンみたく飛び跳ねて驚いてみせる。なるほど。どうやら、田君の枕元に落ちていた金髪の真相は、これが原因だったみたいね。

「まったく、田君から先に砂さんが来ていると言われていたのに、いざお邪魔したら靴はあるのに姿が見えなかったものだから何にいるのかと探してみれば、このようなうらやましいことを──こほん……どうやらとてもお楽しみの最中だったようね。水を差して悪かったわ」

「こ、これは、その、違うから。本当は前に果たせなかったとある目的を果たすために愛の部屋に上がったの。でも……ふと、このお宝が目に入っちゃったもんだから、ついスイッチが入っちゃって──あは、あはっあはは」

　ばつが悪いと視線を泳がせ、笑ってはぐらかそうとする砂城さん。

　ちなみに今日私達が田島家を訪れた理由は、テストから解放された記念にタコパでもしようよと砂城さんと大さんが提案したから。その面子は以前勉強会をしたメンバーなのだけれど、現在田島家にいるのは私と砂城さんの二人のみだった。

　相さんと柴君の部活動を考慮して、タコパの開催時間は十九時の予定となって、私と砂城さんは準備をするために少し早めに田島君の家に足を運んでいたというわけ。それなのに家主である田島君が現在家にいないのは、検査結果がほぼほぼ出ったということで、手術の有無を含め、お母様の今後についての詳しい話を主治医を交えてて相談するため、病院に行っているからだった。

　放課後すぐに向かった砂城さんとは違い、私は先に生徒会の用事をすませてから、ここに来たわけなのだけれど……「雅に合い鍵渡しておいたから、先に入ってて構わない」って言葉は納得いってないからね田島君！　なんか砂城さんがカノジョっぽくなってて私が単なる女友達みたいな立場になってるじゃない！　逆よ、逆、合い鍵を渡していいのはカノジョだけの特権なのだから！

　……おっと、つい興奮して話が逸れてしまったわ。この件、それに枕の件も重要だけど、今は目の前の件の解決が先決だものね。

「ところで砂城さん、今貴女、とある目的がどうとか口にしていたけれど、それはいったい何の話なのかしら？」

　私がそう尋ねると、頬を赤くした砂城さんが、少し恥ずかしげに口を開く。

「い、いやーほら、愛斗だって男じゃん。だからさ、やっぱこの部屋のどこかに、エロ本隠し持ってたりするのかなぁって。氷さんだって気にならない？　あ、愛斗の性癖……」

　はぁ!?　顔を真っ赤にして何言ってるのよこの子。そんなの──

「さ、いつまでもぼさっとしてないでぱっぱと探すわよ砂城さん。田島君が帰ってくるまでもうそんなに時間がないはず。役割を分担して的確に作業を終わらせるとしましょう」

　そう言いながら、私は田島君の部屋を見回して、ターゲットの場所に目星をつける。ふむ、クローゼットの中が怪しいわね。

「何その切り替えの早さ!?　本能に従順ってか、なんか変な方向に素直になってないアンタ？　いや、アタシが言うのもあれだけど」

　砂さんの呆れの混じった驚きの声が飛ぶ。気になるかと尋ねられたから、返答を態度で示しただけなのに、失礼しちゃうわ。

　そう嘆しながら、私はクローゼットを開いて中身を確認する。君学園のブレザーに、冬物のコート、それから中学時代に着用していたと思われる学ランの上下セットなどとたくさんの田君の服がかけられていて、客観的に見ればそれは何の変哲もないクローゼットだった。──けれど、これはまさしく……

「宝の山じゃん！」

　ごくり、生を飲んだ砂城さんが私の感想を代弁するかのようにそう言った。

「どう氷さん？　ここは一時的に休戦協定を結ぼうよ。時間が限られている今、無駄な争いをして互いに何も得られないまま終わるよりか、よっぽどいい判断だと思わない？」

「そうね、妥当な判断だわ。異論はないわよ」

　利害の一致に一時的な協力関係を結んだ私達は、善は急げとばかりに戦利品の吟味に入った。ふふ、こうやってファッションに目を輝かせるって、いかにも女の子らしいわよね。

「ね、見て、このコートとかよくない？」

　そう言って膝くらいまでの丈をしたベージュのモッズコートを手に取ると、砂城さんは、さっそく装備した。

「じゃん！　どうよ。このコートのシチュエーションはさー、愛の家で遊んでて帰ろうとしたら、外が急に冷え込んじゃっててー。ほんでアタシが少し出るのを躊躇っていると、それを察した愛斗がこうやって自分のコートを貸してくれんの。外はやっぱり寒いんだけど、愛斗が全身を包み込んでくれる気がしてもう心はぽっかぽか、みたいな」

　ダボダボのコートを纏った自分自身を抱きしめながら砂城さんが顔を蕩けさせる。な、なによそれ……はぁ、砂城さんたら、

「天才の発想じゃない」

　私は素直に感嘆する。コート一つからそこまでの物語を生み出すなんて、この人、実は私よりも頭がよかったりするのではないのかしら？　まぁ登場人物の表現や立ち位置に不適切な描写があったことは、いただけないけど。

　と、そんな風に私が砂城さんへの評価を上方修正していたその時だった。

　不意に部屋の外から、がちゃりと玄関の開く音が聞こえてきたのは。

「や、やばっ、愛斗が帰ってきたっぽい」

「そ、そのようね。階段を上がってきてる音がするわ。まずいわね。早くここから出ないと、田島君にとんだ誤解を与えて──」

「うぇ、ちょ、まってよ氷室さん、そんな自分だけ逃げられる距離に移ろうとしないでよ。お互いに楽しんだんだから、共犯者じゃんか」

「私はお預けのまま終わっているのだけれど。というか、そんなこと言って私の腕を引っ張っている暇があるなら、さっさと隠蔽を──」

　迫り来る危機から、半ば混乱状態で言い合う私とコートを着たままの砂さん。

　そうこうしている内に、二階に到達した足音が、どんどんと大きくなって迫り──

　再びガチャっと、ドアの開く音がした。

「ん？　なんだ、ここにいるわけじゃないのか？」

　辺りをきょろきょろと見回しながら、部屋の真ん中で田君が小首を傾げる。どうやら、当初の私と同じように、靴があるのに姿が見えないことを訝しんでいるようね。

　そんな光景を、私と砂城さんは咄に閉めたクローゼットの中で、息を殺してうっすらと空いた隙間から覗いていて──

　どどど、どうしましょう!?

　頭が混乱して考えが纏まらない私は、目配せで砂城さんに思っていることを伝えるも、砂城さんは「ア、アタシにもわかんないし」と首を振るばかり。

　ひとまず田島君が私達を探しに下へおりていくことを願い、このまま隠れ通すということで私と砂城さんの考えは一致する。

　ふぅ……けど──ふふ、なんだかこうやって砂城さんと田島君のことを覗いていると、相さんが彼に嘘告白をした時のことを思い出すわね。あの時の砂城さんは、偶然あの場に居合わせることになって、とても驚していたけれど。ふふ、今回はそんな目を丸めて驚くようなことは何も起きるわけないのだから、そこだけ安心していいんじゃないかしら。まぁ、この状況そのものが安心できたものではないのだけれど……。

　と、私は肩をすくめる。

　その瞬間だった。

　突如、部屋のテレビの画面がぴかっと光ったかと思うと、その液晶画面の中から、ブロンドの髪をした女性がまるで魔法学校を舞台にしたファンタジー映画みたく、ニョンと這い出てきたのは──

「「!?!?!?」」

　目を点にして仰天する砂城さんと私。い、今の人……テ、テレビの中から出てきたわよね？　あれ、見間違いじゃなかったわよね!?

　私と似たような様子の砂城さんに目配せして答えを求める。混乱に混が掛け合わさって頭が真っ白というか、もう、思考が現実に追いつかない。

　そんな中、

「うぉっ!?　──って、……あんたは確か……ナンナの仲間の……」

　その距離や状況的にも私達より驚いて当然のはずの田島君が、人が飛び出してきたことに対して妙に落ち着いてるのが、まるでこんな超常染みた体験に覚えがあるかのように冷静な態度なのが、ふと気になって──

　田君が恐る恐る声をかけると、その英国の貴婦人のような格をした女性は、剣な表情を彼に向けたのだった。

「貴方にお話がありますわ、愛」





　　　　◆






「貴方にお話がありますわ、愛斗」

　突然テレビから出てきて俺の前へと現れた女性が、その整った顔を真っ直ぐに、こちらへ向けてそう言った。

「あんたは確か、ナンナの友達、だったよな？」

　戸惑いながらも、そう尋ねてみる。

「ええ、そうですわ。わたくしの名はランラ、運命を司る女神ランラでしてよ。改めて以後、お見知りおきを」

「運命を司る──ってことはやっぱり、あんたもナンナと一緒で、人じゃないんだな」

　ランラがナンナとの初対面の時みたくテレビから出てきた時点で、それはほぼ確定事項だろう。それでも俺は、確認をせずにはいられなかった。

「ええ、そうですわ。ナンナとは立場や所属こそ少し異なりますが、彼女と同じで、神に類する者ですわ」

「それで、話ってのはなんなんだ？　今、うちには人が来てるから、手短に済みそうにない話題だったら、日を改めてくれるとありがたいんだけど」

　今、家のどこかにいるはずの氷と雅のことを考慮してそう返す。それに一応雅とは面識があるみたいだったけど、この状況って傍から見たら俺が年上の女性を自分の部屋に連れ込んでいるように捉えられそうだから、極力混乱を招きそうな事態は避けておきたい。

「あら、その心配はご無用ですことよ。わたくしがお邪魔すると共にこの部屋には特殊な結界を張らせていただきましたから、部屋の外からその扉を開けて愛斗のご友人が入ってくることはありえません」

「そうか……それでその、そこまで取り急ぎ話さなきゃならない用件ってのはいったいなんなんだ？　やっぱりナンナ絡みだよな？」

　この場にいない、もう一人の脳天気な神様を思い浮かべて尋ねる。

「確かにナンナは多少なりとも──いいえ、だいぶ足をつっこんでいますが、話の本筋は貴方と、そして雅の運命に関してですわ」

「は、俺と雅の運命？」

　わけがわからずランラの言葉を反する。そんな俺に、ランラは何だか一度視線を横に、クローゼットがある方向へと向けてから、ゆっくりと口を開き始めたのだった。

「ええ。それではかいつまんで説明しますと──」

　そこからランラによってもたらされたのは、衝撃的な内容の数々だった。

　本来あるべき未来では、氷からの好意に気付くことのなかった俺は、高校の終わりに雅から告白されて付き合い始め、やがては結婚をして三人の子供を授かり、幸せな家庭を築き上げていく。そんな二人にとって幸福と呼べる微笑ましい光景が待っていたのだと。

　けれどその未来は、縁神社での氷室のお願いを聞き届けた神、ナンナの直接的な介入によって、俺が氷室と実は既に両いであった事実に気付いてしまったことから、俺が氷室と付き合うという、本来ならばありえなかった予期せぬ方向へ逸れているのだと。それを何故だかやけに丁寧に、まるでナンナが現れてからの今までを、おさらいするかのようにランラは語って──

　そして遅まきながらその異常を察知したランラは、こうして運命の神としてのお役目を果たすため、軌道の修正をしに現れたと。

　そんな耳を疑いたくなる内容を、目の前の神と名乗った女性は、至って真剣な表情で語ったのである。

「──嘘……だよな？」

　全てを聞き終えた俺の口からかろうじて出たのは、それだけだった。信じられない──いや、信じたくはないと……。

「嘘？　はて、それはいったいどれに対しての否定なのでしょうか。愛が雅と付き合うことですか？　雅が愛斗を好きになることですか？　──それとも、愛斗が涼の気持ちにずっと気付かないまま終わってしまったことですか？」

「っ！」

　核心を突かれて思わず目を見開く。ランラによってもたらされた情報の中で、最後のそれだけはナンナにこの能力……氷室の心の声が聞こえる能力を授かっていなければ、ありえたかもしれないと感じてしまったから。

　ナンナと出会う前の、当時の俺がどんな心境でいたのかを不意に思い出して──

「愛斗がナンナからもらい受けた、氷室涼葉の毒舌の裏に隠された彼女の本当の気持ちを聞くことが出来るあの能力。逆にあれがなければ、今でも愛斗は脈なしの諦めモードだったはずですわよね」

「ち、ちがっ、そんなこと──」

「あら、本当にそうでして？　仮に心の声が聞こえない状態で涼葉に告白していたとして、あのようにぞんざいな断られ方をされても尚、涼葉を諦めることはなかったと、そう胸を張って断言することができますか？　愛斗をそうさせたのは、あの告白が実は二つ返事でオッケーだったという涼の本当の気持ちを知っていたからですよね？　誤って断ってしまったことに対する彼女の切実な後悔の本音を聞いていたからですよね？　ようするに、全てはそのチート能力のおかげですわよね」

　何か反論をと試みるも、ランラの厳しい視線を前に口が動かなくなる。生半可な言葉では一されるだけと、彼女の纏う人ならざるオーラにそう悟らされた気がして──

　そうやってどうしていいのかわからず躊してる間に、ランラは俺にトドメとなる言葉をぶち込んできたのだった。

「はっきりと申し上げましょう。貴方はあの能力によるサポートがなければ、涼葉と良好な関係を継続させることができない。何なら、あのあまのじゃくと呼べる一面もまた、氷涼葉という存在を形成する一部──ようするに切り離すことのできない要素なのですから。その要素が起因する形で、仲が拗れたり、最悪破局なんてこともありうると、わたくしはそう申し上げているのです」

「そ、それは──」

「ありえないと？　いつぞや涼葉が行ったツンデレ大作戦とやらの時、ツンデレアピールが涼葉の本心であるとわからず、心の声が聞こえないという事実だけを鵜みにし、完全に真に受けてショックを受けていた貴方が。すっかり能力に頼りきりになっている今の愛に、ありえないとそう心から断言できますの？」

「…………っ！」

　ランラの言葉に心当たりがあった俺は、思わず肩をびくつかせる。

　それはこの前のオムライスを一緒に作った時の出来事。あの時の嬉し恥ずかしさをはぐらかそうとする氷室のあまのじゃく発言をずっと受け流せたのは、やっぱり本音も同時に聞こえたからってのが大きいんじゃないかって。もし心の声が聞こえなかったら、恐らく氷室の建前を受け取った俺はネガティブなことを考えずにはいられず、不安や動揺でいっぱいいっぱいになっていたというか、少なくとも悠長に野菜を切っていることは出来なかったのは間違いないから。

　それできっとまた俺と氷室の間によからぬ誤解やすれ違いが生まれてしまって……

「ですから、愛斗自身の幸せのためにも、わたくしは雅を選ぶべきであると──」

「いくら切羽詰まっているとはいえ、これはちょっと強引すぎやしませんかね、ランラ」

　ランラの声が、剣な女性の声によって遮られた。

　その声の主、ナンナは、ランラと同じようにテレビの中からぽんっと飛び出てきて──

「すみません愛斗。少し気付くのが遅れてしまいました。何かしでかすだろうとは危ぶんでいたものの、まさかこのような直接的な暴挙に出るとは思ってもいませんでしたので。これは完全にナンナさんの落ち度です。弁明のしようがありません」

　ナンナが軽蔑するような視線をランラに送る。ナンナが本気で怒ったところを見るのは……これが初めてだ。

「まったく、運命の女神だから略してうんこうんこと、よく貴女をおちょくっていましたけど……ランラ、今の貴女は冗談抜きでくそったれのうんこ野郎ですよ」

「ぐっ……これも雅の運命を守るためですわ。勝利の為の汚名など、望むところですわよ」

　ナンナからの容赦ない罵倒に、ランラは少しへこたれた反応をするも、すぐにふんぞり返ってしまう。

「ま、待ってくれ。確かに、痛いところを的確にズバズバとつつかれて困惑してはいたけれど、それは俺の落ち度が大きかったりするし。ランラが自分の司る運命のためってのはひしひしと伝わってきてたってのもあって……だから俺にはナンナがそこまで怒ってる理由がわからないというか──ほら、今だって一応外のことに配慮してくれて、氷達が入ってこられないように不思議な結界張っててくれてるんだから」

「はぁ……相変わらず、呆れるくらいにお優しいですね愛は。ですが愛斗、騙されてはいけません。結界の話は真っ赤な大どころか、元からランラには涼や雅が入ってくる心配など、する必要がなかったんですから」

「は？　それってどういう……」

　意味がわからないと、怪な視線をナンナに向ける。

　するとナンナの目は俺の視線を誘導するように、クローゼットへと向けられて、

「いるんですよ。最初から、あの二人はこの部屋に。そこのクローゼットの中に。そこの神様が運命を意図的に操作して、ネタばらしの可能な絶好の舞台を作り上げたんですよ」

「へ……？」

　頭が真っ白になった俺は、ナンナの言ってることがわからなかった。

　──違う、わかりたくなかったんだ。

「とうことで、出て来てもらえますか、二人とも」

　ナンナが諭すよう、クローゼットに向けて淡々とそう告げる。

　すると、クローゼットの扉が独りでに開いたと思ったら、中には俺が探していた二人が──けれど今だけは見つかってほしくなかった、雅と氷室の二人がとても複雑そうな顔をして現れたのだった。

「ど、どうもー」

　ばつが悪そうに苦笑いする雅と、

「う…………うぅ……み、見ないでぇ…………」

　扉が開かれた瞬間、恥ずかしいと言わんばかりに真っ赤になった顔を両手で覆い、その場にしゃがみ込んでプルプルと震え出した氷室。

　本当に、二人とも最初からずっとこの部屋にいたんだな……。

　重苦しい空気が部屋の中にどっぷりと流れる。かつてこれほどまで自分の部屋が居心地悪いと感じたことはないだろう。

　幾ばくかの沈黙が訪れた後、最初に口を開いたのはナンナだった。

「ふぅ……。さて、雅に涼、神や能力など話のスケールがあまりにもぶっ飛び過ぎていて、さぞ混乱していることだと思います。ですからまずは、順を追ってしっかりと説明していこうと思いますので、色々と言いたいことはあると思いますが、ひとまずはナンナさん達の話を聞いてください。ランラも、それで構いませんよね」

「……ええ、異論はないですわ」

「それでは、私はここで涼葉に説明をしますので。ランラは雅に……いったん場所を変えてもらって。私のお店を使ってくれて構いませんよ」

「ご配慮、感謝しますわ。さ、行きましょう雅。わたくしが貴女の手を握ってさえいれば、テレビをすり抜けて直にナンナのお店にワープできますから」

　雅に優しげな顔でそう言ったランラは、半ば強引に雅の手をとって歩き出した。

「え、ちょ、ま、待って──」

　状況が飲み込めずに困惑する雅の声を余に、ランラは腕を引っ張りぐいぐいとテレビに向かう。そして、ナンナとすれ違い様に一度立ち止まるとゆっくり口を開いたのだった。

「わたくし、後悔や反省などはしておりませんから。ええ、自分の怠惰が原因で招いた結果ですもの。だからこそ、自分の身を犠牲にしてでも償いたい……そう思ったまでですわ」

「……そうですか」

「ではまた、ごきげんよう」

「ええっ!?　ちょ、マジでテレビの中に入んの──」

　テレビ画面にぶつかる寸前に驚から大声を上げた雅と共に、ランラはテレビの向こう側へと去っていったのだった。そういえば雅のやつ、何で俺のコート着てたんだろう？

　しんと静まりかえった俺の部屋で、ナンナは気を切り替えるように小さく息を吐くと、未だにしゃがみ込んだままショート寸前といった様子で、顔を茹だらせ、おろおろとしている涼葉へと向かい、あやすような優しげな笑みを浮かべた。

「さて、涼葉、改めまして自己紹介させて頂きます。私はナンナ、街で占いのお店を営んでいる店主もとい──縁神社を社に恋愛成就を司る神様をしている者です」

「へ………………。縁光、神社……？」

　意識外な単語が唐突に出現したからか、ゆっくりとナンナの顔を見上げた氷の目は丸くなっていて、

「そうです。そして、涼葉が我が神社に祈願してくれたことが、実は全ての始まりだったりするのです」

　そうしてナンナは、氷室にざっくりとではあるものの、先のランラの話に付け加え、ナンナと俺との今までの全てを打ち明け始めたのだった。

　その間氷は段々と落ち着きを取り戻していき、時折驚いた顔を見せながらも相づちを打つ程度の返答に留め、特に口を挟むことなくナンナの話を聞いていく。その間、俺は二人のやり取りをただただ静かに見守っていた。

　心の中で増殖する不安や戸惑いに押しつぶされそうになりながら。

「………………はぁ」

　氷室はナンナからの説明を全て聞き終えると、一拍空けてから自分を落ち着かせるように深く息を吐いて立ち上がり、

「そういうこと……だったのね……」

　ナンナの話を咀するかのようにゆっくりと頷いた。

「た、田君……その……確認したいのだけど……貴方には本当に、私の心の声が……私の本音が聞こえていたのよね？　ナンナが話してくれたように、私が本心とは裏腹なことを言うと、伏せたはずの本音が貴方には全部筒抜けになって伝わってしまうと……」

　恥ずかしそうに当惑しながら、氷室が床を見つめたまま尋ねてくる。

「あ、ああ。なんて言ったらいいかわからないけど……全部、本当の話なんだ」

「そう……。に、にわかには信じがたい話ではあるけれど……流石に目の前で何回も人がぽんぽんとテレビの中に出たり入ったり、それも砂さんまでもがああやって消えてしまったのだから、もう信じざるをえないわよね……。まだ少し頭が混乱しているけど……はぁ──ええ、受け入れることにするわ。ナンナが正真正銘の神様であり、私があの日縁神社で祈願した、『田島君に、素直な気持ちを届けられるようになりますように』を叶えるために、田島君に接触して不思議な能力を授けた。おまけに、私にも占い師として声をかけ、相談にのってくれていたと」

「はい、涼のおっしゃるとおりです。……あの、涼葉、やはり迷惑だったでしょうか？」

「迷惑ね……。でもその質問をイエスかノーで答えるなら、きっとノーだと思うわ。やり方はどうにしろ、そのきっかけのおかげで、臆病で恥ずかしがりやだった私が田島君とここまで親しくなれたのでしょうし。だから感謝こそあれど、恨む要素なんて一つもないわね。貴女は正真正銘、恋愛成就の神様よ。ありがとう、私の願いを聞き入れてくれて」

「涼葉……」

「けれど、出来ればその不愉快な能力については即刻消してもらいたいわね。やはり自分の心が読まれているというのは、あまりいい気分ではないもの。それがたとえ、好きな人であったとしても……。で、それはもちろん可能よね？　すぐにやってちょうだい」

「そうですね。結論から言えばそれは可能です。ですが、涼葉本人の意向による能力の消失は、すなわち涼葉が縁光神社を通じてナンナさんへと依頼した祈願の撤を指し示すものとなります。ようするに涼葉に対する私のバックアップがなくなるわけですが……それで構わなければ、可能ですがどうしますか？」

「ええ、構わないわ。どのみちもう、今の私には必要ないものだから」

　そ、それって──!?

　ずきんと心が鈍い痛みを訴える。邪魔しないように静かに聞いていた俺は、それがどういう意味か尋ねたかった。けれど俺には口を開くことが出来ずにいた。今の氷の心を読める俺と、氷室は会話したくないのだろうと、俺の前に姿を見せてからというもの、まるで拒むかのように顔をあわせてくれない氷室を見てそう感じたから。

「わかりました。能力の完全消去には少し時間がかかりますが、ま、愛が寝て起きた頃には消失していることでしょう。……なんか、不思議ですね。最初は早く終われと願って愛斗にあのような能力を授けたはずなのに、いざ契約が終了するかと思うと、ちょっと寂しいと感じるなんて」

　ナンナがそう、しんみりとした表情で言葉を紡いだ。

「そう、明日にならなければ田君から心を読める能力は消えないのね。だったら今日はもう、ここでお暇するとしましょう」

　そう言うと、氷室は踵を返して部屋から出て行こうとする。

「ひ、氷室あの……」

　俺は喉をなんとか振り絞って、声を掛ける。たとえ氷室が避けているとしても、このまま何も言葉を交わすことなく、別れるのだけはまずい。そう、思えて仕方なかったから。

　すると、俺の声を聞いた氷室は、だけど立ち止まってそのまま振り向くことなく言葉を放ってきて──

「ごめんなさい田島君。今はちょっと頭がいっぱいいっぱいというか、少し一人になって考える時間がほしいの」

　遠回しの拒絶の言葉に心がきゅうっと圧迫され、俺の体は息苦しさを訴える。

「そ、そうか……わかった」

「けど……一つだけ教えてちょうだい。田島君は最初に私が貴方の告白を断った時、私が本当はどんな返事をしたはずだったのか、そして告白を断った私がどんな思いをしていたか、全部本当の私の気持ちを聞いているのよね？」

「ああ、その通りだ。俺は氷室が本当は俺のことをどう想ってくれているのか知っていて、だからこそ絶対に諦めたくないって、そう思ったんだ」

「そう……なら──」

　氷室は小さく頷いたかと思うと、次の瞬間振り返って俺の顔を見つめて──




「ありがとう田島君。許されるはずのない酷い振り方をしたのに、ずっと私を好きでいてくれて。そしてごめんなさい。貴方の気持ちに、あんな酷い返し方をしてしまって。本当は私も、ずっとずっと前から、貴方のことが、田島愛斗君のことが大好きでした」




　そう言ってはにかんだ氷は、吹っ切れたようでそれでいてどこか儚さを孕んでいるようにも映って──そんな表情をした氷室を前に、念願だった言葉を聞いたはずの俺は、素直に喜ぶことができなかったのだった。

　どことなく、嫌な予感を覚えて……。

「どう、田君？　今の私の言葉は、心の声で別の言葉を伝えてきたのかしら」

　再びドアに向き直った氷室が尋ねてきた。

「いや……心配しなくても、聞こえなかったよ」

「そう……ならよかったわ」

　その言葉を最後に、氷室は俺の家から去って行ったのだった。





　　　　♡






「──ってことだから、タコパと、それに愛の家にお手伝いに行くのも終了ってことで」

　ランラから全てを教えてもらって家に帰宅したアタシは、氷室さんと数回ラインでやり取りした後、もう一人の関係者に連絡を取っていた。

『そ、そうなんだ……と、とりあえず、タコパとお手伝いの件についてはわかったよ……』

[image: ]

　電話越しに、相が困惑しながらもアタシの用件に頷いてくれる。流石に神様がうんぬんかんぬんとかそんな誰が聞いても荒唐無稽な内容を話せるわけがなく、中止になった理由は、愛の家に突然親戚が尋ねてきて日曜まで田家に滞在することになったから──ってことにしといたけど。とにかく、一応は納得してくれたみたいでよかった。後は……。

「──ねぇ、相沢と二人きりで話す機会なんて滅にないから聞きたいんだけど……あんたってさ、夏休みに海で会った時はきっぱり否定してたけど、やっぱりまだ少なからずは想っているんだよね。その、愛斗のこと……」

『へ……？　ど、どうしたの突然？』

　相沢の動揺した声が、電話越しに伝わってくる。

「だって、アタシから声かけたとはいえ、アタシと氷さんの勝負に入って来たってことは、やっぱそういうことじゃん。それにさ、アタシ見ちゃったんだよね。この前愛斗の家でみんなと勉強会した時、相沢がアタシと同じのを──アタシが愛斗に進められて買った参考書と一緒のやつを持ってたの。あれって、二学期の初めに本屋で会った時にさ、本当に買ったってことでしょ。だからその……相沢はやっぱりまだ愛斗に未練が──」

　そう恐る恐る尋ねるアタシの言葉は、途中でのほほんとした相沢の声に遮られて、

『未練か。んーちょっと違うかなっ。わたしの場合、始まったのがそもそも告白の後だったから未練という意味では──ってごめんごめん、この話はちょっと長くなるから別の機会に改めてするよ。ま、結論だけ言うと、わたしはもう割り切っちゃってるから』

「そ、そう。それってさ、両いの二人の間には入るだけ無謀だからってこと？　そういや相沢は告白する前から知ってたんだよね。ずっと前から氷室さんの本当の気持ちを……」

　恐い──けどそれ以上にその理由はとっても気になる。相沢が愛斗に告白したタイミングは、丁度愛斗が氷室さんと友達になって仲が進展し始めた時期だ。そう、それは愛斗がナンナから氷室さんの本音が聞こえてくる能力を渡された結果によるもの。多分あの時の相沢は、二人の距離が近づいた様子に焦って行動を起こしたわけで──

『うーんそれもちょっと違うかなっ。わたしが敵わないなって感じたのは、二人が両想いだからってよりも、最初から結婚する気満々なくらい田島君のことが大大大好きな氷室さんと砂さんを見てってのが大きいし。こりゃ、単に好きでしかないわたしには勝てっこないなって』

「へ、へぇー。そっか、そうなんだ」

『うん。例えば──今みたいに、大大大好きって部分を平然と肯定してるところとかー』

「へ？　ま、まぁ、相沢には悪いけどさ、事実は事実だし……」

　アタシがはにかんでそう告げると、相沢は『ご馳さまです』と満足げに笑い、続けて『それじゃ、ご飯の準備するからまたね』と、電話を切った。ま、まさか、アタシが相沢にからかわれるなんて……。

　それからスマホを持つ手を脱力させると、アタシは気を切り替えるようにふぅと小さく息を吐いて、今一度自分の心境を整理する。これからアタシがどうするべきか──

　ランラの説明通り氷さんが今までずっと愛に心の声を聞かれていたとしても、それを知った氷室さんが、愛斗を軽蔑して嫌するかと言われれば──うん、答えは絶対にノーだ。残念だけど、それはありえない。きっと……二人はくっつくと思う。

　だけどね、これはアタシの希望的観測も入ってるけど、あの二人が上くやっていけるとは、アタシは思わないんだよね。特に氷室さんの拗らせぶりは異常だから。

　だから今回だけは氷室さんに譲る。そう、今回だけは……。

　先に謝っとこう。ごめん愛斗、悪いけど、アタシはアタシの幸せを優先することにするわ。もう、アタシの人生にアンタがいないってのは考えられないから。

　けどその前にアタシとしても、一応のケジメはつけたいんだよね。このままその時が来るまで好きを隠してモヤモヤしっぱなしってのも、性分じゃないから。それに鈍感な愛斗が相手だもん、好きって公言して意識させた方が色々と動きやすそうではあるしさ。

　丁度、氷室さんとはあの勝負の話があったわけだし、予定より早いけど週明けには二人きりになれる場として生徒会室を借りて、そこで告白させてもらおう。あー出来れば愛斗、オッケーくれないかなー。人生初の告白が失敗で終わるのはやっぱ嫌だし。

　ま、人生初の恋は勝利で終わる予定なんだけどさ！






第四章　氷室さんのあまのじゃくな恋は不治の病









　月曜日の放課後。氷室が全てを知ってしまってから、土曜日曜と二日間が経過していた。その二日間の休日の間、氷室、そして雅からは一切連絡がきていない。一人暮らしのお手伝いも、金曜に雅から送られてきたタコパ中止のメッセージの中に、お手伝い終了のお知らせが盛り込まれていた。当然、俺に引き止める権利などあるわけがなく、「わかった。今までありがとう」とラインを送った。それ以降、既読がついたまま、どちらからも返事はやってきていない。

　ふと、スマホを取り出しぼーっと眺める。表示されていたのはラインのアプリで、雅とのトークページ。そこには今朝、こんなメッセージが送られてきていて──

『放課後になったら話あるから、生徒会室にいてくんない？』

　そして放課後になった現在。俺は雅の指示通り、彼女よりも先に教室を出て、こうして生徒会室で雅を待っていたのだった。

　ちなみに雅は昼休みの終わりに登校してきたと思ったら、軽く挨拶をしただけで気まずそうに顔をそらしたので、ろくな会話がまだ出来ていない。

　──俺はこれからどうするべきなのだろうか……？

　そんな疑問が、二日前からずっと脳をぐるぐるぐるぐる回っている。この土日は何も手つかずだった。

　氷が去った後、俺はナンナに、どうしてランラがこんなことをしようとしたのかについて尋ねた。自身の正体をばらして俺に雅との運命の事実を打ち明け、そのやり取りを氷室達に聞かせて、運命の話どころか、俺がナンナからもらった能力の存在にすら気付かせる。その行動にどんな意図が含まれていたのかを。

　すると、ナンナは肩をすくめてこう言ったのだった。

「これはナンナさんの憶測に過ぎないのですが、運命の話を打ち明けることで愛に生まれるだろう優しさとの葛藤。更に愛斗に自分の本音がずっと覗かれたと知った涼が、愛斗に嫌感を抱いて幻滅するのを狙ったのではないかと思います。そうやって悩みが山積みになり疲弊しているであろう愛斗へと、全てを知っている雅が優しく手を差し伸べれば、自然と気持ちがこちらに傾くと、恐らくはこんな感じの目だったのではないかと」

　嫌悪感、か……。それがどの程度を指し示すのかわからないが、実際よくは思ってないことは確かだろう。いくら事の発端は氷室だとはいえ、俺は彼女の心の声が聞こえることを今までずっと内緒にしていたのだから。

　一度しっかりと謝らないとな。それと、雅については……。

　生徒会室にいるのは俺一人だけだ。柴と相は部活に行っていて、氷室は……たぶん雅にお願いされていて来ていない。きっと、誰にも邪魔されずにゆっくりと話すことが出来ろ場所として、生徒会室を選んだのだろう。まぁ、生徒会業務への支障に関して言えば、残すところは前期の支出集計など、前期生徒会を円満に締めくくるための作業くらいなので全然問題なかったりする。

「──お、ちゃんと待っててくれたんだね、愛斗」

　生徒会室の扉が開いたと同時に、明るい声がかけられ、俺の顔を捉えた雅がにこやかな表情を見せた。その反応は全くの普段通りで、少しほっとした自分がいる。

　けどそこに心地よさを覚えて現実から逃げてしまってはダメだ。俺はそう自分に言い聞かせて、すぐさま本題を切り出した。

「話ってのは、この前の件について、だよな」

「……うん。アタシあの後ね、ランラに連れてかれたナンナのお店で、全部教えてもらったんだ。ランラやナンナの正体に、そして愛斗がランラにもらったっていう、氷室さんの本音が聞こえてくる能力についても。まさか、あのナンナが神様だったとはねー。今までずっと気付かなかったつーか、はは、神様って気付く方がどうかしてるか」

「ああ、俺も最初は信じられなかったってか、こう言ったらナンナには悪いけど、神様っぽくないよな。ノリだって軽いし」

「それわかるー。アタシも神様ってひげ面のおっさんってイメージしかなかったし。ナンナでなれるなら、アタシでも神様にワンチャンなれるんじゃって思えてくるじゃん」

「おいおい、ナンナは神様になったんじゃなくて、最初から神様として生まれたんだろ」

「あは、そうだっけ」

　雅のすっとぼけるような笑みに、俺も自然と笑顔になる。

　雅とこうやって気さくに笑いあえる関係が楽しかった。けど、今日でその関係はきっと終わる。それを告げるかの如く、笑い終わった雅は、緊張の滲んだ瞳で俺の顔をじっと見据えてきて、

「実はさ、アタシちょっと前に愛がアタシの運命の相手って話自体はランラに聞いてたんだよね。まさかそれが神のお告げだとは思わなかったけど。それでもランラの言葉に思い当たる節がありすぎたせいか嬉しくて舞い上がちゃって、もしかしたら氷さんに勝てんじゃねってそう思ったわけ。単純だよねアタシって」

　雅が自嘲するような乾いた笑みを浮かべる。

「たぶんね、運命だからきっと結ばれるって、そう思いたかったんだ。だってもうその頃にはめちゃめちゃ好きになってたし。諦めたくないって思ってたわけだしさ。──けどね、金曜日にランラから全てを聞いてさ、神様もミスってするんだなって思った時、ふと悟っちゃったんだ。運命ってのは、流れに身を任せるものではなく、自分の手で掴みとるものなんだって。アタシ自らが切り開かなきゃ何も始まらないって。……だから言うね──」

　そこで雅は一旦言葉を区切ると、小さく息を吸い、そして──




「アタシを選んでよ愛斗。さっきさ、あの頃はめちゃめちゃ好きって言ったけど──今はもう、めちゃめちゃめちゃめちゃ、大好きなんだからね」




　そう言ってにかっと、満開の笑みを咲かせたのだった。

　俺への好意がたっぷりと込められた、温かい言葉。

　でも、それでも俺は──

「ごめん雅、嬉しいけど、俺はその気持ちに応えることができない。やっぱり俺は、氷室涼のことが好きだから」

　真剣な思いには真剣な態度で応えなくてはならない。ばつの悪さからつい俯こうとする視線を留め、俺は雅の顔を真っ直ぐに見つめる。

　すると雅はわざとらしく肩をすくめて、

「あちゃーやっぱダメだったかー。ま、わかりきってはいたけど、いざ面と向かって言われると、こうくるもんがあるよねー。けどまぁ『嬉しい』頂きましたし。今回のところはこれでよしとしときますか」

「は、今回って……？　雅はいったい、何を言ってるんだ？」
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「ん？　何その顔、愛ったらもしかして、アタシが一度断られたからって、すんなり諦めるとでも思ったの？　もーやだなーそんなわけないじゃん。失恋したわけでもないんだし」

「へ、それはどういう……？」

　意味がわからないと頭に疑問符が浮かぶ。俺は今、雅を……その、振ったはずだよな？

「あはは、愛斗ってば頭いいくせにこんな小学生でもわかりそうなことわからないんだ。いい？　失恋って文字通り恋を失うってことでしょ？　失ってないもんアタシ、あんたへの恋心を。寧ろ気がつけば勝手に増えてってるから、最近は収納場所に困ってんだよねー。ねぇ、なんとかしてくんない？」

「なんとかしてくんないって……あ、あのさぁ──」

「つーことで、アタシにはあんたを諦める気なんかこれっぽちもないから。それにー想うくらいならアタシの自由じゃん。これからもよろしく」

　軽快な笑みを浮かべて、雅が手を上に上げた。

　そんな彼女を前に、どうやら今までの関係は崩れずにすんだと、ほっと安している自分がいて──でも、本当にそれでいいのか？

　気持ちに応える気がないのに傍にいるってのは、その可能性をちらつかせて雅にありもしない期待を抱かせるのは、ともすれば一番残酷な返答の仕方じゃないのか。

　ああそうだ。それにこの日のために俺はあのノートを作成していたようなもんなんだ。

　これからの雅の幸せを願うなら、きっとこうするのが一番だから。

　ズルズルと俺への気持ちを引きずることだけは、絶対にさせちゃいけないって。

「悪いけど砂城、それはできない」

「へ？」

　俺の断固とした意思表示に、雅の顔が固まる。

「俺は一生氷涼一筋だから、俺のことはもうすっぱりと諦めてほしいんだ」

　俺は誠心誠意、頭を下げた。その胸の奥底では「俺なんかを好きになってくれてありがとう」と感謝を告げながら。

「え…………な、なんで、そんなこと言うのよ。……それに、呼び方まで戻さなくても」

　雅が表情をくしゃりと歪ませた。動揺と悲しみの入り混じった声。

　そして次の瞬間、

「そんくらい、いいじゃんか。バカ！」

　バチン！

　鈍い痛みが、雅渾の平手打ちが俺の頬を襲った。

「なにもそこまでフルボッコにしなくてもさ。悪趣味。マジキモい！」

　語気を荒らげてそう叫ぶと、そのまま雅は生徒会室から走り去ってしまった。

　じんと痛む頬を押さえながら、俺はぼーっと宙を見つめる。

　しばらくすればこの痛みは治まることだろう。けど、雅が俺をぶった瞬間に見せたあの涙で滲んだ悲痛の表情は、物理的な痛みよりも何倍もの威力で俺の心を抉っていて──

「……どうするのが、一番の正解だったんだろうな？」

　傷心にうちひしがれながら独りごちる。

「そうね、少なくともそれが一番でなかったことだけは確かでしょうね」

「えっ」

　あるはずのなかった返答に、俺ははっと驚いて、すぐさま声の方向を見やる。

　するとそこには、生徒会室に入ってきたばかりの様子の冷笑した氷室の姿があって、

「ふふっその顔、ざまあないわね田君。寧ろ女を泣かせてその程度ですんだことに感謝すべきだわ」

　口に手を当て苦笑すると、氷室はさも当然のように生徒会長席へと移動して腰を下ろす。

「さ。砂さんとの用事も終わったみたいだし、遅くなったけどいつものように生徒会業務を始めるとしましょう。といっても、私達が生徒会としてしなきゃいけないことはもう次の代に向けての後処理みたいな作業ばかりなのだけれど、最後まで気を抜かずにやりとげるわよ」

「あ、ああ……」

　淡々とした氷の言葉に、俺は困惑する。まさか、こうも普通に接せられると思ってもいなかったから。

　けれど事実、困惑する俺の前では氷室が既に机の上に置かれていたプリント類に目を通し始めていて──ますます意味がわからなくなる。

　そうこう思案している内に、作業をしていた氷室はプリントに目を向けたまま、素っ気なくこう告げたのだった。




「ああそういえば、もう私、別に田君のことなんて好きでもなんでもなくなったから。そこのところ、頭に入れておいてもらえると助かるわ」




　と、まるで単なる業務連絡でしかないとでも言うようなさらりとした態度で。

　これが全てを知った氷室の出した結論、なのか……。





　　　　◆◆◆






　結論から言って、私が田島君を嫌いになるなんてことはありえなかった。

　それはたとえ、ナンナの不思議な力によって、なかなか素直になれない私の言葉の裏に隠された本音を裏で聞かれていたとしても。

　寧ろ逆ね。その気がないから断るより、その気しかないくせに断るのは百倍始末が悪いもの。そんなやらかしを見せつけておいても尚、私のことを好きだと言ってくれた田島君には、もう感激しかないわ。……大好き♡

　自分で言うのもなんだけれど、こんな生殺しの状況、私の気持ちを知っているからこそ、逆にいい加減にしろと癇をおこしたって、もう付き合いきれないと愛想を尽かされたって、おかしくはなかったはずだから。

　こんな無愛想で我が儘で手のかかる私なんて……ほんとに。

　でも、田島君はそうはならなかった。

　怒ったり呆れたりするどころか、私が少しずつ自分を出せるようにって、ダメな部分を克服出来るようにと支えてくれて、待ってくれて……。

　今ならはっきりとわかる。田島君はあのオムライス作りで言ってくれたように、本当に素の氷室涼葉を理解して好きだと、愛してくれていたのだと。嬉しい。

　私も同じ気持ち、いいえそれの倍以上の気持ちはあるって伝えたい。ナンナとの真実を知ったあの日、私に嫌われたかもしれないと不安がっていた田島君に。可能なら今すぐ。

　──けれどその思いは、あの日同時に聞いてしまったランラの訴えによって、待ったがかけられることになる。

　私と田君が恋人同士になって、私はずっと幸せでいられる自信があっても、運命から背いた田島君はそうじゃないかもしれないって……。

　──違う、私が恐いの。

　神という超常的存在が本当にあると知ってしまった今、運命によって何らかの因果から、田島君から別れを切り出される日が、拒絶される日が来るのじゃないかと。

　神様が元々両いだった私達の仲を不思議な力で進展させてくれたのなら、その逆──つまり砂さんの未来を修正するために、不思議な力──それこそ運命と呼べる現象で私達が引き裂かれる可能性がありえてしまうもの。

　そして、そのきっかけを作るのはきっと私。一人戻った病院でお母様に指摘されて、明確な答えを示せなかった、私の弱い部分。だというのに、あの場の私はその事実を隠すように諦めたくないとだけはハッキリと口にして──無い物ねだりもいいところよね。笑えちゃうわ。

　もしお別れの瞬間がやって来た時、彼に拒絶されてズタボロになった私の心が何をしでかすかわからない。けど、支配欲と独占欲を暴走させた私がまた、建前や偽りの言葉をぶつけて田島君を困らせる展開になるのだけはきっと確か。

　一度田島君に本当の、甘えん坊で寂しがり屋な氷室涼葉の全てを晒け出してしまえば、もう絶対に彼への気持ちに歯止めが利かなくなるから。

　だから、立ち止まるなら今しかなかった。お互いの今の気持ちをはっきりと口で交わしていない今しか。まだ、心の声を勝手に覗かれて頭にきている建前の自分を作れる今なら──

　わ、私は……大好きな人の幸せを優先するの！　かつて田島君が私にそうしてくれたみたいに。たぶんそれが一番の恩返しになるはずだから……。

　この恋と決別することは──田島君とさよならするということは、正直吐き気を催すほどに辛いけど、でも私を選んで後悔している田島君を見てしまったら、それこそ辛いどころではすまされない。きっと私は一生立ち直れなくなってしまうでしょうし……。

　田島君の能力を完全に消したというナンナからの報告のラインを見ながら、私は決意する。そう、考えられる一番無難な選択肢として、私はこの想いを胸の奥深くに封印することに決めたの。

　土日の間に悩み悩んでそう結論づけた私は、砂城さんの『少し早いけど、愛にコクることにしたから、生徒会室を貸してほしい』というメールを目に、少しだけ胸が痛むのを感じながら『わかったわ』とだけ返した。

　ふふ、流石にあんなことがあった後で、すぐ頑張れってエールを送るのはおかしいものね。けど、本当に応援してるから。だって貴女は私と違って、神お墨付きの運命の相手なのだから。ふふ、少しだけ妬いちゃうわ。……そう、少しだけ、ね……。

　気遣いができて、器用で料理も上く、それに思ったことをすぐ表情や言葉に出してくれる。ええ、とっても魅力的な人だわ。でもね、気を付けて砂さん。どうやら田君ってば、不器用で強情で世話のかかる女の子の方がタイプみたいだから。……そう、私みたいな。

　そうして訪れた放課後、砂城さんが生徒会室に入ったのを見て、私は生徒会室の外の壁に背を預け、二人のやり取りが終わるのを静かに待った。ほら、大事な時間に、誰か来客があったら色々と大変じゃない。例えば佐さんとか佐伯さんとか佐伯さんとか。だから見張り役が必要だと思ったの。もちろん、他意はないわよ。

　しばらくして砂城さんが涙目で生徒会室から出てきた時、何だかほっとした私がいたみたいだけど……どうやらまだまだのようね。しっかりしないと私。

　そう自分自身を鼓舞して私も生徒会室に入った。

「ふふっその顔、ざまあないわね田島君。寧ろ女を泣かせてその程度ですんだことに感謝すべきだわ」

　入れ替わりで現れた私に唖とする田島君へ苦笑を送ると、私は生徒会長席に腰を下ろし、普段のように生徒会業務にとりかかる。

　さぁ、私、頑張るわよ。

　砂城さんの恋のキューピッドになるために。

　まずはちゃんと田島君に、私のことを諦めてもらわないとね。ふふふ。

　……………………。





　　　　◆






　俺との恋から冷めてしまった──目の前で黙々と生徒会業務に励む氷がそう言った。

　素っ気なく、あっさりと。

　俺は呆となって氷室を見つめる。

　これは本音？　それとも何らかの真意が隠された建前なのか？

　頼むから後者であってほしい。けど、どうやってそれを確認する？　心の声が聞こえなくなった今──というか本当にナンナの言っていた通り、俺の能力は消失したのだろうか。実はまだ残っていて、だからこれは正真正銘氷室の本音で──って、やめだやめだ、こんなネガティブな憶測は。

　俺は胸中で頭をぶんぶんと振って思考を切り替える。とにかく、どう推察するにしても情報が少なすぎる。まずはそこを補うところから始めるべきだよな。

　そう決心した俺は怖ず怖ずと氷室に声をかけた。

「なぁ、氷室？」

「何かしら？」

「さっき俺に興味がなくなったって、そんな感じのこと、言ったよな？」

「ええ、そうだけど。それが何か？」

「そ、それが何かって……」

　素っ気のない返事。不安と焦燥で胸に圧迫感を覚えながら、俺は更に会話を続ける。

「あの……どうしてそうなったのか、参考までに教えてほしいなぁ……と」

「はぁ……理由ねぇ……自分自身のことなのにそれがわからないなんて、流石はダメ島君ね。どうやら貴方への恋心と折り合いをつけた私の判断は、間違ってなかったようね」

　ようやくプリントから顔を上げた氷が、落したとばかりに嘆する。

「いいかしら？　貴方はね、五ヶ月もの間、私の本心をずっと覗き見てきたのよ。心を覗かれるってのは、裸を見られるのと同等に、いいえそれ以上の辱めよ。それを平然とやってのけていた貴方に、嫌感を抱くなという方が無理な話ではないかしら。正直、同じ空間にいるってだけで怖が走るのだけれど、まぁもうじき生徒会は任期を全うするわけだから、もう少しだけ我慢することにしたわ。感謝しなさい」

　そう語った氷室は、冷たい視線を俺に送った。

「そ、それは……確かに、その通りだから言い訳のしようがないな。謝って済む話ではないと思うけど……その、すまなかった」

「そう……そうね、謝って済む話ではないわね」

　口を結んで腕を組み、拒絶の態度を示す氷室。それでも、俺はこのままでは終われなくて、

「わかってる。──それでも、身勝手を承知で一つだけ聞かせて欲しいんだ。氷室が全てを知ったあの日、俺の部屋から出て行く前に氷室が言ってくれた言葉。あれの真意を」

「真意も何も、本音、だったはずよ？　心の声とやらが聞こえてこない、私が心から田君に伝えたかった言葉だと。それは貴方にも確認したわよね？」

「あ、ああ、そうだけど」

「じゃあ今更何も聞く必要はないじゃない。おかしな人ね」

「──いやあるって！　あれがあの時点での氷室の本音だったってことは、少なくとも心を覗かれていたと知ってもまだ、俺のことを、す、好きでいてくれたってことじゃないのか？　さっきの理由とは矛盾するんじゃないのか？」

「……田島君、貴方何か勘違いしていないかしら」

　氷室の厳しい視線が、俺を弾圧するように突き刺さってくる。

「は？　勘違いって、どういうことだよ……？」

「いい、私はあの日、言葉の締めに『大好きでした』とそう言ったはずよ。そう、『でした』と。ここまで言えば無駄に成績のいい貴方なら理解してくれるわよね」

「……ようするに、過去形だから何も間違ってないって……そう言いたいのかよ」

「ええ、ご名答よ」

「…………」

　すぐには返す言葉が見つからなかった。論理としては筋が通っているだけあって、俺はもう不安と恐怖で押しつぶされてしまいそうになっていて……。

　客観的に見れば、氷が百年の恋から冷めて距離を置いたと、それ以上のなにものでもない状況なのだから。

　それも以前の相が偽告白をしてきた時と違って、完全に心当たりがあるだけに尚、胸のざわめきが治まらなくて……。

「けどまぁ、砂さんは私とは違ってどうやらよっぽどの物好きみたいで、そこの最低男のことを諦めきれないでいるみたいだから、応援するのもやぶさかではないと思ってるの。私にとってもこれ以上言い寄られなくて済むから、利害が完全に一致するわけだもの」

　喋り終えると氷室がくすりと笑って、俺を蔑むような視線を向ける。

　けど……あれ、なんか今、妙な違和感がしたような……。

「貴方ってよっぽど幸運の星の下に生まれているわよね。女の子の心の中をずっとニヤニヤしながら盗聴していたモラルの一欠片もないゲス野郎なのにも拘わらず、その悪行を知ってもまだ好きだと言ってくれる人がいるんだから。あんなにも素敵な人、貴方の前に二度も現れたりしないだろうから、後悔のないようにしなさい」

　そう言って微笑んだ氷室。

　まただ……さっきから微かに感じていた妙な現象。偶然が三度重なればそれは偶然ではなくて必然。

　そして、それが指し示す意味は──

　もう迷ってる暇はない。こうなったら出たとこ勝負だ。

「──氷室」

「!?　な、なによいきなり!?」

　驚いた氷室がらしくない大声を上げた。

　けどそれは氷室じゃなくても同じような反応をしてしまうことだろう。

　だって俺は、前触れもなく氷室へと迫り、困惑する氷室の様子を無視して、強引にぐっと彼女の両肩を掴んで顔を近づけたのだから。

「今の話は、全部本当のことなんだよな？　全部、氷室の本心なんだよな？」

「あ、当たり前よ。さ、満足したならさっさとこの野蛮な手をどけて──」

「ならさ、さっきからなんで、口を開く時は決まって俺から目を逸らして喋ってんだよ。それが本当に氷室の本意ってなら、ちゃんと俺の目を見て話せるはずだよな」

「えっ……」

　俺の言葉に氷が呆とする。

　そう、氷室は俺に毒舌を放つ瞬間だけは、絶対に目と目を合わせようとしなかったのだ。確かに必ず言葉が終わった後に、帳尻を合わせるかのようにきつい視線を向けてきていた──が、だからこそ、俺はわかってしまった。

　あれはきっと本音ではなく、建前なんだって。

　これまで答え付きで彼女の身振り素振りを見てきたからこそ、そのほんの微かな仕草が、俺に違和感を与えて──これが氷室涼の本音ではないと、そう気付かせてくれたのだ。

「そ、それはたまたまそうなっただけよ」

「そうか──なら、俺が次に言う言葉には、ちゃんと真っ直ぐ俺の目を見ながら返してくれないか。たまたまってことは、意識すれば大丈夫なんだろ」

「し、仕方ないわね。わかったわ。今までのが全て私の本音だったってことを、はっきりと証明してあげる」

　氷室から言をとった俺は、にっと満足げに口の端をつり上げ──




「俺は氷室涼葉のことが大好きだ。たとえもう嫌われてしまったとしても、俺の気持ちはずっと変わらない」




　と、爽やかに笑って、俺の気持ち全てを圧縮させた濃密な本音を告げた。

「そ、そう……私はもちろん嫌いよ」

　氷室が目を泳がせてぼそりと呟く。

　その顔は、耳の先っぽまで真っ赤に染め上がっていて……それはもう、嫌いな人間への反応というには無理があるものだった。

　だって本当に嫌いな人間からこんなことをされたら、今とはまんま逆な反応を、純粋な恐怖から顔が真っ青になるだろうし。そもそも今のこの状況も、嫌感からなりふり構わず俺のことを振り払っているに違いない。

「なぁ……こんな時に言うのもなんだけど、氷室って前よりも──俺を最初に振った時とは明らかに、嘘をつくのが下手になってるよな」

　氷室から手を放した俺は苦笑する。

　そのおかげで、何とか氷室の建前に気付けたんだけど。

「う、うるさいわね。それは全部田君のせいじゃない。あの時よりも、私をもっともっと好きにさせた。だいたい、私の微かな反応からそれを見抜くなんて、気色悪い。貴方も大概よ。あれね、よっぽど私のことが好きなのね!!」

「ん、そうだけど」

「え！　えへへー……じゃなかった、不愉快よ」

「流石にもう、無理があるよな……」

　嘆して肩をすくめる。同時にありったけの安が胸いっぱいに押し寄せてきて、気を抜けば崩れてしまいそうだ。

　──けど、ほんとにほんとにほんとに────ほんとによかったぁあああ!!

「で、話してくれるよな……なんでこんなことしようって思ったのか」

「…………そ、それが一番──砂さんと結ばれることが貴方にとっての幸せだと、そう思ったからよ。だから私は、貴方を想うことを断念しようと……」

「はぁ!?　なんでそうなるんだよ。あれか、神が──ランラがそう言ったからか」

「そうじゃないの……。だって──だって私は、こんなんじゃない！　無愛想で、上から目線で、おまけに嫉深くて、そのくせ素直な気持ちを口にすることができないどころか、嬉しくなるとつい調子に乗って平気で田君を傷つけるような、それがこの氷涼という人間じゃない！　だからこんな苦労ばかりかける面倒な人をカノジョにするよりか、砂城さんと付き合った方が貴方は絶対に幸せだって、そう思ったのよ！」

　感情を爆発させた氷室が瞳を涙で潤ませながら声を荒らげる。

　そんな氷室のお門違いもいい言葉に、つい頭にきてしまった俺は、思わず手がでてしまって──

「てい」

「っ！　な、なにするのよ田島君」

　俺がデコピンした場所を押さえて、涙目でこちらを見る氷室。

「あのなぁ氷室。勝手に俺の幸せを決めつけてんじゃねーよ。俺の幸せは誰でもない俺自身が判断することだ。だから断言する、俺が幸せでいるには、氷室涼葉が傍にいてくれる必要があるって。だいたいさ、氷室のあまのじゃくな態度を苦に感じてたら、ここまで追っかけたりしてないだろ。そこに気付けって」

「あっ……ああっ──」

　俺の言葉に声にもならない声をあげた氷室が泣き崩れた。

「…………い、いいのね本当に……。私きっと……また心にもないことを、貴方に向かって言ちゃうわよ。その……素直に……なれないかも、しれないわよ……？」

「心配ないさ。今みたいに、俺がちゃんと氷室の顔を見ていれば、それが本音なのか建前なのか見分けられるってわかったから」

　ああ、もう心の声なんてなくとも。

「だから氷室──改めて、俺と、付き合ってください」

　そう笑って、俺は手を差し出した。

　すると、涙を指先で拭った氷室は、にこやかに笑って、

「お断りよ」

　──はぁ!?

「だってー、お互いここまで心が通じ合ってるのに付き合うだけってのは、ちょっと拍子抜けというか、なんかもったいないじゃない。ほら、ラーメン屋のスタンプカードが一杯になりかけているのに、ラーメンじゃなく途中で味玉と引き替えちゃうみたいな。つまり、私がどうしたいかというと──ちゃんと結婚まで誓って欲しいなーって。えへへ」

　すっかり開き直った氷の頬がにへらとだらしなくたれる。か、かわいすぎる！

「わかった。なら──結婚を前提に俺と付き合ってください」

「ノンノン。結婚は前提じゃなくて断定、断定なの」

「そ、そうなのか……」

　なんなんだこのやり取りは。

「じゃ、じゃあ今度こそ──」




「結婚を断定に俺と付き合ってください」

「はい、喜んで♪」




　氷室がとても幸せそうに微笑んだ。

　この瞬間、ようやく俺と氷室──涼は念願の恋人同士になったのだ!!

　おっしゃぁあ!!

　俺が心の中で上半身を仰け反らせてガッツポーズしていると、いつの間にか頬を赤くした涼葉がもじもじと指先を合わせながら、何かをすがるような視線を向けていて、

「ねぇ田君、その……結婚を誓った男女が何をするか知っているかしら……」

「何って……指輪交換、とか？」

「むーそれも大事だけれど、もう一つあるわよね。とっても大事な、すっごく重要なのが」

「も、もしかして……ち、誓いの、キキキ、キスってやつか……？」

　俺が恥ずかしげにそう言うと、涼葉は静かにこくりと頷いて目をとじ……。

　そして──




　俺達はゆっくりと、唇と唇を重ね合わせた。




　涼葉のぬくもりが柔らかな唇を通して伝わってくる。ずっとこうしていたくなるような、幸せで心地よい気分に全身が包み込まれて──

　キスを終えると、口に手を添えた涼葉は名残惜しそうにしながらも、表情をはにかませて、心からの言葉を俺に伝えてくれたのだった。

「大大大好きだからね。愛君♡」
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エピローグ









「愛、涼。お付き合い、おめでとうございます。いやーついにやりましたねー」

　手を繋いで並ぶ俺達に、ナンナが嬉とした表情で祝福の言葉を送ってくれた。

　日付が変わって火曜日。一緒に登校しようと駅で落ち合った俺達は、二人が結ばれるキッカケを作ってくれた神様に報告とお礼を言いにいこうと、少し早めに集合して縁神社に寄ったのである。そうして俺達は境の賽の前まで辿り付くと、どこからともなくナンナが姿を見せたのだった。

「ほんとナンナさんはお二人の祈願を成就できて鼻が高いといいますか、五万クラスのお祈りを同時に二つも叶えたのですから、これは年間ＭＶＰどころか、下手したらあのクソジジイ共に意見出来るくらい大躍進出来るのでは──おっと、何でもありませんよお二人とも。はい、私は恋愛成就の神様として当然のことをしたまでですから。本当におめでとうございます」

「おいおい、だだ漏れだったぞ本音が」

「ふふ、まぁいいじゃない。それに、愛斗君と付き合ったのは神様に媚びを売っておこうって部分が八割を占めているのだから、ナンナに喜んでもらわなければ困るわ。でないと、なんでこんな男と付き合ったのかわからなくなるじゃない」

「そうかよ」

「ええ、そうよ」

　氷が優雅に微笑む。けれどその裏では、嘘に決まっているじゃないとでも言うように繋いだ俺の手を更にぎゅっと強く握りしめてきて──くぅ、かわいい。

「そういやさ……ランラってあの後、どうなったんだ？」

「ランラですか、結局お二人が結ばれたわけですから、そりゃもう酷く落ち込んでましたが──どうやら雅に励まされたようで、まぁ大丈夫なんじゃないかと。まったくあれじゃどっちが神様なのかわかりませんよ。ま、あんなのでも一応友人ですから、後で顔を見るくらいはしてあげようと思ってますが」

　やれやれとため息をつくナンナ。

　クズで適当な部分が目立ちがちだけど、何だかんだ言って面倒見のいいところを見ると、ちゃんと神様やってるんだなぁってそう思う。本当に今までありがとう。そして──

「そっか。そういえばさ、願いを叶え終えたからって、これでお別れってわけじゃないんだよな。街に行けばお店にはちゃんといるんだろ。だから、これからもよろしくな」

「もちろんです。愛は数少ない私の正体を知るゲーム仲間ですからね。そりゃ重宝させてもらいますよ。また、突然お部屋にお邪魔しますので、こちらこそよろしくです」

「その際にはちゃんと、妻である私に一報入れてちょうだい。神様とて、異性なのだから、ちゃんとわきまえてほしいわ」

　和やかに笑うナンナに、氷室が一歩前に乗り出してジト目を向ける。さっきはナンナのために──とか言ってこの発言。かわいすぎて、思わず抱きしめたくなる。

　その後、ナンナと別れて神社を後にした俺達は、君学園を目指して川沿いのサイクリングロードをゆっくり歩いて進む。以前、俺達が奉仕作業をした場所だ。たった五ヶ月前の出来事なのに、ずっと昔のような気がする。

　そう物思いに耽りながら歩いていると、唐突に背後からバシンと背中への平手打ちと共に軽快な声が降りかかってきて──

「おっす、愛斗、おはよー」

　俺の顔を見て、朗らかに微笑んだのは──雅だった。

　昨日の今日だけに、俺はつい気まずさを覚えて目を逸らしてしまう。

　けど対する雅はそんな様子を一切見せず、吹っ切れたように明るく振る舞って、

「あーあ、ランラに聞いてはいたけど、やっぱいざ見せつけられると、いい気分ではいられないつーか……ま、二人とも一応おめでとさん」

「あ、ありがとう砂さん」

「アタシさー、愛斗の言うとおり、あんたのカノジョになることは諦めることにしたわ」

「そ、そっか」

「けど、アタシを大学に連れて行くって約束はきちんと守ってもらうから、そこんとこよろしく」

「ああ、もちろんだ」

　俺は力強く返した。雅とはこれからも仲のいい関係が続きそうで、正直ホッとしてる。

「氷さんもたびたびカレシ借りることになるけど、そこんとこいいよね？　なんたってアタシの人生かかってんだから」

「まぁそれくらいなら……いいわ、邪魔しないであげる」

「さんきゅ。それとさー、アタシ、新しい恋の目標立ててみたんだけど、出来れば二人とも協力してくんないかな」

　雅がにっと白い歯をむき出しにしてそう言った。俺のことを諦めたとは言っていたけど、昨日の今日でそれは少し寂しいような──ってだめだだめだ、これは思ってはだめなやつだ。ちゃんと雅の新しい恋とやらを応援してあげないと。ああ、これからは友達として。

「ああ、もちろんだ」

「ええ、私に協力できることなら、なんでも」

「ん、ありがと二人とも。それでアタシの新しい恋の目標だけど──」

　そこで一旦言葉を句切った雅は俺の顔をちらっと見たかと思うと不敵に微笑んで──




「愛のお嫁さん目指すことにしたから、よろしくー」




「「へ？」」

　唖となって固まる俺と涼。

「ちょっとまて、雅は今、俺のこと諦めるって──」

「うん、言ったよ。カノジョになるのは諦めるって。んで、代わりというか飛び級でお嫁さん目指すことにしたから。今約束した通りちゃんと協力してよね。にひひ」

「で、できるわけないでしょ！　それに砂さん、残念だけど、私と愛斗君はもう既に夫婦なの、法律上は無理とはいえ、心は既に夫婦なの」

「あーそういうのって、あれでしょ。付き合いたての高校生カップルが舞い上がってＳＮＳに書いちゃうやつ。んで、半年ももたなくて黒歴史化するところまでがセットと」

「むー愛斗君ダメだから、砂城さんと二人きりの勉強会は、妻である私は絶対に認めません！」

「へーさっきは邪魔しないって言ったのに、破るんだ。生徒会長ともあろうお方が」

「あ、あれは、砂城さんが諦めたと言った以上、単なる勉強会以外なんでもないと思ったから渋々そう判断しただけで──はっ！　貴女の言う『人生かかってる』って、まさか最初からそっち方面のことだったんじゃ……」

「あはは、そっちに決まってるじゃん。なんせアタシには本物の運命の神様がついてるんだから。運命の相手にたった一回カノジョが出来たくらいで、諦めますかっての。ってことで、愛──」

「ん？」

　不意に雅が俺の耳元へと顔を近づけた。

「す、き、だ、ぞ」

「えっ!?」

　小悪魔のようなウィスパーボイスに、思わず俺は顔を赤くしてしまった。

　そんな俺の反応を見て、雅は満足げに笑って、

「よしよし、意識されてるってことは脈あるってことじゃん。んじゃまた──学校で」

　颯と去って行ったのだった。

「…………」

　嵐だけをこの場に残して……。

「愛斗君のばかぁあああ!!　浮気者、もう知らない！」







「ねぇねぇ田君、氷さんになにしたの？　付き合ったんじゃなかったの？」

　それは昼休み。廊下でばったり出くわした相が、興味津々に尋ねてきた。

「なにしたって、どういうことだよ？」

「いやねー氷室さんが、クラスで佐さんや大さん達に、逆恨みされずカレシと円満に別れる方法ってのを聞き込んでたから。これはいつもの悪い癖がでたのか、それともほんとになにかあったのか、気になっちゃって」

「マジかよ……。わかった。ありがとな、相沢。教えてくれて」

「どういたしましてだよっ。ま、ぶっちゃけ、わたし的には別れてくれた方がありがたかったりするんだけどね。二学期から出来つつあったクラスの氷室さんグループで、わたしだけがフリーで肩身が狭くならずに済むもん。大鳥さんも、柴君と付き合ってるしさ」

　え、アキさんと、柴が!?　初耳なんだけど。てか相沢はどうしたんだよ柴!?

「なーんて、別れろなんて冗談だよ田島君」

　舌をちろっとだして相沢が悪戯っぽく笑った。

「まーそうだよな。モテモテの相沢が、フリーとかそんなの気にするような性じゃないもんな」

「むー、なんか今棘があったように感じたんだけど。……それにさ、どれだけモテても、自分が好きな人に振り向いてもらえなければ、一つも意味ないんだよ。ほんと、氷室さんが羨ましいや」

　そう言って、相が儚さを覚える笑みを浮かべる。

　憂いの表情。そこに踏み込んではいけない何かを覚えた俺は、話題を変えることにした。

「そーいや、この前の勉強会の時思ったけど、相沢って実は英語に関しては雅よりも壊滅的だったんだな」

「うっ……おっしゃる通りです」

「よかったら、雅と一緒に見てやるから、部活のない時間とか、いつでも声かけてきてくれよ。困った時に助け合うのが友達だろ」

「あ……わかった、頼りにさせてもらうねっ」

　一瞬不意をつかれたような顔をしたかと思うと、次の瞬間相沢は眩い笑みを放ったのだった。

「おっと、これは氷さんに報告しておこう。田君が、放課後に砂さんとは別の女を誘ってたって」

「おい、言い方!?」







　そして放課後の生徒会。

　俺が生徒会室の扉を開けると、既に冷たい表情をした氷室が業務に取り組んでいるところだった。それはいつもとなんら変わらない風景──けど一つだけ、氷室が生徒会長席ではなく応接スペースで仕事をしていて──

「何かしら？　ボサッと立ってないでさっさと手伝って欲しいのだけれど」

「あ、ああ。悪い」

　副会長席に荷物を置いた俺は、自席には座らず、氷室の隣に並んで腰を下ろした。そこに、俺の分の仕事が用意されていたのだ。

　ようするに、隣にいてほしいというあまのじゃくなカノジョからのラブコールで。

　俺が隣に座った瞬間、涼がにやっと口を和らげた。か、かわいい。

「そいえば氷室は今日、クラスの女子にカレシと円満に別れる方法ってのを相談していたらしいな」

　作業をしながら、俺は何気なしに尋ねてみる。

「ええ、事実よ。もしもを想定して備えるって大事じゃない。もし別れ話を切り出した際に、未練タラタラな田島君に付きまとわれでもしたら困るから、そうならないためのノウハウを身につけとくのって大事でしょう。備えあれば憂いなしってことね」

「確かに、それは一理あるかもな」

　したり顔の氷室に相づちだけ打つと、俺は作業に取りかかる。

　すると涼は数秒ちらちらと俺の様子を窺っていたと思うと、指をもじもじといじりながらしおらしく切り出し始めた。

「………………あの、愛君？　貴方のその様子だと、私の意見に賛同したように受け取れるのだけれど……い、いいのかしら？　今貴方は、大好きなカノジョに別れを示唆されているのよ。ほら、もっと慌てないと。冗談でしたで終わるように、自分をもっとアピールしていかないと。さぁ、わかったら取り返しのつかない事態になる前に──」

「慌てるって……それって、今の涼葉みたいにか？」

　おろおろと焦り出す涼葉が愛おしくて、つい意地悪をしてしまう。特に自分で大好きなカノジョと言っちゃうあたりとか、やばすぎる。

「へ？　…………むー愛斗君の意地悪！　いいわ、そっちがその気なら、今に見てなさい。どんな些な事柄でも動揺せずにいられないくらいに、私の虜にしてあげるもん」

　そう言って椅子を限りなく近づけた涼葉が体を横に傾けて、俺に体を預けてきた。甘いシャンプーの香りに、むにゅっと柔らかな感触から涼葉のぬくもりがじんじんと伝わってくる。

「これはそのための布石よ。ある日急にスキンシップを止めて、愛斗君の不安感を煽ってあげるわ。ふふ、なんて恐ろしい攻撃なのかしら。ええ、決して愛斗君の反応の薄さに少し寂しくなったとか、そんな甘い理由じゃないからね。誤解しないように」

「わ、わかった」

　なにこれ、俺のカノジョがもうめちゃくちゃにかわいいんだけど！

「と、ところで愛斗君、今日はお母様の退院祝いに、お寿を食べに行く予定なのよね。家族水入らずで」

「ああ。病院飯に飽きた母さんのリクエストでな」

「そ、それで愛斗君、家族水入らずということは……当然未来の妻である私も該当するのでは──」

　もじもじと恥ずかしげな涼葉の言葉を待たず、俺は微笑して彼女が期待してるだろう言葉を告げる。夏休みの時、もの凄く行きたそうにしてたから。

「実はそう言い出すと思って、ここに来る前に母さんにラインしといたんだ。たぶん、そろそろ返事が来てるころだと──えっ……なんだこれ……？」

「ど、どうしたの愛斗君？　も、もしかして駄目、だったとか……」

「いや、オッケーなことはオッケーだったんだけど……ちょっと口では説明しづらいというか……」

　不安がる氷に、俺は恐る恐るスマホの画面を見せた。そこには──

『家族水入らずってことで、ちゃんと雅ちゃんも呼んでおいたわよ。最近のママは娘が二人いてもいいんじゃないかって思ってるの。老後は賑やかになって楽しそうだなーって』

　という母さんのメッセージと共に、ご機嫌なＶサインのスタンプが送られてきていたのだった。母さんまさか、まだ涼のこと完全には認めてくれてないのか？　昨日報告した時、笑顔で祝福してくれたのに……。




　そして、荒ぶる氷を何とかなだめつつ、本日の生徒会は少し早めに終了した。

「そういや今週いっぱいで生徒会も終わりだけど、後期ってどうするつもりなんだ？　その辺、バタバタしてて何も聞いてなかったけど──立候補する気ならもちろん手伝うぞ」

　学園を出た帰り道、俺は何気なしに尋ねてみる。

「いいえ。その気はないから気持ちだけもらっとくわ。私のやれることは全てやれたと思うから。それに──私にはもうそんな口実がなくとも、いつだって貴方の傍にいられるんだもの。愛君のカノジョとして」

　幸せたっぷりに笑った涼葉がぐっと俺の腕に抱きつく。

「だ、か、らー、これからもず──っと私を支えてよね愛斗君♡」

　こうして好感度１００％から始まったあまのじゃくな氷室さんとの恋愛攻略は、好感度が２００、３００％にも膨らんで終わりを見せたのだった。

　これからは好感度１０００％のあまのじゃくな氷室さんとの幸せなカップルライフが始まるのである。
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あとがき






　お久しぶりです広祥です。前巻から半年と、長らくお待たせすることになってすみません。なんとか無事に５巻を皆様のお手元にお届けすることができました。本当にありがとうございます。

　この５巻をもって、本作はここで一旦の幕引きとなります。新人賞受賞から始まって五冊と、この作品を新人賞に投稿するために執筆していた頃は、５巻どころかまさかこの作品の続巻を書かせてもらえる機会があるなんて夢にも思っていなかったので、本当に感無量というか、読者の皆様には感謝しかありません。

　この全５巻を通して、僕としてはヒロイン達の魅力をあますことなく皆様にお届けできたのではと思っているのですが……そこのところ、どうでしょうか（汗）

　ちなみに皆様にはあまのじゃくなヒロインと言われたら、何か本作以外にぱっと思い浮かび上がるキャラがいたりしますか？

　僕は断然、ガン○ムのハ○ーン様です。（これを語り始めると、とてもじゃありませんがあとがき２ページには収まりきらないのでまたの機会に──とりあえず、ハマー○様万歳！）

　自分の好きなタイプのヒロインを題材に、一番美しいシチュエーションを最初から全力で出し切っていこうという意気込みから始まったのが本作です。王道や流行に囚われることなく、何よりも自分自身が一番読みたいものを書こうと。

　そんな作者の趣味嗜好、自己満足丸出しの作品を、面白いと言ってくれて、ここまで応援して下さって、本当に感謝感激です。重ねてお礼申し上げます。

　今度は、褐色の年上ダークエルフとひたすらイチャイチャする作品が書きたいなとこっそり画策しておりますので、ぜひその際は応援を──あ、担当さんが今渋い顔しました（笑）

　それでは、ここからは謝辞になります。

　イラストレーターのうなさか様。今回も素敵なイラストの数々ありがとうございました。うなさか様のイラストのお陰で、ここまで辿り着くことができました。人生初の作品のイラスト担当がうなさか様で本当によかったです。

　担当編集者様、並びにＭＦ文庫Ｊ編集部の皆様および関係者の皆様。今回も大変お世話になりました。今後とも精進してまいりますので、何卒よろしくお願いします。

　そして何よりも、ここまでこのシリーズを読んでくださった読者の皆様方。

　今この本を出せているのは、間違いなくこの作品を手に取り続けてくださった皆様方のお陰です。ＳＮＳでの感想やファンレターなどなど、とても励みになりました。

　それではまた、別の物語で再び皆様とお会いできることを祈って。

　──そこには恐らく、褐色の年上ダークエルフはいないと思いますが……。





電子書籍特典　書き下ろし短編

『運命の女神の決断』





「──改めて、合格おめでとう雅！」

「ありがとう愛斗！」

　カーンとジュースの入ったグラスを軽くぶつけて、俺と雅が歓喜の声を上げた。

　そう、今日は雅が受験した大学の合格発表日だったのだ。

　結果はもちろん合格。発表場所に同行した俺は、受験番号を確認しに行った雅が満面の笑みを携えて戻ってきた瞬間、もう喜びやら嬉しさやらなんやらで感極まって、気がつけば雅を強く抱きしめていた。……まぁ、しばらくしてから冷静さを取り戻し、ばっと離れて、なんとも言えない空気が流れたりしたわけだけど。

　それから俺達は軽くお祝いをしようと、こうして手近なファミレスに足を運んで、現在に至ったりする。

　せっかくのお祝いなんだから、俺としてはもっと小洒落た喫茶店で──と提案したんだけど、そこは雅の「場所なんて何処でもいいからさ、早くお祝いされたい！」という意見に却下された。主役がそう言ってる以上は、もう頷くしかない。

「──にしても、本当によかったよ。雅が無事、合格することができて」

　ジュースを一口飲んで、安堵の笑みを浮かべる。

　高校二年の頃からずっと雅に勉強を教え、雅の努力を誰よりも一番近くで見てきた自信のある俺だ。それもあってか、この吉報はまるで自分自身のことのように嬉しくてたまらない。

「いやー俺もこれでようやく肩の荷が下りたって言うか……正直言うとさ、俺今日の合格発表がすっげー不安でしかたなかったんだよ。もし落ちてたらどうしよう、その場合なんてフォローしてやればいいんだろうとか──そんなのが一度脳裏を過ぎったら次々と出てきて──って、何言ってんだって感じだよな。せっかくのお祝いの場で──」

　何故だろう、上手く頭が回らないと言うか、最早なにを話せばいいのかがわからなくなってくる。なのに口を動かすのを止められず、それに、さっきからもう顔がめちゃくちゃ熱くて──

「うん、愛斗ったらマジキモい」

　ダサいとでも言いたげに、雅が口角を釣り上げてあざけるように笑う。

「ふつうさー、合格した本人よりも先に泣くかねー。さっきだって、アタシ以上に大喜びして抱きついてきたし。ほんと、どんだけーって感じ」

「……へ？　俺、泣いて…………」

　雅に指摘され、眦に水気を感じることに初めて気付いた俺は、慌てて指で涙を拭った。

「わ、悪ぃ。せっかくのおめでたい場に、湿っぽい空気作っちまって。ただ、本当に心の底から嬉しくてさ。ほんと、自分以外のことでこんなにも喜んだのはこれが初めてなんじゃないかってくらい──」

　涙をはぐらかすように笑みを浮かべて取り急ぎ釈明に走る。すると、雅は頬杖をつき、何故だか穏やかな表情で俺を見つめていて──それに気付いた瞬間、ふと声が止まってしまった。

「あーアタシって、やっぱ幸せ者だなぁ……」

　しみじみとそう呟いた雅。

「へ……？　ど、どうしたんだ突然？」

「愛斗さー覚えてる？　アタシが無事に合格したら──って約束したこと」

　困惑する俺を余所に、試すような笑みを浮かべた雅が問いかける。約束って……。

「……あ、ああ。もちろん。あれだろ、雅が無事に合格できたら、ご褒美に雅のお願いをなんでも一つ叶えるっていう」

　それはいつものように勉強を教えていたとき、雅がふと提案してきたことだった。『ねーアタシがちゃんと合格できたら、ご褒美が欲しいつーか、アタシのお願いを一つだけなんでも叶えて欲しいんだけど』と。それで雅のモチベアップに繋がるならと、そのときの俺は二つ返事で了承したわけだが。

「そう、それ。でさ、早速その権利を使いたいんだけど、いい？」

「か、構わないけど。頼むから俺が出来る範疇で、にしてくれよな。後生だから、あくまでも高校三年生でも可能な範囲で言ってくれると非常に助かる」

　無茶ぶりだけは勘弁と手を合わせて懇願する俺。

「んーどうだろ？　このお願いを無茶かどうか捉えるかは愛斗次第だろうし──」

　雅の含みのある笑顔。

　が、雅はそこで一旦言葉を止めたかと思うと、急に態度を一変とさせてしおらしく、恥ずかしいと言わんばかりにもじもじと、指先を弄くりながら顔を俯けた。

　そして──




「あ、あのさ……アタシの叶えて欲しいお願いって言うのは……あんたとその、結婚したいなー……ってことなんだけど……どうかな？」




「…………へ……け、結婚!?」

　衝撃のあまり口がぽかんとあいたまま表情が固まる。しばらくの間、俺はいったい何を言われたのかが全く理解できなくて──

　目の前には、顔を真っ赤に染め上げ、上目遣いにじっと見つめて俺の反応を待つ雅。

　うるっとした瞳が真っ直ぐに俺を射貫く。それは到底、普段のようにからかっているものとは思えなかった。

「け、結婚ってことはさ、そ、それってつまり……俺のことが、す、好きってことなのか？」

　俺は自分の顔を指して、おずおずと尋ねた。

「う、うん好き、めっちゃ好き。もうぶっちゃけなんでこんなに好きなのかよくわかんないくらいに、アンタのことが大好き」

　こくこくと雅が頷く。そのストレートな回答にかあっと胸が熱くなって照れやら恥ずかしさやらが押し寄せ、つい雅から視線を逸らしてしまう。

「そ、そっか。ありがと……。で、でもさ、それにしたってなんでいきなり結婚なんだよ。そういうのは普通に考えて、恋人から始めるもん、だよな……？」

　自信なげに言ったのは、俺にそういった、恋人ができた経験がなかったから。

　そんな俺の言葉に、雅は何故だか吹き出して、

「ぷ、あはは、え、なに、それマジで聞いてんの？」

「そのつもりなんだけど……俺、そんなおかしいこと言ったか？」

「うん。だってさーどんなお願いでも叶えてもらえるって状況なんだよ。やっぱどーんと欲深く一番いいグレードをお願いするものっしょ。それでオッケーされれば、もうゴールインが確約されるわけだし。ぶっちゃけ恋人とか、お嫁さんになるまでの単なる通過点じゃん。ここまできて、お願いを妥協する理由が見当たらないつーか──ん、なにそのきょとんとした顔？　愛斗ってばマジでわからなかったわけ？」

　得意顔で語っていた雅が、俺の唖然とした表情に気付いて、呆れたというように肩をすくめる。

「もう、愛斗ってさー、アタシより断然頭いい大学受かってるくせして、たまに変に常識が抜けてるところあるよねー」

「あ、あはは……」

　最早苦笑するしかなかった。今のは本当に常識、なのか？

「で……へ、ん、じ！　まだもらってないんだけど。どうなわけ？」

　雅が再び、俺の顔を見据える。

「え、えっと……」

　雅の迫力にちょっとだけ気圧されながら、俺は少し考え込んだ。

　俺には高校三年間の間、ずっと憧れていた同級生の女の子がいた。彼女の名は氷室涼葉。腰元まで伸びたつややかな黒髪が印象的な美少女で、生徒会長も務めた完全無欠の優等生。当然、ライバルは多く、俺なんかが相手にされるどころか、どういうわけか氷室本人からは超絶に嫌悪されているようで──

　ようするに叶わない恋だったのだ。

　それにもうすぐ、俺達は高校を卒業する。卒業すればきっともう氷室と会う機会はなくなる。

　……そうだよな。いい加減俺も、無謀な恋とは折り合いをつけるべき、だよな……。

「──わかった」

「へ？」

「上手くやれる自信はどこにもないけど、俺でよければ、その願いを必ず聞き届けてみせるつーか、雅を幸せにできるように頑張るよ」

「そ、それって……オッケーってこと、だよね？」

　雅が目をかっぴらいて体ごと顔を近づけてくる。

「ああ。と言っても、俺達はまだ学生だしさ。やっぱいきなし結婚ってのは色々と大変だろうから、結婚を前提としたお付き合いからスタートさせてもらえると有り難いんだけど……だめ、かな？」

「ううん。いい！　全然それで構わない！」

　雅が首をぶんぶんと縦に振って全力で肯定を表現する。

「ありがと。──それじゃ改めて、誰かと付き合うなんて初めてだから、もしかすると色々迷惑かけるかもだけど、俺を人生のパートナーに選んでくれた雅の期待に応えられるように精一杯頑張るから、これからもよろしくな」

　俺は柔らかく笑って、手を差し出す。

「…………」

　だけど雅は俺の手を握ろうとはせず、ぼーっと呆けたまま頬につーっと一筋の雫を垂らしていて、

「──！　ご、ごめん愛斗。これはその逆、逆だから」

　自分が泣いていることに気付いた雅ははっとなって手の甲で涙を拭った。

「……勉強をずっと教えてくれてた愛斗にこんなこと言うのはちょっと悪いかもしんないけどさ……ちょっと今、合格発表者の掲示板から自分の番号見つけた時の比にならないくらい嬉しさがアタシん中に押し寄せてるつーか……やばい……もうだめだわ…………」

　そう言ったのを最後に、雅は大粒の涙を流してすすり泣き始めた。

「お、おい……大丈夫かよ……」

　嗚咽する雅に戸惑いながらも、俺は心の中で強く決心する。

　その嬉し涙を裏切らないよう、絶対にカノジョを幸せにしてやると。

「──ねぇ、愛斗……隣、行っていいかな？」

　泣き止んでからしばらくして、雅がひかえめな声でそう聞いてきた。

「ああ。もちろん」

　俺が柔らかな笑みを浮かべて頷くと、雅はすっと立ち上がって俺の席へと移動する。

　そして腰を下ろした雅は、俺の肩にもたれかかるように頭を預けて体を密着させ、

「これでもう、アンタの隣は未来永劫アタシの特等席だから！　他の誰にもぜーったいに渡したりなんかしないし。アンタも、アタシの許可なく自分の隣にアタシ以外を座らせるのはぜーったいに禁止だからね！」

　にひひと満開の笑みを咲かせたのだった。





　　　　＊　＊　＊






「──やはり、いつ見ても感動する光景ですわ」

　モニター越しに幸せ満点といったように微笑む雅を見て、わたくしはしみじみとそう言葉を紡ぐ。

　わたくしは今、自分の部屋のテレビを媒体にして、とある未来の姿を映し出していたところでした。

　神の力を使い、運命を司る神様であるこのわたくしお墨付きの、雅と愛斗の運命と呼べるあるべき未来の姿を。

　本来なら順当にそうなるはずで──けれど、別の神様であるナンナの介入や、わたくしの大失態により、その未来は別の形にへと移り変わろうとしていて……。

　──いいえ、絶対にさせませんわそんなこと。

　わたくしは力強く頷く。

　作戦決行前に雅の運命の瞬間を再確認にして、より一層決心が固まりましたわ。

　運命を司る神の名にかけて、必ずしも未来の雅にあの笑顔を与えてみせると。

　さて、そろそろ頃合いでしょう。

　わたくしはテレビに目を向けて神の力を行使し、テレビの映像を別のものに切り替える。

　液晶画面に映るのは、愛斗の部屋でおろおろとしている雅と涼葉。二人がそうなっている理由は、愛斗に許可なく自分の部屋に侵入したことが、愛斗の帰宅によってバレようとしているからで──

「作戦決行の時、ですわね。待ってて下さいまし、雅」

　テレビに映る愛斗が部屋のドアを開けたのと同時に、わたくしはテレビの中に飛び込んだ。

　そう、涼葉や雅に真実を聞かせるために。

　そして、雅の運命を取り戻すために。
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